巡る た び 、 
出会う 旅 。 





ーー 6 た き 
東 北 に _ 記 る アタ 回 、 へ 
5 ま P < 全部 論 
の ョ / パ 
パ ア / 画 | | 人 ム 、 
2021.4-6 月 版 の 4 | 十 電 ア ム 


8 アパ 、 で 
| ーー 昌 』/ 
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デン ブッ の シェー で 、 ヽ > し 』 | 


cm 


東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 


JRH-GRHOUP 


東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン ガイ ドブ ッ ク 財 困 : 天 隊 


初め て 東北 6 県 が 合同 で 6 か 月 開催 する 
東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン (東北 DC)。 


克 (4 ろ る た KN 東日本 大 岩 災 か ら 10 年 の 節目 に 、 
いい 】 し び く 各 県 の を 掛け 合わ せ て 東北 の 大 き な 力 に し 
東北 の 上 魅力 を 国内 外 へ 発信 する こと に よっ て 、 


出 会 ク 旅 。 東北 電光 の プラ ンド 化 を 鈴 進 し て いま す 。 


この 機会 に 多く の 方 が 東北 を 訪問 し 、 


東北 復興 に 向け て 歩む 姿 を 
東 北 次 見 て いた だ きた いと 考え て いま す 。 
青森 、 宇 手 、 宮 城 、 秋 田 、 山 形 、 福 島 の 
の 6021.4.1-9.30 6 つの エリ ア を 歴史 ・ 文 化 や 自然 ・ 絶 景 、 


酒 ・ 食 、 温 泉 、 復 興 と いっ た 
多様 な テー マ で つなぎ ます 。 

巡る た びに 、 新 し い 「 何 か 」 に 出会え る 。 
そん な 東北 の 旅 を お 楽し みく だ さい 。 





田 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン と は ? 


JR グル ー プ 6 社 ( 北 海道 ・ 東 日 本 ・ 東 海 ・ 西 日 本 ・ 四 国 ・ 九 州 ) と 自治 体 * 観 光 関 係 団体 
等 が 協 働 し 、 一 体 と な っ て 作り 上 げ る 大 型 観光 キャ ン ペ ー ン で す 。 


ーー ューーー 


先 人 た ちの 信念 や 心 映 え が 、 
時 代 と 文化 の うねり を 創る 


= Sg 
レル 、、* 


茂 し くも 鮮やか な 
地形 や 気候 が 、 
唯一 無 二 の 風景 を 生む 


元 滝 伏流 水 (秋田 県 に か ば 市 ) 


て) 東北 DC 特別 企画 …………… 3 東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン の 
〇 人 2。 ホームペー ジ で も 観光 情報 を チェ ッ ク ! 
ン 納 Nb 5 用 グレ 2 ee 33 ED II の ラー 
= ゴ 縄 re 9 ノー。 刀 系 ーー * 
城 ・ サ ムラ イ に つつ eee 1 1 回 還 en 37 し ト は . 直 ( 電 ま ポ 
区 ウラ 島 際 虹 生 OO 13 - 
ン OO 15 で 柏 半 
ーー ロー カル 鉄道 ……………ー…… 17 復興 oneeeoerieoeem 39 
( プ ) テー マ 自然 ・# 里 共通 イベ ント RS 39eei2 sos 4 1 ガイ ドブ ッ ク に 
ee 19 連携 企業 ・ 団 体 様 の 取り 組み … 42 掲載 し て いる 
絶景 ツア PF ザー 23 JR 情 報 2 43 QR コー ド を 
体験 ・ ア ウト ドア ……………… 25 東北 広域 アク セス マッ プ …… ボ ゾ ババ 45 ンー リ た 才 : 


安心 し て 旅 を 楽し も う / 


Enjoy traveling with peace of mindl 






Thank you for your CooDeration. 


期間 中 、 様 々 な メニ ュー を ご 用 意 し て 、 国 内 外 か ら お 越し の 
皆様 を お 迎え し ます 。 ーー ja に ーー カル レ 鉄 : 道 時 


=m 歴史 ・ 文 化 し で 計 球 還 二 eee 


















宮城 県 支局 長 の 





東北 に お 住ま い の 皆 様 が 青森 県 支局 長 の 奥州 ・ 仙 台 お も て な し 集団 
RINGOMUSUME で す ! 伊達 武将 隊 で す ! 


オス ス メ の 観光 スポ ッ ト や グル メ な ど を 
Instagram に 「# 東 北 PR 局 」 を 付け て 投稿 し 、 
東北 の 魅力 や 旬 の 情報 を 発信 する 取組 で す 。 
東北 を 巡っ て 見 つけ た 素敵 な スポ ッ ト を 
是非 投稿 し て くだ さい ! 








Wearamask. 哉 口 軍 戴 口 電 
slgwi4nnngu 和 19 ロス ヨ き [ 号 





# 東 北 PR 局 <W 


各 県 で 活躍 する 方 々 に 東北 PR 局 の 
「 支 局長 ] に ご 就任 いた だ きま し た ! 
費 様 と 一 緒 に 投稿 し 、 地 域 一 体 と な り 
盛り 上 げ て いき ます 。 


Keep a safe distance. 


保持 距 高 保持 距離 
IEEE47MK 4 ロビン /| 
ISSOSM3 フ 1a| 呈 フ 半 東 北 PR 局 で 検索 ! 


0 劣 力 を お 願い し ます 。 





















福島 上 支局 長 の 
母 心 で す ! 


岩手 県 支局 長 の 
岩手 まる ご と 
お も て な し 隊 で す ! 















山形 県 支局 長 の 
ミッ チー チェ ン で す ! 





秋田 県 支局 長 の 
相場 詩織 で す ! 





SN 誠人 Po 2 2 に 
2 2288 の ーー = 5 の まち 多 代 
) 攻 ぶ る ざと の 曜 い 2 


・ 







山形 県 産 ワ イン と 
米沢 生 の すき や き 
0 鏡 先 漏 ( 宮 城 上 白石 表 


= 復 穫 


あの 日 か ら 10 年 。 歩 ん で きた 道 
これ か ら 歩 む 道 を みつ め て 





( 柱 島 県 浪江 町 ) 


四 了 2@⑳N 【 に 注意 】 天候 ・ 季 節 また は その 他 の 発行 者 の 関与 し 得 な い 事由 に より 、 掲 載 内 容 
この マー ク の 付い た 観光 コン テン ツ は 、 が 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 最 新 情報 に つい て は 、 掲 載 地 それ ぞ れ の 問合せ 先 へ の 
東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 向け に 企画 お よび 実施 され る 特別 企画 で す 。 財 Web サ イト の 閲覧 等 に て ご 確認 くだ さい 。 


借 こ の 冊子 の 内 容 は 、2021 年 5 月 現在 の 情報 で す 。 ま た 、 情 報 は 基本 的 に 202 1 年 7 月 
TOHOKU MoQS と 2021 年 9 月 まで の 内 容 を 掲載 し て いま す 。 欠 掲 載 内 容 が 予告 な く 変 更に な る こと や 、 
時 期 に よる 変動 及び 臨時 休業 な ど で 利 用 で き な い 場合 が ご ざい ます 。 ご 利用 の 際 に は 
思 eo 予め ご 確認 くだ さい 。 欠 写 真 は すべ て イメ ー ジ で あり 実物 と は 異な る 場合 が あり ます 。 ま 
この マー ク の 付い た 箇所 は 「TOHOKU MaaS」 上 で 発売 する 飲食 ・ 体 験 な ど が 5 


内 に 本 本 た 、 掲 載 の 地図 や その 縮尺 、 所 要 時 間 な ど は 、 お お よそ の 目安 と な る も の で す 。 欠 問 い 合 
可能 な チケ ッ ト を ご 利用 いた だ ける 施設 ・ 店 舗 が ご ざい ます 。 詳細 に つい て は わせ 先 な ど 詳 し い 内 容 は 、 各 コン テン ツ に 付記 し て いる QR コー ド か ら ご 確認 くだ さい 。 
TOHOKU MaaS と は ? の 


借 こ の 冊子 に 掲載 され た 内 容 に より 生じ た トラ ブル や 損害 な ど に つい て は 、 責 任 を 負い 
地域 の | お いし い 」「 楽 し い ]」「 な る ほど 」 め ぐり を スマ ー ト フォ ン に ギュ ッ と 詰め 込ん 


か ね ます 。 氏 QR コ ー ド は 株 式 会 社 デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ の 登録 商標 で す 。 
だ 「 旅 の マー ケッ ト プ レ イス 」 で す 。JR 線 や バス な どの 各種 チケ ッ ト や 旅 の プラ ン ニ 
ング 、 さ ら に は 地域 の 味 や 日 帰り 入浴 な ど を お 楽し みい た だ く 共 通 チ ケッ ト 「 東 北 
MaaS チ ケッ ト 」 を 通じ て 、 旅 先 で の お 楽し み を スマ ー ト フォ ン ひ と つ で 提供 し 、 お 客 
さま の 旅 を 応援 し ます 。 
































と だ だ 








= 丘 
実施 期間 毎月 第 2・ 第 4 土曜 











津軽 鉄道 で 行く “ " に に グ hCG し な 上 











区 岩手 県 大 桶 町 
橋 “ 選 っ ナ ツ アー EE 半 称 き h: : | N 

赤 と い りん ご 収穫 体験 ト 敵 7 1 回 本 | フイ ト ツ ア EEE 拉 amincs4sii ょ っ っ “ 
津軽 鉄道 乗っ て 果肉 まで 赤い 五所 川原 の 特産 品 「 赤 こい りんご] を 、。 日 本 唯一 の 地下 水族 館 「 久 慈 地下 水族 科学 館 も ぐら ん ぴあ 」 は 、「 北 る 多数 の 郷土 芸能 。DC 期 間 中 は 特別 に 、 か が り 況 上 *2 
四 思 Y い 紅 需 き 
収穫 する 体験 コー ス 。 是 川 縄文 館 学 装 員 が 案内 する バッ ク ャ ヤー ド ツ アー ま 限 の 海女 」 の 素 潜り 実演 な ど 見 どこ ろ が 満載 。DC 特 別 企画 と し て 、 夜 、 壮 請 還る 49/23 の と Pa 中 人 二 ヨ 學 ELWE 注 と: ws 
介 グ 演 店 2 員 国宝 「 合 沖 但 」 の ほ が 多数 の 重要 区 化 財 を 展示 する 是 川 縄文 館 講 呈 館 10 周 年 ・DC 特 別 企画 と し て 、 普 段 は 非 公開 還 還 』 問 の 水族 館 を 公開 する 「 ナ イト ツア ー」 を 実施 し 、 普 段 見 る こと の で き な 鑑賞 する こと が で きる 。( 宿 泊 施 設 か ら の 送迎 付き ) に 

交通 JR 五所 川原 駅 か ら 徒歩 約 1 分 ET の 収蔵 庫 や 整理 室 と KN た パッ ク ヤ ニード を 学芸 員 の ガイ ド 付 き で 案 肉 皿 た 、DC 期 間 中 に は 特別 展 も 開催 予定 。 、 いい 作 の 水族 館 を 楽し むこ と が で きる 。 呈 般 社 団 法人 大 植 町 観光 交流 協会 

(企業 組合 で る ・ そ ー れ ) こ O 癌 / 八 更 市 埋 基 他 下 シ タニ 起 川 縄文 館 O 交通 JR 八戸 駅 が から パス で 約 20 分 。。 の O 問 も ぐら 5 ん びあ 水族 館 交通 JR 久慈 駅 か ら 車 で 約 15 分 通 ブ 三陸 鉄道 大 植 駅 か ら 徒歩 約 10 分 





3 手 5 Hi oo " を ーー Pe nr gmmrs aaNNN 1 7 
ES 半 全 人 46CrGAS 2 Te im 30 1) の 
ーー] ーー ちら ・ に R Pa = 間 アオ mn 1 も 3 ac は ko や 【 5 に 3 こ rs ^ に に ム Re 1 四 
日 本 一 の 城郭 灯 茸 に 乗っ て み ま せ ん か 2? 秋田 県 能代 市 生 M Fs - Ak ] cd - en り nr - ト し 。 0 PE 較 8 id h 
日 本 一 の 高 さ を 誇る 大 型 灯 籠 が 街中 を 練り 歩く 、 能 代 セ 夕 「 天 空 の 不夜城 ] は 、 能 代 市 の 夏 の 風 
物 詩 。 今 年 は 、 地 元 の 人 で も 乗る こと が で き な い 、 大 型 灯籠 「 愛 季 」] (ちか すえ ) の 山車 に 乗車 で き 
る DC 特別 企画 が 用 意 さ れ て いる 。 


問 ン 特定 非 営利 活動 法人 能代 観光 協会 
交通 /JR 能 代 駅 か ら 徒歩 約 15 分 we 


マタ ギ の 星空 山 の 2 6 NN ちら *) は お 区 . 記 、" いき コ ま 、 電 滑 津 大 滝 

北 秋田 の 森吉 山 。 | 2 人 YS -< 「 用 、、 肖 ふ 、 長 の ライ ト ア ッ プ 
時 お ee Ne oy な 2 S 生 い べ へ る 量 豊富 な 、 高 さ 約 10m、 幅 約 30m の 滑 津 大 滝 は 「 ニ 
秋田 市 の 森吉 5 山 エリ ア 。DC 特 別 企画 で は 、 市 内 の" 2 っ RT 人 NN SG 仙台 万 華美 条 館 > 0 力も 々 と いう しい が 


体 観測 を お 楽し みい た だ けた り 、 星 の 食 、 ス イー ツ の メ 「 Tue Ge ト の 作品 な ど 、 2 人 き 。 め た 仙台 時 二 和 8 DC し 、 美しい 必 本 時 の 白光 肖 の 5 齋 を 当 下 の 


II ーー と 3 ll 問 中 は 、 受 付 で 入館 チケ ッ ト を ご 購 准 の 方 に 「 オ イル 万 芋 鏡 キー ホル SM O 問 ノ セ ヶ 宿 困 観光 協会 
O 問 ノ や っ て みよ う ! 北 秋田 GE 。 rr | Yo se me ダー」 を 進呈 。( お 一 人 様 ひ と つ ・ 他 サー ビス 員 の 併用 不可 ) 」 TTFT O 交通 ノ JR 白 石 駅 か ら 七 ヶ 宿 町 町 営 バス 
北 秋田 地域 素材 活用 推進 協議 会 事務 局 1 PT いす か eS ca _ 2 さき 生生 ) 上 ファ ミリ ー マ ー ト 行き で 約 45 分 、 
ほ 0 “ の に cn O 問 ノ 仙台 万 華 鏡 美術 館 @ 交通 JR 仙台 駅 あら バス で 約 50 分 中 g に 還 
O 交通 秋田 内陸 縦 中 鉄道 賠 仕合 駅 ほか 了 = ae 全う: が - の 19 「 上 町 営 バ ス 干 蒲 行き で 約 10 分 、 滑 津 大 滝 下車 徒歩 約 5 分 













銀山 呈 泉 ライ ト ア ッ プ イベ ント 
千年 坦 廊 」 了 語 

大 正 ロマ ン の 風情 漂う 街並み が 人 気 の 銀 山 温泉 。 東 
北 DC で は 期間 限定 で 特別 な ライ ト ア ッ プ イベ ント を 開 
催 。 家 痢 の 中 、 う っ すら 灯る ガス 灯 と 、 2 ベス マコ ミ | 
た 温泉 衡 や 白銀 の 滝 が 幻想 の 世界 へ と 誘 7 | 際 ミ す - “ 

TS 定時 有 | _ 上 “ 了 7 さ 月 7 ド 史跡 旗 日 寺下 金 堂 内 
PdEHNGEAM GE 敵 し テー と ンー 「 ! oc 呈 ES_ 2 人 復元 展示 物 


ーー 生ん 昌 COGNN 近 1 「 選 名 来生 像 


や | | ラ 回 げ 1 fm | I = 画 『 『 いい 、 了 剛 [ ERR | 
カン テ を 提 て [ ト 和 財 は | 居 本 1 リリ “ 復元 菊 日 寺 WP 
デ 居 HLLU _ = と 1 貼 


王 の 星空 大 電 大 風呂 年 earoorevaaers 「 提 人 城 御 城 還 プレ ゼン ト 
特別 開放 本 Yi ' 


いた 寄木 造 、 漆 と 金欠 で 仕上 げた 
豊か な 自然 と 「 美 人 づく り の 湯 」 で 知ら れる 硫黄 泉 が 魅力 の 蔵王 大 露 


邊 像 は 、 像 高 約 2m、 台 座 ・ 光 背 を 

含め る と 4m を 超す 人 迫力 。DC 特 別 企 桜 や つつ じ 、 紅 葉 の 名 所 と し て も 知ら れる 棚倉 城跡 。DC 期 間 中 に 棚 
天風 呂 。DC 期 間 中 、 蔵 王 温泉 宿泊 者 限定 で 、「 星 空 大 露天 風呂 」 と 称 
し て 初 の 夜間 営業 を 実施 。 カ ン テ ラ を 提げ て 露天 風呂 へ 歩け ば 、 渓 流 


画 と し て 、 夜 間 特別 見 学 及び 金堂 の 倉 城跡 を 訪れ る な ど 一 定 の 条件 を 満た し た 場合 、「 国 指定 史跡 ・ 棚 
ライ ト ア ッ プ を 期間 限定 で 実施 ! 倉 城 ] の 御 城 印 が も ら え る 。 
の せせらぎ と 一 面 の 星空 を 堪能 で きる 。 ここ ANN 
O 問 ノ 山 太 日 寺 資 料 館 O 問 ノ 棚倉 町 観光 協会 
還 上 6 告 ファ クト リー 株 式 会 社 問 / 痺 税 山 吉日 寺 光 料 錠 
通 プ JR 山形 駅 か ら バ ス で 約 40 分 ※ 赴 天 風呂 まで は 、 各 旅館 が 送迎 し ます 。 





交通 JH 磐 柳 町 駅 か ら 徒歩 約 20 分 O 交通 JR 磐城 棚倉 駅 か ら 棚倉 町 観光 協会 まで 徒歩 約 15 分 ・ 
交通 棚倉 城跡 まで 徒歩 約 10 分 
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な きん き 、  / ー 硬 ] ー 夜 
利和 国 計 の 
[岩手 」 の 名 の 由来 と も な っ た 叔 退 治 伝説 が 残る 三 区 レロ 
ツ 石 神社 の 境内 で 踊ら れ た 里 人 た ちの 踊り が 発 生還 
展 、 伝 播 し て いっ た さん さき 踊り 。 地 元 ・ 岩 手 の 人 々 の 「 “ ! 
暮らし と 心 に 根付 いて いる 大 切 で 身近 な 文化 で す 。 者 に 。 デー を 
幼稚 園 や 小学 校 で 踊り を 覚え 、 十 代 で 地域 の 団体 。 ] | 記 
に 入っ て 踊り 続け て いる 方 も 多い ん で す よ 。 こ こ 、 つ \ ノ Wa, いま ー | 還 還 に 
な ぎ 温 泉 で は 、DC 特 別 企画 と し て ほぼ 毎日 、 多 彩 と 一 上 に Pu: 旧 還 2 1 > プ し 
な 団体 に よる さん さ 踊 り が 披露 され て いま す 。 踊 り 手 大 “ 還っ OTCS に ELJLLL まり っ 暫 ! 品 | レン 
さん た ちの 指先 一 本 一 本 まで 神経 の 行き 届い た し Da に mp 
な や か な 美 し さ 、 踊 り の 最初 と 最後 に 見 せる 礼儀 下 “ | | ジ | 只 交 話 3 め 
し さま で 、 ぜ ひ 注 目 し て みて くだ さい 。 ま た 、 ひ と くち に | | 
さん さ 踊 り と 言っ て も その 種類 は 実に は ま ざ ま で 、 地 | 電 リ ( ー- と 
域 に よっ て 全く 異な り ま す 。 こ れ ら 昔 か ら 各地 域 で 踊 * “ 
り 継が れ て きた も の を 「 伝 統 さ ん さ ]、 み ん な 一 緒 に 、 
踊り や すい よう に 考案 され た も の を 「 統 一 さん さ 」 と 伯 
呼ん で いま す 。 統 一 さん さ に は 現在 、1 番 [統合 さん 「 ー ] の 
さき 踊り 」、2 番 「 夕 くず し ]、3 番 「 栄 夜 差 踊り 」、4 番 
「 福 呼 踊り 」 の 4 つが あり 、 カ 強く 、 し か し 軽やか に 盛 X つ 
岡市 役所 前 を パレ ー ド する さま は 実に 圧巻 の 華 や “ 
か さ 。 こ の こと を 知っ て お く と 、『 盛 岡 さ ん さ 踊 り 』 が “ 「 「 写 “ ー 夜 限り の 幻想 的 な 祭り 2 
も っ と 楽し く な り ま す よ 。 「 
、 [ 齋 理 幻 夜 」 還 請 屯 な 
1 アー * で 6 」 大 正 時 代 の 豪商 の 屋敷 「 齋 理 屋敷 ] に 夏 の 夜 3 時 間 だ け 1.000 基 余 自 口 国 
時 い \ 押 の 手作り 絵 と うろ う が 灯 され 幻想 的 な 空間 を 演出 。 オ ー プ ニン グ に は ヽ [ ノ 
3 が 語ら か に 放つ に 拓 な の 、 和 」 「YOSAKOI 踊 り 」 や 郷土 芸能 等 も 披露 され る 。 ど こ か 懐か し い 大 正 7| 
花 を あし ら ラ た 笠 を 手 に W 答 や か な 衣装 ! “ ロマ ン と 暖か さ を 感じ な が ら 、 地 域 の 人 と 一 緒 に 楽し め る お 祭り だ 。 
つなぎ 温泉 観光 協会 2 斬 党 上 科 遇 を 包ん だ 牙 り チ が 時 舞 を 繰り 広 陸 。 コ “ 問 ノ 丸森 町 観光 案内 所 交通 / 阿 武 隈 急行 丸森 駅 か ら 車 で 約 5 分 






会 長 信用 」 ' 還 PuPnrrrek2 識 ーーー ーー 
菊地 善雄 < ん 々 仙 還 匠 3 目 に 清 間 O 交通 会 場 に より 異な る 最 寄 駅 ) JR 山形 駅 ほか 





威勢 の 良い 掛け 声 に 、 東 北 は 祭り 一 色 に 。 





刀 ご 医 』 半 血 
Y 細 S 二 混 S 綺 








郷土 人 取 に あふ れ た お 叶 子 に 唄 、 踊 り 、 華 や か な 6 
山車 や 表 愛 で 、 観 る 者 聴く 者 を 交 了 し ます 。 2。 へ か AA RM どー 
踊り の 輪 に 加わ れ ば 、 ナ の 境 開催 期間 8 PE 
先 人 た ちの 魂 に も 触れ る こと が で きる で し ょ う 。 る 3 且 05 | 青森 ね ぶた 祭 全国 花火 技 大 大 曲 の 花火 」 
GS 2 の OS し 当 則 笛 、 針 、 太 鼓 が 響き 渡る 只 @〒 子 に 、 乱 舞 す る 跳 人 (ハネ ト ) に 囲 OU 
訪問 され る 前 に 、 主 催 者 等 の 公式 ホー ムペ ー ジ 等 で ご 確認 くだ さい 。 SR さき リ CS 回 ah、 上 6 
oN 90 2 の よれ て 租 な 大 笠 ね ぶた が 街 を り 上 く [ 誠 ね ぶた 大 曲 の 花火 は 、 毎 年 70 万 人 以上 の 動員 を 誇る 、 国 内 届 指 の 花火 大 会 。100 年 以 
ニ 出かけ の 際 は 、 各 自治 体 の 新型 感染 症 拡大 防止 の 最新 情報 を ご 確認 の 上 、 0 
詳し く は こち ら の 居 スク の 全 肌 ほじ GRG ウー ンジ ンジ クウ な ぁ 区 上 祭 ]。2021 年 は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 防止 対 策 上 の 歴史 を 誇り 、1915 年 に は 「 全 国 煙火 大 競技 会 」 と 名 称 を 改め 、 全 国 的 な 規 
感染 拡大 を 予防 する 「 新 し い 生 活 様式 」 の 実践 を お 願い いた し ます 。 9 な ぶ 講じ て 実施 予定 。 模 の 花火 大 会 へ と 発展 し た 。 日 本 の 花火 技術 の 粋 を 目の当たり に 体感 で きる 。 
人 O 問 / 青 礎 ね ぶた 人 実行 委 員 会 事務 選 問 ノ 大 曲 商 工 会 議 所 9 交通 /JR 大 曲 駅 か ら 徒歩 約 30 分 
2 公益 社団 法人 青森 観光 コン ベン ショ ン 協 会 


交通 JR 青森 駅 か ら 徒歩 約 10 分 







開催 期間 8/3-6 計 

















































。 相 穂 の こと き 午 E 燈 ・ L 区 > 
2 3 四 ーー M “ リル “ 7 _ 填 SE 耳 較 朋 共 の ルン o1 時 大 開催 日 :8721 赤川 花火 大 会 
秋田 竿 燈 ま つり “ が 還 開催 期間 : 8768 ) Eh と AN / ーー ーー ュー す zry: 届 に < 前 アッ 私 人 NN 人 8/6-8 MM/ Nr ] 山形 県 内 岡 市 
「 ・ 穫 寺 培 ) に 時 4 ソバ 中 4 に お ツブ 2NS ミ ARE AS 
4::L は 74:: ロ 上 間 水 本  : | 用 2 My [ NN し 、 最 大 打 揚 げ 幅 700m の ワイ ド 感 に 圧倒 され 
厄 よ け 、 五 表 豊 重 な ど を 願う 行事 と し て | ni の に 調 間 促 る 全国 屈指 の 花火 大 会 。 枝 席 か ら 見 上 げ る と 、 
約 270 年 も の 礎 史 を 持つ 秋田 竿 燈 本 か 還 - が 音楽 と 連動 し 、 次 々 と 打 揚 が る 花火 が 視界 
に uu ーー 」 すき 2 則 科 ht 商用 いす も さ いう E 枯 半 届 っ 旨 g)  、 (TA 了 ば 0 いっ ぱい に 広がり 大 き な 感 動 を 与え て くれ る 。 
つり 。 流 且 な お 只 エ 子 と と も に だ くさ ん の 0 1。 。 の AT HPE NN 7 1 抽 入 ACE EMI “ ee 2 
EEA 0 ーー mp ーー 1 り 1 MI 詳 キキ で さる >14 叫 ー Ph 1 ーT 還 旨 すす 、 隊 語 旨 計 当 | こ EE 」 こ Sg 還 還 こ DI 6 MI 0 し ai 第 記念 ビニ ュー ドル ん な 花火 
提灯 を 下げ た 約 280 本 も の 竿 燈 が 大 323 TRSETN か リュ 4 $ き 4 記 3 員 kEEEMN - brC コ 3 性 0 盾 者 2 | 5 2 
細い な ます 3 ri は m ハル 7 4N WW 問 ノ 赤川 花火 大 会 の 
方 が 自慢 の 技 を 競い 合う 尽 午 燈 ( 午 大 革 講 議 … 2 の W /4 NN AA が 実行 委 員 会 
妙技 大 会 )、 rh 3 SS は いら - 宙 交通 /JR 鶴 岡 駅 か ら 
部 秋田 市 燈 ま つり 実行 委 員 会 抽 5 im 徒歩 約 15 分 
(市 Se oo 
通 / JR 秋田 駅 か ら EE 2 certv eS 1 
徒歩 約 15 分 、 慕 “ 人 2 
( し 石巻 川 開き 祭り gm 「 
宮城 県 石巻 市 ・ Lc コ 
還 人 団 時 Jr と いも ャ する 由 ゃ こき 1 1 “ に 間 和 に 凡 「 石 巻 川 開き 祭り 」 は 、 伊 達 政宗 公 の 命 を 受け 
覇 華 約 丹 な 筐 飾り は - 和 」 ba YWE 、 =L 二 員 “ Errraruronrnvsnnnrrrm 「 て 行わ れ た 、 北 上 川 の 開削 と 石巻 に 港 を 開い 


12m の 大 わら じ が 席巻 
了 た こと を 記念 し て 始ま っ た 由緒 ある 祭り 。 陸 上 
03 | 仙台 セタ まつ り ノ 仙台 セタ 花火 祭 記 ーー パレ ー ド や 水上 行事 豪華 花火 大 会 な ど 、 川 


藩 祖 伊達 政宗 公 の 時 代 か ら 続 く 、 日 本 の セ 夕 まつ り 。 願 い を こめ 、 色 と り ど り の 和紙 で 作ら れ へ の 感謝 と 復興 へ の 祈り を 込め て 大 々 的 に 開 












. 選 回 店 た 笹 飾り が 青竹 に 揺れ 、 ま ち を 彩る 。8 月 5 日 に は 前 夜祭 と し て 「 仙 台 セ 花火 祭 」 が 行わ れ 、 例 0 - 30 
EEEY 7 に お 年 約 16.000 発 の 花火 が 盛大 に 打ち 上 げ ら れる 。 「 信 夫 三 山 暁 ま い 9] を ルー ツ に 、 日 本 一 の 大 わら じ が まち を 練り 歩く 。2019 年 、 福 島 市 出身 問 石巻 川 開 奈 実行 委員 会 
rt (2 1 o 肌 セタ まっ We と タ ま つり の 音楽家 で ある 大 友 座 氏 プ ロ デ ュー ス に より 踊り と 衣装 を 一 。 勇 壮 な 持 大喜 の 生 演 和 (石巻 商工 会 議 所 内 ) 
」 村 ロ ロ 品 力 NB ー で ヽ ト 9Z2 S と 





2 人 O 誠二 28 上 さ 交通 JR 福島 駅 か ら 徒歩 約 5 分 


歴史 ・ 文 化 






し の 
すす 。 貞 の: 正本 
「 の 


リウ 77/『 も 二 人 
の し Care 雪 生 まい 
著 トー ュ 













ーー 
mm 


硫 存 の 終わ り を 彩る 












、 で 衣 
壮大 な 歴史 絵 巻 


支 隊 
12 | 新庄 まつ り 5 間 生ま つり 行 委員 会 交通 ノ JR 新 庄 駅 か ら 徒歩 約 5 分 
2016 年 ユネ スコ 無形 文化 遺産 に 登録 され た 天満 宮 の 祭礼 に 由来 を も つ 新 庄 の 夏 の 風物 詩 。 市 民 の 手 で か ら 作り 


上 げ る 山車 (や た い ) は 、 歌 舞 伎 や 歴史 ・ 物 語 の 場面 を 見 事 に 表現 し た 圧巻 の 見 ご た え 。 毎 年 作り 変え る の で その 年 の 
山車 を 見 られ る の は 3 日 間 だ け 。 山 車 の 運行 と と も に 奏で られ る 勇壮 な お 時 子 の 音色 が 町 中 を 熱狂 に 包む 。 





味 石 よさ れ 


阿波 踊り 、 郡 上 踊り と と も に 日 本 三 大 流 
し 踊り に 数 えら れる 「 黒 石 よ され 」。 メ イン 
の 流し 踊り で は 、 連 日 2, 000 人 も の 踊り 
子 が 市 内 を 踊り 歩く 。 ま た 、 三 味 線 、 太 鼓 
な ど を 使っ た 津軽 民謡 手 踊り が 見 事 な 
組踊 り も 必見 。 


交通 プ 弘 南 鉄道 
款 石 駅 か ら 
徒歩 約 15 分 





北 上 ・ み ちの く 
芸能 まつ り 


鬼 剣 舞 や 鹿 踊 、 神 楽 な ど 100 余 団体 に よ 
る 芸能 公演 を 市 内 各所 で 開催 。 芸 能 の 
伝承 と 鑑賞 の 趣向 を 取り 入れ た 、 質 ・ 規 
模 と も に 他 に 類 を みな い ほ どの 祭り だ 。 最 
終日 に は 約 370 年 の 伝統 の ある 「 ト ロッ コ 
(灯籠 ) 流 し 」 と 趣向 を 牽 ら し た 花火 大 会 
で フィ ナー レ を 迎え る 。 は 
間 ノ 北上 ・ み ちの く 芸 能 回 中 
まつ し 実行 委員 会 1 
交通 プ JR 北 上 駅 回 : 
下車 すぐ 









。 WW ュー 者 
。 | 181 西馬音内 盆 
宣 Wi 和 





生 r A 
よる 夏 の 夜 ' 電 
模 in == ヨ 『 
約 700 年 前 に 始ま っ た と され る 西馬音内 盆踊り 。 勇 壮 な 睦子 と 野趣 に 満ち た 
歌声 に あわ せ 、 端 縫い や 藍染 め の 衣装 に 身 を 包み 編み 笠 や 彦 三 頭巾 て 顔 
を 隠し た 踊り 上 手 た ち が し な や か な 手振り と 足 運 び を 披露 する 。 時 子 方 、 踊 
り 手 、 か が り 火 が 繰り 広げ る 夢幻 の 世界 だ 。DC 特 別 企画 と し て 、 衣 装 の 着付 
、 け 体験 や 盆踊り 体験 な ど を 実施 する 3 ーー 
= 問 2 羽後 困 観 光 物産 協会 G 交通 JR 湯沢 駅 か の ら バ ス で 約 25 分 





















rs | 八戸 0 失 人 は 。、。 N 四 和 熱く 染め る  / 1 | 会 津 まつ り 時 る 時 代 絵巻 


、 
5 ニテ ミ ゃ い 自 
っ 進化 し 、 今 で は トラ 本 っ ここ 総勢 約 500 名 が 勇壮 な 武者 姿 で 市 内 を 祖 馬 野 馬 追 


青森 県 八戸 市 ーー ング 1 寺 4 一 年 NNK テ ンス フォ ー ム する と 横幅 8m・ 高 さ 10m・ 奥 行き 11m ピー 練り 歩く 会 津 藩 公 行列 を は じ め 、 提 灯 行 1.000 年 以上 の 歴史 と 伝統 を 誇る 相馬 野馬 追 。 約 400 崎 の 甲 再 に 身 を か た め た 騎馬 
の 0 ア 40 に ヨゴ (Ki010F: ゴ ニレ づり と うだ の RS ィ イン ツジ 電 に ーー) 人 す - 識 EL つの コノ べき さ に 。 地 区 ご と に 27 合 人 用 ドー ペ 列 や 日 新館 童子 行列 、 鼓 笛 隊 パ レー ド な 武者 が 腰 に 太刀 、 背 に 旗 指 物 を つけ て 豪華 絢 丹 で 勇壮 な 時 代 絵 巻 を 繰り 広げ る 。DC 
EE 者 KEN 記 や 昔話 に 題材 を と っ た ダイ ナミ ッ ク か つ 色 鮮やか ィ ン ペ ーー デー 証 と を 3 日 間 に わ た り 開 催 。 会 津 落 公 行列 特別 企画 と し て 、 相 馬 野 馬 追 期間 中 に も 甲 青 着付 け 体験 を 実施 する 。 

社 ・ 新 苺 神社 ・ 神 明 宮 ) の 神仙 ee SW \ いい い y > は - e に ' な 人 形 絵巻 は の A9 ニ 【 ク ノア, 宇 /sk2 ル / ト アン イタ ル / 手 弁当 で つ 騙 . ーー こ 放 に e 陸 ーー ーー で は 、 各 所 で 奴 隊 の 毛 槍 の 所 作 や 火縄 問 南 相馬 観光 協会 交通 JR 原 ノ 町 駅 か ら 車 で 約 10 分 
5 ミド) 和 生 、/ で < う 半 くり あげ た 心意気 の 結晶 で す 。 私 も 小学 生 の 頃 か ら の 演武 、 白 虎 隊 演 舞 な ども 披露 され 、 

指物 、 稚 児 行列 、 獅 子 舞 、 虎 舞 ^ 1 制作 の 現場 を 間近 に 見 つつ 、 お 曜子 の 練習 を 間 靖 8 問 王 生還 二 識 二 琶 見どころ の ひと っ つ 。 会 津 磐 柳 山 踊り へ の 

な ど が 独特 の 情緒 を か も し 出し 。 1 に 語 Te 20 代 の 半ば に は 山車 づく り に 加わ る よう に 。 普 段 は 性 計上 1 参加 も 楽し い 。 

な が ら 中 心 街 を 練り 歩く 。 神 話 mk MI er. 馬 馬 会 社 や 目 分 の 店 で 仕事 を し な が ら 、 夜 や 休日 に は TO まこ 6 問 ノ 会 津 まつ り 協 会 

や 伝説 、 史 実 な ど を 題材 に さま ま 本 まい 本 人 まる の 】 得意 分 野 を 活か \ ッ ツ に 本 。 sa - 画 * 本 5 交通 JR 会 津 若松 駅 か ら 

ほ き ね た 時 間 と は と M 1 と ig の 0/) 





ざま な 仕掛 け や 趣向 を 疾 ら し た 





山車 は 、 展 開 す る と 高 さ 10m、 間 に っ o2 あ 人 征 層 '、 。 滑 放 0 の 22 IO ペー ピッ 
8m に ぬ 及 ぶ 。 筋 相 友 太 吉 の em、 NN 2 GWS  。 Wi らち ろ ん 、 神 事 は 厳か に 、 祭 り の 最大 の 目的 で ある 豊 | | 

連打 、 笛 大 音色 。20 電 年 に は ュ 請 還 に ma 内 生 WE に で NE いも 本 TI RIN 生生 「 20 | 会津 田島 基 園 祭 

ネス コ 無 形 文化 遺産 の 「 山 ・ 鍵 ・ OM ょ _ 主 血 0 衝 半 ROL EAI 加 キ 園 祭 
屋台 行事 」 に も 登録 され た 。 yi 朱 か ッ 本 0 NN 「 1 福島 県 南会津 町 

の に 15 2 ーー に Me は 単なる 行事 で は な く 、1 年 を 無事 に 楽し < 暮らす た | ] の 、 に ビニ レジ パー ジロ に コン ルコ ン 4 チッ < 

” 徒 上 約 10 分 ly = 詳 ーー ( 1 ュ が に の ニョ ニシ ーション ペラ クー ジレ ニッ ウー 『 ' 間 譲ら れる [会 津田 島 移 園 祭 」。 豪 華 絢 な 花 

「 『 ョ し 縛 還 較 米 衣 装 を 着 た 女性 が 列 を な し て 神社 へ の 

上 思っ て いま す 。 1 bm 六道 の り を 歩く [ 七 行 器 (な な ほか い ) 行 列 」 





NN ! 
ト 2 人 ププ 





(の 0=iim/yBD ペン 和 9 思 祈り を 込め て 、 未 来 の 子供 た ち へ 保存 と 継承 を 撃 い 
や 勇壮 に 駆け る 大 屋台 の 運行 、 子 供 歌舞 
伎 の 上 演 な ど 見 どこ ろ が 満載 。 
G 問 ノ 南 会 津 町 観光 物産 協会 
G 交通 ノ 会 津 鉄道 
会 津田 島 駅 か ら 自 ロ 
徒歩 約 10 分 
写真 提供 :VISIT は ちの へ 





田名部 まつ り 久慈 秋まつり 


下北 半島 最大 の 祭り 「 田 名 部 神社 例 大 祭 ] は 、 

古く か ら 船 で 往来 が あっ た 京都 祇園 の 流れ を 

くむ と され る 。 祇 園 の 祭り を 思わ せる 叶 @〒 子 や 、 華 

や か な 人 節 り に 彩 ら れ た 5 台 の 山車 が 市 内 を 練 
り 歩く 様子 は 、 随 所 に 祇園 を 感じ させ る 。 

間 ノ 一 般 社団 法人 回 

し も きた TABI あ し す と 


交通 プ JR 下北 駅 か ら p 
車 で 約 10 分 回 : 


た ね いち ウニ まつ り 真夏 の 雪 ま つり ! 
SNOW え っ ぐ 
フェ ステ ィ バ ル 


冬 か ら 貯蔵 し て いた 雪 を 活用 し た 真夏 の 雪 ま つり 
[SNOW え っ ぐ フ ェ ス ティ バル 」。 例 年 、 雪 上 宝探し 
や 雪 玉 ス トラ ッ ク ア ウト な ど 、 雪 を 使っ た イベ ント で 
展示 即売 を 始め 、 ウ ニ に 関す る 様々 な イベ ント に 盛り 上 が る 。 フ ィ ナ ー レ で は 、 夜 空い っ ぱい に 花火 
参加 で きる 。 ' が 打ち 上 が る 。 
間 ノ ひろ の イベ ント 事業 回 各回 間 プ SNOW えっ ぐ フ ェ ス ティ バル 
0 1 実行 委員 会 
( 洋 野 町 水産 商工 課内 ) 交通 プ JR 手 ノ 子 駅 か ら 
交通 /JR 種 市 駅 か ら 車 で 約 3 分 国 : 車 で 約 20 分 


種 市 産 の ウニ は 、 三 陸 ジ オ パ ー ク の ジオ サイ ト で 
も ある ウニ 増殖 溝 で 良質 な 昆布 を た っ ぷり 食べ 
て 育つ の で 、 身 入り が よく 、 甘 み が 強 い の が 特徴 。 
「 た ね いち ウニ まつ り 」 で は 、 自 慢 の 種 市 産 ウ ニ の 


大 神宮 、 秋 葉 神社 、 模 山神 社 の 三 社 に 奉納 す 

る 祭礼 で 、 市 内 8 つの 山車 組 に よる 絢 煽 豪華 な 

山車 が 見 どこ ろ 。 全 て 手作り の か らく り 式 で 、 最 

大 12m に も 及ぶ 次 は 圧巻 だ 。 道 の 駅 くじ や ま 

せ 土 風 館 に は 実際 の 山車 が 展示 され て お り 、 

まめ ぶ 汁 な ど 郷 土 の 味 も 楽し め る 。 
間 ノ 久慈 秋まつり 実行 委員 会 

(久慈 市 観光 物産 協会 ) 
交通 プ JR 久 慈 駅 か ら 
徒歩 約 5 分 









mm 
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特別 史跡 東北 DC 


三 内 丸山 遺跡 了 1 : 有 
々 万 

青森 県 青森 市 3 
続 以 の か 


今 か ら 約 5,900 年 前 4,200 年 前 、 長 期間 に わ 
た っ て 定住 生活 が 営ま れ て いた 縄文 時 ミ 





06 | 崎山 具 塚 縄文 の 07 | 仙台 市 縄文 の 森 広場 





ミュ ー ジ アム 上記 Ea 宮城 県 仙台 市 


詳し く は こち ら 
三陸 ジオ パー ク と 縄文 の 歴史 を 学び な が ら 、 縄 文人 の くら し が 体 約 4.000 年 前 の 縄文 時 代 中 期 に 存在 し た 集落 ・ 山 田上 ノ 台 遺 (の) 

験 で きる 考古 系 ミュ ー ジ アム 。 国 指定 史跡 ・ 崎 山 具 塚 か ら 出土 し 跡 。 仙 台 市 縄文 の 森 広場 で は 、3 軒 の 堅 穴 住居 を は じ め と する 

た 遺物 や 具 塚 を は ぎ 取 っ た 地層 、 プ ロジ ェクション マッ ピン グ な 縄文 時 代 の ムラ と 植生 を 復元 し て お り 、 石 の アク セ サ リー づく り ン ン 

ど を 用 いた 映像 展示 の ほか 、 火 お こし ・ 弓 矢 な ン ン 


どの 幼 文 体験 が で きる 。 


や 編 布 ( あ ん ぎん ) づ くり 、 舞 ぎり 式 火 お こし な ど 、 
体験 を 通し て 縄文 文化 を 学ぶ こと が で きる 。 


地 
す 
か 
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e 中 上 只 と くき OX 倍 丁 侍 吹 編 疹 何 績 ③ ペ 


O 間宮 古市 教育 委員 会 文化 課 O 問 ノ 仙台 市 縄文 の 森 広場 ン 
NO っ O 交通 JR 宮古 駅 か ら 車 約 15 分 O 交通 JR 仙台 駅 か ら バ ス で 約 30 分 オン 
wm way NN 09 | じ ょ ー も びあ 
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福島 県 福島 市 
縄文 時 代 中期 か ら 上 晩期 まで の 
約 2,.000 年 間 に わ た る 人 々 の 
生活 を 現在 に 伝え る 国史 跡 ・ 
宮 畑 遺跡 。 壁 穴 住居 や 掘 立柱 





NN いい 
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奥 松島 縄文 村 歴 史 資料 館 



























08 建物 が 復元 され た 公園 に な っ 日 本 を 代表 する 
て お り 、 体 験 学習 施設 で は 宮 美しき 土偶 
ユネ スコ 世界 文化 遺産 畑 に 暮らし た 縄文 人 の 四季 や 、 
登録 を 目指 す 宮戸 島 で 発見 され た 縄文 時 代 の 貝塚 ・ 里 浜 内 塚 か ら 出土 し た 暮らし 、 ま つり な ど を 出土 品 を 
o02 縄文 士 器 や 骨 角 器 、 石 器 、 装 飾 具 な ど を 展示 する 資料 館 。 縄 用 いて 解説 。 体 験 も 多数 。 








北海 道 き 北東 北 の 文 時 代 の 里 浜 に 生き た 一 家 の 暮 らし を 再現 し た 映像 シア ター、 





Sa 約 2.800 年 前 の 貝塚 を 剥ぎ 取っ た 貝 層 断 面 
絹 文 由 跡 群 」 な ど 見 どこ ろ 多数 。 O 問 プ じ ょ ー も ぴあ 宮 畑 
O 問 ノ 奥 松島 縄文 村 歴史 資料 館 O 交通 JR 福島 駅 か ら バ ス で 約 30 分 
世界 遺産 と は 、 地 球 の 生成 と 人 類 の o01 O 交通 JR 野 林 駅 か ら 車 で 約 15 分 








歴史 に よっ て 生み 出さ れ 、 過 去 か ら 青森 
ー イ ー ビ 寺 6 本 
未来 へ と 引き 継ぎ 伝え て いく べき か 905 10 | 福島 県 立 博物 館 人 5 
\ 幼 文 年 の 軌跡 が 、 い きい き と 残る 。 / けが え の な いも の 。 す で に 世界 遺産 県 内 の 文化 財 ・ 有 形 無形 の 文化 遺産 と 自然 史 資 料 を 一 堂 
8 認め られ た 06o に 集め 、 旧 石器 時 代 か ら 現 代 ま で の 福島 の 歴史 と 文化 を 
縄文 時 代 は 、 家 族 の 時 代 。 集 落 が 形成 され 、 家 族 を 中 心 に 生活 し 、 モ ノ を 修繕 し な が ら 大 切 に 使っ た り 、 食 料 の と し て 認め られ た 「 日 神山 地 」 や 「 知 秋田 。 。 。 生き 2 
1 、 本 No NN 6 床 ] な どの 美しく 豊か な 自然 の 恩恵 岩手 時 代 ご と に 紹介 。 縄 文 時 代 の 展示 室 で は 、 堅 穴 住居 の 再 
お いし い 食 べ か た を 工夫 し た り 、 衣 服 や アク セ サ リ ー に 活 っ た り 、 い きい き と 暮 らし て いま し た 。 遺 跡 に 立つ と いう ! よ 突 寺 か な 目 乱 の 賜 思 現 や 当時 の 「 ふ くし ま の 暮らし 」 を 示す 出土 品 を テー マ ご と 
こと は 、 彼 ら 縄文 人 た ちと 同じ 目線 に 立っ て 物事 を 考え る と いう こと 。 当 時 の 人 る の 哲学 や 宗 数 観 、 世 界 観 は 、 そ を 受け 、 約 1 万 5 千年 前 に 始ま っ た 縄 に 紹介 。 現 在 の 暮らし と の 共通 点 を 探す の も 楽し い 。 
YE まり 和 6 " 文 時 代 。 特 別 史 跡 三 内 丸山 遺跡 や 』 O 問 福 島 県 立 博物 館 O 交通 JR 会 津 若松 駅 か ら 車 で 約 10 分 
情報 の デパ ー ト 。 あ り と あら ゆる ジャ ン ル 、 幅 広い 年 代 の 遺物 が 出土 し て お り 、 こ こ を 基点 に 我々 日 本 人 の ルー ツ 人 (回 、 宮城 
や 精神 文化 の 発端 を 訪ね る 旅 に 出掛け る こと が で きる で し ょ う 。 ま た 、 発 掘 調 査 の 精度 の 向上 と と も に より クリ ア ー、 特別 史跡 大 湯 環 状 列石 を は じ め 、 北 リク / キ 
ー ヴ レ ラヴ レッ ド に 抑 撤 御 ボ ーー プア 、 な で な ミ 友 /ー ー は ミ * 毎 : ヽ と こ か 1 目 O 
に 、 ヴ ィ ヴ ィ ッ ド に 地域 性 2 ショ ズ ア ッ プ され 、 交 易 や 交流 に よっ て 伝播 され た 文化 の 流れ 2 解明 きれ て きま し [を 海道 か ら 北 東北 に か け て の 1 道 3 県 07 1 1 | 国宝 土偶 [縄文 の 女神 」 出 土地 
た 。 そ し て 今年 は 、 北 海道 、 青 森 県 、 岩 手 県 、 秋 田 県 に 点 在 す る 17 遺 踊 か ら 成る 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 > 還 に ある 17 遺 跡 か ら 構 成 され る 「 北 海 - 間 還 証 還 認 RE 
群 」 の 世界 文化 遺産 登録 あい よい よ 大 詰め 。 こ の 国民 共有 と も いえ る 遺跡 ・ 遺 物 の 数 々 を 、 で きる だ け 最 良 の 状 “ ] 選 首 ・ 北 東北 の 編 文 遺跡 群 」 が 世界 中 ーー 舟形 町 に ある 西 ノ 前 遺跡 より 発掘 され た 高き 約 45cm の 土偶 。 完 全 復 元 が 可能 な 状態 の 土偶 と 
態 で 次 世代 へ と 遺す こと が 、 私 た ちの 使命 だ と 考え て いま す 。 人 ーー 2 の し て は 国内 最大 で 、 そ の 均整 の 取れ た 八頭 身 の 美しき は 一 見 の 価値 あり 。 山 形 県 立 博物 館山 
産 の 候補 と な っ て いる 。 10 福島 形 市 ) で 常設 展示 し て いる 。 出 土地 に 整備 され た 西 ノ 前 遺跡 公園 | 女神 の 郷 ]」 と と も に 訪れ た い 。  「 抱 文 の 女神 ] 出 土地 山形 県 立 博物 館 
青森 県 世界 文化 遺産 登録 推進 室 世界 文化 遺産 登録 専門 監 岡田 康博 さん O 問 / 舟 形 町 教育 委員 会 O 交通 JR 舟形 駅 か ら 徒歩 約 8 分 O 問 ノ 山 形 県 立 博物 館 O 交通 JR 山形 駅 か ら 徒 歩 約 15 分 





海 を 越え た 縄文 時 代 の パワ ー ス ポッ ト 
ス べ ヾ 去 = 
交流 の 足跡 東北 DC ease ニー ae  . ーー 回 国 






い 。 せ どう た い 


04 | 伊勢 堂 代 貴 中 


縄文 時 代 後期 前 葉 の 大 規模 な 祭礼 場 だ っ た 伊勢 堂 舎 遺跡 。 環 状 列石 や 配 石 遺構 、 
据 立 柱 建物 跡 、 土 塊 野 な ど 、 多 く の マ ツリ ・ 祈 り の 施設 が 見 つか っ て いる 。 縄 文 館 で は 
20 分 の ガイ ダン ス 映 像 も 楽し め 、DC 期 間 中 は 限定 グッ ズ の プレ ゼン ト も 。 
O 問 ン 伊勢 堂 位 縄 文 館 @ 交通 / 秋 田内 陸 縦 貫 鉄 道 縄 文 小 ヶ 田 駅 か ら 徒歩 約 5 分 


特別 企画 





02 | 函館 市 
縄文 文化 
交流 セン ター 


国 指定 の 史跡 大 船 遺 跡 や 史跡 垣 ノ 島 
遺跡 等 が ある 函館 市 。 北 海道 唯一 の 国 


宝 「 中 空 土偶 ] を 常設 展示 し て いる 。 ま 03 | 特別 史跡 大 湯 環状 列 石 


ド 


た 、 足 形 付 土 版 な ど 縄 文 時 代 の 人 々 の 大 湯 ス トー ン サ ー ク ル 館 
「 こ ころ 」 を あら わす 遺物 も 多く 展示 され 
て いる 。DC 特 別 企画 と し て 、 ス タッ フ に よ 
る 展示 ガイ ド を 実施 する 。 鹿角 市 十和田 大 湯 に ある 2 つの 環状 列石 (野中 堂 環状 列石 ・ 万 | 
和合 本 な な 環状 列石 ) が と な っ た 縄文 時 代 後 期 の 席 な 遺跡 。 遺 Pe Se 03Rc も SE 
RS si 0 SE ーー | | 縄文 時 代 中 期 後 半 の 大 規模 な ム : 存在 を 示す 御所 時 中 。 公 園内 に は 土屋 根 の 
車 で 約 1 時 間 勾玉 作り や 土器 作り な どの 幼 文 体験 も で きる 。 > | ニン ES 


土器 や アク セ サ リ ー の 製作 体験 が で きる 。 ボ ラン ティ アス タッ フ に よる ガイ ド も 人 気 。 北 
海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 の ひと つ で も ある 。 ' ] 
の 問 ノ 御所 野 縄文 博物 館 O 交通 プ IGR いわ で 銀河 鉄道 一 戸 駅 か ら 車 で 約 5 分 


O 問 ノ 大 湯 スト ー ン サー クル 館 
O 交通 JR 鹿角 花輪 駅 か の ら バ ス で 約 35 分 





Li a 





時 代 を 築い た 


東北 独自 の 文化 と 

上 方 や 江戸 か ら の 

文化 と が 融合 し 、 

その 地 な ら で は の 武家 文化 が 
培 お れ て いき まし た 。 





詳し く は こち ら 



























城 が 語る の は 、 
今 へ と 続く 思い の 歴史 。 





松 に 桜葉 、 芝 の 緑 が 青 々 と 繁 る 初夏 が 、 鶴 ヶ 城 
が 一 番 美 し く 見 える 季節 だ と 思い ます 。1965 年 
ーー | 79 ヨ ペ だ リド エク と くさ ia コウ r ぐ 40』E: ゴ ノド 
二 ま ーー ニニ で き 替 え に よ っ て 赤 瓦 に な り 、 鶴 ヶ 城 は いま 、 加 藤 
い nn 一 明成 が 築い た 江戸 初期 の 姿 と ほぼ 同じ 姿 を 見 
せ て いま す 。 し か し 、 現 在 の 鶴 ヶ 城 と 会 津 若松 と 
いう まち の 確 を 築い た 蒲生 氏 郷 の 時 代 に は 、 七 
層 の 天守 に 黒 壁 の 城 で し た 。 石 垣 の 積み 方 ひ 
内 ング と つか ら も 、 そ の 時 代 背景 を 知る こと が で き て 興 
NN ーー 味 深い で す よ 。 ま た 、 会 津 の 歴史 を ひも と く と き 、 
Na = ヨ 補 ー 多く の 方 々 が 白虎 隊 の 悲劇 を 挙げ 、 時 代 の 終 
北 を 感じ られ る と 思い ます 。 け れ ど 、 会 津 の サム 
ライ た ちの 底力 は 、 実 は その 後に こそ 発揮 され 
て いま す 。 日 新館 で 学ん だ 彼ら は 、 こ れ ま で の 
『 藩 ” を 考え 行動 する 志 か ら “ 国 "を 考え 行動 す 
る 志 へ と 変化 し て いき まし た 。 会 津 の 城下 町 は 
N 上 Ss 商人 た ち が 中 心 と な っ て 復興 を 目指 し 、 そ し て サ 
NNW Ji ーー 人 ムラ イ た ち は 新 た な 国 づく り へ と 寄与 し て いっ た 
Nssssss、s。 Ne 1 5 SI の で す 。 先 人 の 残し た か た ちあ る も の に 触れ る 
- ' こと で 、 我 々 は か た ちの な い 心 や 思い に も 触れ 
る こと が で きる 。 そ し て それ は 、 今 の 時 代 を 生き る 
我々 に と っ て も 大 切な 、 子 供 た ち へ と 受け 継い 

で いか ね ば な ら な いも の だ と 思う ん で す 。 
















1868 年 に 起き た 及 辰 戦争 の 際 に は 「 難 攻 不 落 の 城 ] と し て 名 を 知ら し め た 堅 許 
た る 城 。1965 年 の 再建 以来 改修 を 重ね 、2011 年 に は 幕末 往時 の 凄 を 再現 し た 
記 4 赤 瓦 に 墓 き 替 えら れ 、 日 本 で 唯一 の 赤 瓦 の 城 と な っ た 。 天 守 関 の 内 部 は 資料 館 に 
『 な っ て お り 、 最 上 階 か ら は 城下 町 < 会 津 若松 市 の 街並み を 一 望 。 ま た 、 公 園内 に は 
千 利 休 の 子 ・ 少 庵 が 建て た と され る 「 茶 室 麟 開 ] が あり 、 庭 園 で は お 茶 や お 菓子 を 
楽し むこ と が で きる 。DC 期 間 中 、 鶴 ヶ 城 スカ イラ ンタ ン ン 希望 の 灯り て を 開催 。 
問 ジ 一 般 財 団 法人 会 津 若松 観光 ビュ ー ロ ー 鶴 ヶ 城 管理 事務 所 
交通 /JR 会 津 若松 駅 か ら バ ス で 約 20 分 


ー 般 財団 法人 

会 津 若松 観光 ビュ ー ロ ー 
施設 管理 部 天守 導管 理 課 
公園 管理 課 


渡部 健志 ぉ ん 上 





上 杉 氏 ゆか り の 城下 町 ・ [洛中 洛外 図 右 隻 、 左 隻 」 
米沢 の 歴史 に 触れ 2 米沢 市 上 杉 博物 館 所 蔵 





江戸 時 代 か ら 続く 町 並み 


し ー」 人 る 
角館 武家 屋敷 通り 
元 和 6 年 (1620 年 ) 角 館 地 方 を 領 し て いた 世 名 義勝 に よっ て 造ら れ た 角館 武家 屋敷 通り 。 
重厚 な 黒板 志 が 続く 通り に 沿っ て 6 軒 の 臣 家 屋敷 が 公開 され て お り 、 春 の 華やか な シダ レ 
ザク ラ を は じ め 、 長 い 年 月 を 生き 抜い て きた 木々 が 四季 それ ぞ れ の 魅力 を 演出 し て いる 。 
DC 期間 中 、6 月 ご 8 月 の 毎週 土曜 日 に | 角館 昔 語り て 夏 の 章 て 」 を 夜 に 開催 する 。( 予 定 ) 
間 ブ 仙北 市 観光 情報 セン ター| 角館 駅 前 蔵 」 


信 国 の 杜 米沢 市 上 杉 情 物 館 mm 


数 千 に 及ぶ 上 杉 氏 ゆか り の 貴重 な 品々 や 国宝 が 収蔵 。 上 杉 の 歴史 と 文化 が テー マ の 常 
設 展示 室 で は 、 上 杉 氏 の 米沢 入部 か ら 始 まり 藩政 の 推移 、 名 君 上 杉 鷹山 の 事績 を 紹介 。 
米沢 藩 上 杉 家 に 受け 継が れ た |「 京 の 都 」 の 日 常 風景 を 描い た 国宝 「 上 杉本 洛中 洛外 図 
扉 風 ] を 見 る こと も で きる 。 ※「 上 杉本 洛中 洛外 図 羽 風 ] 原 本 展示 期間 は 9 月 11 日 10 月 


問 ] 0 日 。 そ の 他 の 期 間 は 複製 を 展示 。 
x 通 / JH 角 人 駅 が 会 示 約 20 分 =om 略 問 伝 国 の 杜 米沢 市 上 杉 博物 館 







交通 JR 米沢 駅 か ら バ ス で 約 10 分 





剛 | 


国宝 の 鍋 喝 二 領 を 展示 







南部 領 総 針 き 南部 一 / 宮 と し て 800 年 以上 の 歴史 を も つ 柳 引 幡 
蘭 叶 『 全 友 は 江戸 時 代 前 期 の 社殿 形態 を 伝え る 貴重 な 遺構 き 国 宇 で ある 

較 | 示 示 成 負 ( あ が いと お ど し よ ろ い )]」「 白 糸 成 寝 鎧 《 ぽ ろ い と お と ど ぼ つ 
ほ まほ どり よ ろ い )」 を は じ め 、 多 数 の 文化 財 が 収め られ て いる き WDC 期 間 中 議 議 
外典 * 国 宝 館 ナイ ト ツ アー( 有 料 ) を 開催 。 ' “ 
問 劉 板 引 八幡 宮 功 O. 交 通 /JR 八 戸 駅 








ン ペ ベタ ベタ 人 ベタ 人 人 全 、 東北 の 名 城 た ち 人 ベ 多 人 公 ンジ 公 人 公 公 、 






nA 2 - 
の 2 ンー PE 
盛岡 城跡 公園 四 


回 り 生 8 
国 指定 史跡 、 日 本 100 名 城 に も 選ば れ て いる 盛岡 城 。 


親しま れ て いる 。「 日 本 の 歴史 公園 100 選 ] に も 選定 。 
間 NPO 法 人 緑 の 相談 室 


交通 JR 盛岡 駅 か ら バ ス で 約 5 分 交通 JR 秋田 駅 か ら 徒歩 約 10 分 


北海 道 松前 町 





に W 
や で 
トー 

に タル 49 = 


1 









1 電 [ L「 
上 直 宙 で 


か ら 車 で 約 10 分 
コ ュ = 層 


い 
1 
・ 9 
日 華 Td が っ ョ | 





衣 


下旬 に か け て 、 幻 想 的 な ライ ト ア ッ プ も 予定 され て いる 。 
間 ブ 秋田 市 ナイ ト 観光 検討 委員 会 (秋田 商工 会 議 所 ) 


ト - 二 mi 
1 アー 
Li | 証 
| | 1 間 
| 、 還 
ビ | M 
トー 
ーー 才 1w 当 す 
し oi ゴゴ 


T 1 


ll ー 
M 四 臣 | 
還 | i 1 人 
| 
昌 上 に n 、・。 証 
ト 。 1 ー 日 





』 標高 345m の 白旗 ヶ 峰 に 築 か れ た 本 郭 式 の 平山 城 で 、 
夏 に な る と 、 大 手 門 の 堀 の 大 部 分 が ハス で 埋め 尽く され る 霞 ヶ 城 と も 呼ば れる 。15 世 紀 中 ご ろ 奥 州 探題 の 畠山 氏 
今 も 美しい 石垣 が 残り 、 春 は 桜の 名 所 、 夏 は 街 の 中 心 千秋 公園 。 毎 年 7 月 て 8 月 に は 、 ハ ス の 花 が 見 頃 を 迎え 、 絶 の 居城 に 始ま り 、 城 代 時 代 が 続く 。1643 年 に 初代 二 本 
に 緑 の 木 薩 を つく り 、 秋 は 紅葉 と 、 四 季 を 通じ て 市 民 に 好 の 撮影 スポ ッ ト と な る 。DC 特 別 企画 と し て 7 月 下旬 9 月 仙 溝 主 と し て 羽 光 重 公 が 日 河 溝 から 移 封 され 、 以 後 


220 年 に わた り 丹 羽 氏 の 居城 と な り 、1868 年 の 成 辰 戦 
争 の 戦場 と も な っ た 。 
間 ノ 二本松 市 観光 連盟 (二本松 市 観光 課内 ) 
交通 プ JR 二 本 松 駅 か 徒歩 約 20 分 


ー 棟 貸し の お 宿 2 


aa 村田 町 武家 屋敷 

蔵 の 町 で ある 村田 町 の 中 忌部 に 位置 する 、 江 戸 時 代 に 建て られ た 町 

mm - 指定 文化 財 の 旧 武 家屋 敷 。 江 戸 時 代 の 風情 を その まま に 内 装 を リノ 

譜 ベー ショ ン し 、 素 泊まり で 最大 9 名 が 宿泊 可能 ちな っ て いる 。 宿 か ら は 、 

言 の 商家 が 立ち 並ぶ 蔵 の 町 並み も 徒歩 で 散策 で きる 。 

間 ノ 株 式 会 社 まち づく り 村 田 交通 JR 仙台 駅 か ら パ バス で 約 35 分 



















と 人 たこ リ ルク グ 人 も ニレ 
天上 大 町 


支倉 常 長 は 、 遣 欧 使節 と し て ロー マ 法 王 に 調 見 後 、 
1620 年 に 帰国 し 、 そ の 2 年 後に 上 く な っ た と され る が 、 
この 地 に は 伊達 政宗 公 の 底 護 の も と 84 歳 まで 隠棲 し 
た と の 伝説 も 残る 。 公 園内 で は 数 々 の 歴史 ロマ ン に 触 
れる こと が で きる 。 


O 問 ノ 大 卿 町 農政 商工 課 商工 観光 係 
O 交通 /JR 松 島 駅 か ら 車 で 約 20 分 









12 | 居合 神社 上 務 王 


ー 。 。。 居合 の 祖 で ある 林崎 基 助 重信 公 を 祀る 、 日 本 で 唯一 

| の 神社 。 神 社 を 参拝 し た 後 、 居 合 高 段 者 か ら 居合 道 の 
作法 と 基本 の 形 「 初 発 刀 」 を 教わっ た 後 、 真 剣 で 晴 科 
を 斬る 抜刀 術 の 「 試 斬 」 を 体験 する 「 居 合 抜刀 術 サム ラ 
イ 体験 ] も 楽し め る 。 
O 問 ノ 一 般 社団 法人 

村山 市 観光 物産 協会 

O 交通 JR 村山 駅 か ら 車 で 約 10 分 


( 間 2 


鉄器 の 名 品 に 出会う 二 り に の 二 の 
還 人 ーー 7 三 二 1 二 暮らし の 知恵 が 光 
電 南部 間 刺 ・ 南 部 克 織 
4 ト Wa4 
南 部 鉄器 青森 三 大 刺し 子 の ひと つ 南 部 三 刺 。 青 森 の 自然 を 映し た よう な 鮮やか な 模様 は 、 
(OIGEN フ ァ ク トリ ー 数 百 種類 と も 言わ れ て いる 。 古 布 を 手 で 裂 い た も の を 横糸 に 、 地 機 で 織り あげ る 南 
ショ ッ プ ) 部 裂 織 も また 、 昔 、 貴 重 な 布 を 大 事 に 使 お うと 先 人 が 生み だ し て きた 伝統 工芸 だ 。 
2 共に VISIT は ちの へ (ユー トリ ー) で 製作 体験 も で きる 。(2021 年 3 月 現在 休止 中 ) 
間 ノ 一 般 財 団 法人 VISIT は ちの へ  @ 交通 JR 八戸 駅 か 徒歩 約 1 分 





南部 鉄器 は 盛岡 市 と 奥州 市 で 作ら れ て いる 。 う ちと 奥 
州 市 の 鉄器 は 、 平 安 時 代 末期 、 藤 原 清衡 が 近江 国 
か ら 鋳 物 師 を 招き 、 武 具 な ど を 作ら せ た の が 始ま り と 
され る 。 昭 和 初 期 に は 、 日 用 品 の 生産 が 本 格 化し 鋳 
物産 地 と し て 東北 一 に 。 そ の 優れ た 品質 か ら 日 本 を 
代表 する 伝統 工芸 品 と な っ て いる 。OIGEN フ ァ ク ト 
リー ショ ッ プ で は 予約 制 で 工場 見 学 も 行っ て いる 。 
間 及 源 鋳造 株 式 会 社 
5 交通 ノ JR 水 沢 江刺 駅 か ら 車 で 約 3 分 





















素 相 に し て 風流 





と 2 12o 告 ま 02 
時 = o08 
歴史 ・ 文 化 秋田 
097 人 証 
ガ い 06o o01 
時 し く は こち ら 農家 の 冬 仕事 に 武家 の 内 職 、 京 か ら の 職人 招 鴨 な ど 、 六 ・? 吉 
い 還 ー エ ピー O 
さま ざま な 経緯 で 生ま れ た 東北 の 伝統 工芸 た ち 。 11o 
さま ざま な 表情 が 、 暮 らし の 中 に 彩り を も た らし て いま す 。 
o10 9 
お が つ 













雄勝 條 


か わ つら 


川 連 漆器 


約 600 年 の 伝統 を 有 し 、 伊 達 政宗 
公 も 大 い に 賞 其 し た と いう 雄勝 
太 。 そ の 特性 は 圧縮 や 曲げ に 強く 、 
給水 率 が 低い た め 経 年 劣化 し に ぐ 
い 。 鐘 錠 (ほう ぼう ) の 粗 さ 、 細 か 
さ 、 堅 さ 、 柔 ら か さ が 丁 度 良い バラ 
ンス に な っ て いる こと や 女性 の 黒 
髪 の よ うな 「 つ や と すべ り ] が 特徴 。 

間 ン 雄勝 太 伝 統 産 業 会 館 

交通 プ JR 石 巻 駅 か ら 

車 で 約 50 分 


源 頼 朝 の 家臣 で ある 小野 寺 重 道 が 、 
領民 の 冬 の 内 職 と し て 武具 の 漆 塗 り を 推奨 し た こと に 発する 。 江 戸 の 後期 に 
は 日 用 食器 と し て の 枕 づ くり が 始ま り 、 そ の 堅 富 さ で 人 気 に 。 幾 重 も の 地 塗 り に 
中 塗り 、 そ し て 花 塗り を 重ね 、 繊 細 で 立体 感 た っ ぷり に 施さ れ た 沈 金 が 特徴 。 
間 プ 湯沢 市 川 連 漆 器 伝統 工芸 館 交通 JR 湯沢 駅 か ら 車 で 約 20 分 


職人 技 の 光る 東北 の 工芸 た 


浄法寺 塗 ( 滴 生 舎 ) ' 樺 細工 


樺 細工 は 山桜 の 樹皮 を 使っ た 手工 
芸 で あり 、 今 で も 暮らし の 中 で 広く 愛 
用 され て いる 。1976 年 に は 秋田 県 で 
初 の 通産 省 の [伝統 的 工芸 品 ] に 指 
定 。「 樺 細工 伝承 館 」 で は 樺 細工 資料 
を 展示 し 、 製 作 の 実演 も 見 学 で きる 。 


国産 漆 の 約 7 割 を 生産 する 二戸 市 浄法寺 町 。 そ の 良質 
な 「 浄 法寺 漆 」 は 、 中 尊 寺 金色 堂 や 日 光 東 照 宮 金閣 寺 
な どの 国宝 や 重要 文化 財 の 修理 修復 に も 利用 され て い 
る 。 滴 生 舎 で は 、 そ の 美しい 上 と 色あい 、 肌 触り を 生み 出 
す 工 房 の 見 学 や 漆 ス トラ ッ プ つや 出し 体験 が 楽し め る 。 





問 ン 滴 生 舎 問 ノ 仙 北 市 観光 情報 セン ター 
交通 JR 二戸 駅 か ら バ ス で 約 30 分 、 | 角館 駅 前 蔵 」 - 
徒歩 約 10 分 交通 プ JR 角 館 駅 か ら 徒歩 約 15 分 
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| 高 柴 デコ 屋敷 張子 制作 体験 賢 紀 王 画 


高 柴 デコ 屋敷 は 三春 駒 と 三春 人 形 の 発祥 地 で 、「 デ コ 」 と は 人 形 の こと 。 現 在 人 形 作 り の 工房 が 4 軒 あ り 伝統 が 息づく 
集落 と な っ て いる 。 ま た 、 高 柴 地 区 に 継承 され た 張子 面 を 使っ た 、 郡 山 市 指定 重要 無形 文化 財 の 「 高 柴 七 福神 踊り 」 や 
「 ひ ょ っ と こ 踊 り 」 な ど 独 自 の 文化 も 根付 いて いる 。DC 期 間 中 限定 で プロ の 職人 が 伝授 する 張子 の 制作 体験 を 実施 。 


間 ノ 高 柴 デ コ 屋 敷 観光 協会 @ 交通 JR 三春 駅 か ら 車 で 約 5 分 また は JR 郡山 駅 か ら 車 で 約 20 分 





職人 技 が 光る 逸品 


仙台 革 滞 








仙台 筆 知 は | 指物 」「 漆 塗り ] 
「 金 具 ] の 職人 の 合作 に よっ 
て 生み 出さ れる 重厚 な 第 条 。 
木 地 は 欄 や 栗 な ど で 、 打 ち 
出し の 鋳 ( か ざり ) 金 具 が 特 
微 。 塗 り は 木目 が 見 える 木 地 
呂 塗り で 横型 の 一 本 物 が 仙 















台 律 箇 の 基本 形 と され る 。 
日 本 の 紅 ( あ か ) を つく る 町 で 
問 ノ 仙 台 筆 箇 協同 組合 
に | mm や と 4 
回 eg 回 紅花 (摘み 取り 体験 紅花 染め ) 本 Pi 
白鷹 町 は 、 古 く か ら 本 紅 の 原料 な ど と し て 使わ れる  O 問 ノ 一 般 社団 法人 白鷹 町 観光 協会 
回 最上 紅花 の 生産 量 日 本 一 の 町 。 こ こ で は 紅花 の 摘  O 交通 畑 ・ 施 設 に より 異な る 


み 取 り 体験 が で きる ほか 、 紅 花 炒め 体験 で は ハン カ ( 最 寄 駅 ) 山 形 鉄 道 荒 破 駅 


チ や スト ー ル を 染め る 特別 な 体験 が で きる 。 





笹野 一 刀 彫 


津軽 伝承 工芸 館 ・ 回 誠 手 回 





津軽 こけ し 館 





1.200 年 前 か ら 伝 わる 笹野 一 刀 彫 。 米 沢 市 笹野 地区 の 特 回 主 
「 か らむ し 」 は 芝 麻 と も 呼ば れる 植物 の 茎 か ら 取 り 出 され た 繊 産 で あり 、 サ ルキ リ と いう 独特 な 刃物 一 本 で 彫り 上 げ る こと 
維 、 織 り 上 げ ら れ た 布 は 軽く し な や か で 、 独 特 の ハリ が も た ら す か ら そ の 名 が 付き 、 上 杉 鷹山 が 農家 の 副業 と し て 「 お た か 「 津 軽 伝承 工芸 館 ]」 で は 、 津 軽 塗 な ど 伝 統 工芸 の 実演 が 見 学 で 
涼し い 着 心地 も 魅力 。 古 く か ら 続 く 技術 が 評価 され 2017 年 に 。 ぽっぽ 」 造 り を 推奨 し た と 言わ れ て いる 。 笹 野 民芸 館 で は 、 きる 。 隣 接する 「 津 軽 こ けし 館 」 で は 、 こ けし 作り の 実演 や 全国 の 
は 「 奥 会 津 昭和 か らむ し 織 」 と し て 国 の 伝統 的 工芸 品 に 指定 。 お た か ぼ ぽっぽ の 絵付 け 体験 が 楽し め る 。 こけ し の 藍 邊 、 こ けし 絵付 け 体験 が 楽し め る 。 


間 ノ 津軽 伝承 工芸 館 ・ 津 軽 こ けし 館 
交通 プ 弘 南 鉄道 黒石 駅 か ら 車 で 約 25 分 


間 道 の 駅 か らむ し 織 の 里 し ょ うわ 
2 交通 プ JR 会 津川 口 駅 か ら バ ス で 約 40 分 


問 ン 米 沢 観光 コン ベン ショ ン 協 会 


交通 /JR 米 沢 駅 か ら 車 で 約 15 分 14 














(⑨|Ila1E(6】= 信 576J// 目 当 =) 


- 守 ニー ーT 
日 池田 家 ゞ 
住宅 洋館 


に こく 
信 ー 





近代 の 東北 三 大 地主 の 一 人 、 池 田 氏 が 建築 し た 大 正 浪漫 漂う 
日 亜 の 洋館 ( 国 重 要 文 化 財 )。 見 所 は 、 内 装 を 彩る 、 今 で は 幻 と 言 
われ る 「 金唐革 紙 」。 広 大 な 庭園 は 国 の 名 勝 に 指定 され て いる ( 旧 
池田 氏 庭 園 )。 園 内 に 所 在 する 米蔵 で は 、 昨 年 国有 形 文化 財 に 
登録 され た 鈴木 酒造 店 を 紹介 する 企画 展 を 8 月 末 に 開催 予定 。 
問 ノ 平日 : 大 仙 市 文化 財 課 、 土 日 視 : 大 仙 市 観光 情報 セン ター 


交通 JR 大 曲 駅 か ら 車 で 約 10 分 


池田 修三 まち な か 
美術 館 


池田 修三 は 、 ノ スタ ル ジ ッ ク な 子ども た ちの 木版 画 で 知ら れる 

秋田 県 に か は 市 象潟 町 出身 の 木版 画家 。 毎 年 秋 に は 「 池 田 修 

三 まち びと 美術 館 」 が 開催 され 、 地 元 商店 や 飲食 店 に 飾ら れ た 

作品 を 鑑賞 し な が ら 街 歩き が 楽し め る 。 今 年 は 回 

DC 特別 企画 と し て 、4 て 9 月 に も 開催 され る 。 こ 
問 /JR 東 日 本 秋田 支社 観光 推進 室 
交通 プ JR 象 潟 駅 か ら 徒歩 約 15 分 


石ノ森 理 画 館 








『「 仮 面 ラ イダ ー』『 サ イボ ー グ 009」』 な ど を 生み だ し た 萬 画家 、 
石ノ森 章太郎 の 作品 世界 を 立体 的 に 再現 し た マン ガミ ュー 
ジア ム 。 貴 重 な 原 画 や 作品 ど と に 設け た コー ナー が あり 、 中 
で も 歴代 仮面 ライ ダー の マス ク が 並ぶ 展示 は 圧巻 。 そ の 他 ラ 
イブ ラリ ー や 映像 ホー ル も 人 気 。DC 特 別 企画 
と し て 、20 周 年 イベ ント も 開催 され る 。 

問 ノ 石ノ森 萬 画 館 

交通 JR 石巻 駅 か ら 徒歩 約 12 分 


固 \】 
馬場 の ぼる 
「11 び ぴき の ね こ 」 居 訪 記 
絵本 「11 ぴ き の ね こ 」 シ リー ズ で 知ら れる 馬場 の ぼる ( 青 
森 県 三戸 町 出身 ) の 絵本 に 登場 する キャ ラク ター た ち が 
町 の いた る と ころ に 。 石 像 、 店 頭 幕 、 郵 便 ポ スト を は じ め 、 
フル ラッ ピン グ さ れ た バス や 電車 も 走る 、 
プア 用 こと イア 和 佳 和 ま 法 に 斑 o 
問 三 戸町 まち づく り 推 進 課 
交通 プ JR 八 戸 駅 か ら 車 で 約 40 分 
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ア 


ea 


sy 。 ここ o Ii 主 時 才 
フォ ト ジ ェ ニッ ク な スポ ッ ト ! 周 豊 東 多 
= = 林 史 施 か 北 彩 
童話 村 の 森 礎 を きま 
ライ ト ア ッ プ 2021 て 表 風 ア 
3 〔 み 現 景 | 
asa て や や ト 
童話 村 の 自然 と 偏光 フィ ルター を 用 いた オブ ジェ は 個 歴 近 
に よる 光 が 織 りな す 幻 想 的 な 賢治 の 作品 世界 を 回 YRcr 回 い 性 史 ミ 
演出 。DC 特 別 企画 と し て 賢治 生誕 か ら 命 日 まで EE に か か っ ュ 
の 8 月 27 日 9 月 21 日 に 連日 開催 予定 。 回 が ょ らち T 
※ ラ イト アッ プ は 7 月 17 日 ご 10 月 17 日 の 土 ・ 日 ・ 祝 日 と お OO グ 1 才 と 
盆 期 間 (8 月 7 日 8 月 15 日 ) に 通常 開催 し て お り ます 。 SR し | ま ア 
財 1 症 2 5 よ トト れ ム 
問 ノ 花 巻 市 賢治 まち づく り 課 っ の た 
交通 /JR 新 花巻 駅 か ら 車 で 約 3 分 数 こ ー 
O 々 在 
を す 
る 
東 
北 
秋田 
岩手 
山形 宮城 
福島 

























人 
小杉 の 大 杉 回 
映画 「[ と な り の トト ロ 」 の トト ロ に 似 て いる 事 で も 有名 な 
樹齢 約 千 年 の 大 杉 。 夫 婦 杉 、 縁 結び の 木 、 子 宝 の 木 
と も 言わ れ 、 パ ワー スポ ッ ト と し て も 人 気 。「 死 ぬ ま で に 
行き た い ! 世 界 の 絶景 日 本 編 ]」 に も 掲載 され た 名 所 。 
間 ン 鮭川 村 観 光 協 会 
交通 JR 新庄 駅 か ら 車 で 約 30 分 


J 島 | 上 = ) W に T 1 衝 
ーー ポー トッ 

横手 市 増田 まん が 

ク 

美術 館 

日 本 で 唯一 の 「 マ ン ガ の 原画 収蔵 ]」 を テー マ に 、2019 年 5 月 リ 

ニュ ー ア ルオ ー プ ン 。「 マ ン ガ の 蔵 展示 室 」 で は 、『 釣 り キ チ 三 平 』 

で 知ら れる 地元 増田 町 出身 の 漫画 家 ・ 矢 口 高雄 氏 を は じ め 、 国 

内 の 著名 な 漫画 家 の 貴 重 な 原 画 が 約 40 万 点 収 蔵 ・ 保 存 ・ 公 

開 。180 名 以上 の 原画 が 入れ 替わり で 展示 され る 常設 展示 室 を 

は じ め 、 マ ン ガ 文化 展示 室 、 特 別 展示 室 、2 万 5000 冊 以上 の 蔵 

書 数 を 誇る マン ガラ イブ ラリ ー や カフ ェ な ど が 楽し め る 。 

※DC 特 別 企画 は 美術 館 の ホー ムペ ー ジ を ご 確認 くだ さい 。 


間 ノ 横手 市 増田 まん が 美術 館 
交通 JR 十文字 駅 か ら 車 で 約 10 分 





ン )\ 


い さ 






















ぐ am 
や な いづ 町 立 
きだ く 皇 人 
斎藤 清美 術 館 
会 津 が 生ん だ 、 日 本 現代 版画 を 代表 する 画家 、 斎 藤 清 の 作品 ・ 関 連 
資料 約 1.000 点 を 所 蔵 ・ 戻 示 。 会 津 の 四季 の 風景 か ら 外国 の 風物 、 
獲 、 人 物 な ど を テー マ と し た 多彩 な 作品 を 観覧 で きる 。DC 特 別 企画 と 
し て 、 普 段 は 見 られ な い 作 品 の 展示 の ほか 、9 月 に は 秋 の 特別 企画 展 
も 開催 予定 。 
問 プ や な いづ 町 立 斎藤 清美 術 館 
交通 プ JR 会 津 柳津 駅 か ら 徒歩 約 20 分 





⑥Reborn- 
Festival/ 電 財 = 
Kohei Nawa ーー 







了 ここ で 2021 Pok6emon. @1995-2021 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. 
隊 *m ポケ ッ ト モ ンス ター・ ポ ケモ ン ・Pokemon は 任天堂 ・ ク リー チャ ー ズ ・ ゲ ー ム フリ ー ク の 登録 商標 ぐす 。 
ReDborn-Art Festival 
ラプ ラス マン ホー ル 


リボ ー ン ・ ア ー ト フェ ステ ィ バ ル は 、「 ア ー ト ]」 | 音楽 」「 食 」 の 総合 芸 
「 み や き 応 援 ポ ケモ ン 」 に 任命 され た 「 ラ プラ ス 」 を デザ イン し 術 祭 。 石 巻 市 街 地 を 始め 、 美 し い ロ ケー ショ ン の 牡鹿 半島 を 
た マン ホー ル が 、 宮 城 県 内 全市 町 村 の 観光 施設 な ど で 設 置 会場 と し て 現代 アー ト 作品 を 鑑賞 で きる ほか 、 地 元 食材 を 使っ 
た 料理 や 音楽 イベ ント な ど を 楽し め る 。 
問 プ Reborn-Art Festival 実行 委員 会 
交通 会 場 に より 異な る ( 最 寄 駅 ) JR 石巻 駅 ほか 







の で 、 県 内 を 訪れ た 際 に は チェ ッ ク し た い 。 
問 の 宮城 県 観光 プロ モー ショ ン 推 進 室 


アニ メ 映 画 国 癌 国 
ん 人 る 、 パ | フラ ・ フ ラダ ンス 」 の 焦 

人 9 人 時 に 

0 /” フラ ガー ル を 仕事 に 選ん だ 主人 公 と 、 同 期 の 仲間 た ち 
“ の 成長 を 描く 青春 群像 劇 け フラ * フ ラダ ンス |]。 オ リ ジ ナ ル 
アニ メ 映 画 と し て 、2021 年 度 公開 予定 舞台 と な っ た 
福島 県 いわ き 市 を 巡る 、 聖 地 巡 礼 も お 薦め 。 
EN ( 間 ン アニメ 映 画 「 フ ラ ・ フ ラダ ンス 」 を 応援 する 会 

\ | 交通 施設 に より 異な る ( 最 寄 駅 )JR 湯 本 駅 ほか 


@BNP FUJITV/ お し ゃ れ サ ロン な つなぎ 
文 閉館 同和 計 


山形 県 郷土 館 文 翔 館 は 、1916 年 に 建て られ た イ ギ リ 
ス ・ ル ネ サ ンス 様式 を 基調 と し た レン ガ 造 り の 建築 物 。 
1984 年 に 国 の 重要 文化 財 に 指定 、1986 年 か ら 保存 
修復 工事 が 行わ れ 、 現 在 一 般 公開 され て いる 。 映 画 
「 る ろう に 剣心 ]」 の ロケ 地 と し て も 話題 に 。 





MP 還 攻 本 面 還 叫 





回 居 放 回 
問 ノ 山形 県 郷土 館 文革 館 1 
交通 JR 山形 駅 か ら 
バス で 約 10 分 回 


岩手 県 初 の 野外 彫刻 美術 館 と し て 1993 年 に 開館 。 約 
14ha の 石神 山 の 斜 面 を 利用 し た 屋外 展示 ゾー ン は 、 ピ 
クニ ッ ク 気 分 で アー ト と 四季 の 草花 を 楽し みな が ら 散 策 
で きる 。 ま た 、「 恋 人 の 聖地 ] に も 選定 され て お り 、 敷 地内 
に 銘板 が 設置 され て いる 。 


神 の 丘 美術 館 


回 遠 吉 回 

問 ノ 石 神 の 丘 美術 館 ド 

交通 /JR い わ て 沼宮内 駅 か ら 3 
徒歩 約 10 分 16 




































日 本 の 原 風 党 を 走る 


ー カ ル 鉄 


三陸 鉄道 





リア ス 線 


。 2019 和 3 月 に は JR 東日本 か ら 山田 析 ( 全 石 ご 宮古) の 
。。。。 艇 肖 を 移管 され 、 従 来 の 南 リア ス 線 ( 盛 ご 金石 )、 北ア ス 
医 ここ 株 ( 宣 古 ご 久 惹 ) と 1 本 に つなが り 、 第 3 セク ター と し て は 日 
ーー | 一 長い 総 延長 163km の 路線 で ある [三陸 鉄道 リア ス 
。 給 ] と し て 新た な 歴史 を 走り 始め た 。 車 忘 か ら は 復興 し た ニー 
た 人 So 時 が 望め 、 イ 。。 


N 37 年 の 歴史 を 、 情 熱 と アイ デア で 走り 続け る / 


東日本 大 圭 災 、 そ し て 台風 19 号 に よる 被害 か ら の 復旧 を こつ こつ と 続け 、 よ う や く 全 線 で の 運転 が 再開 され た の は 2020 年 の 3 月 20 日 。 
記念 列車 が 走る 姿 を 、 地 元 の 皆さん が 大 漁 旗 や 手 を 振っ て 見 守っ て くれ た の が と て も 嬉し か っ た で すね 。「 三 鉄 」 は 、 地 域 の 人 た ち 
と 一 緒 に つく り 、 育 て て きた 鉄道 。 こ れ ま で 企画 し て きた お 座敷 列車 や ラン チ 列車 な どの イベ ント 運行 も 、 地 元 の 方 た ちと の 結び つき 
あっ て の も の で す 。 だ か ら こ そ 、 観 光 で いら っ し ゃ っ た お 客 さ ま も 、 親 し みや あたたか み を 感じ て くだ さる の で は な いで し ょ うか 。 平 日 
の 乗客 の 皆さん は 、 ほ と ん どか 顔見知り 。 親 子 三代 で 利用 し て くだ さっ て る 人 も いて 、40 年 の 歴史 を し み じ み 感じ ます 。 週 末 や 祝日 、 

お 休み の 時 期 に な る と 、 遠 く か ら “ 乗 り に 来 ま し た "と 言っ て くだ さる 方 が 多く な り ま す 。 毎 年 春 か ら 夏 に か け て 、 沿 線 の 木々 が 淡い 緑 
と 濃い 緑 と の グラ デー ショ ン に な っ て 、 と て も きれ いで す 。 南 北 に 長い 路線 な ら で は で すね 。 断 崖 の 隙間 隙間 か ら 覗 く 海 の 情 趣 や 、 橋 
染 の 上 か ら 望 む 大 パノラマ な ど 、 さ ま ざ ま な 海 の 風景 に 出会え る の も 三 鉄 の 魅力 。 春 の 牡 由 や 夏 の ウニ な ど 、 獲 れ た て の 海 の 幸 も た 


くさ ん 楽し め ま す よ 。 
三陸 鉄道 株 式 会 社 取締 役 運行 本 部 長 (安全 統括 管理 者 ) 金野 淳一 さん 


鳥海 山 の 
懐 を 走る 


ーーー 
一 
ーー 
ーー 
一 
ーーー 
ーー 
ーー 
一 
ーーー 
ーー 
ーー 
一 
ー ニ ーーー 
ー 一 


02 | 由利 高原 鉄道 EE は 3 

東北 屈指 の 名 山 「 鳥 海山 ] を 仰ぎ な が ら 、 美 田地 帯 を 子 吉川 に 沿っ て の ん びり 走る 、 全 長 
23.0km の ロー カル 線 。 秋 田 お ば こ 交 の アテ ンダ ント の 沿線 案内 や 、 季 節 に 合わ せ た イ ベ 
ント 列車 が 楽し い 。 矢 島 駅 売店 の 名 物 お ば あちゃ ん トー ク も 人 気 。 

O 問 ノ 由利 高原 鉄道 株 式 会 社 


03 | JR 陸羽 西 線 | 1 


新庄 駅 か ら 余目 駅 まで の 43.0km を 結ぶ 陸 

羽 西 線 。「 奥 の 細道 最上 川 ライ ン 」 と いう 愛 

称 の 通り 、 車 窟 か ら 季 節 に より 移ろい ゆく 雄 

大 な 最上 川 の 渓谷 を 望む こと が で きる 。 8 

た 、 山 間 部 を 抜け て 庄内 平野 に 出る と 、 美 

い 田 園 風 景 内 に EE が の 

下車 で は 最上 川 舟 下 りや 酒蔵 見 学 な ども 楽 

し め る 。 

O 問 ノ 最 上 地域 観光 協議 会 、 国生 融 回 
庄内 観光 コン ベン ショ ン 協 会 、* 1 
JR 東日本 お 問い 合わ せ セ ンタ ー 





時 ae Yi ド 


pm WW 








(と は ルル / ネ る - ア 78 





NN | 
フラ ワー 長井 線 は 南陽 市 の 赤湯 駅 か ら 日 鷹 町 の 荒砥 駅 ま 
さま ざま な 人 や も の を 運び 、 


地域 交流 の 要 と し て 発展 し て きた 鉄道 
今 な お 、 地 域 の 人 々 の 足 と し て 、 

そし て 観光 の 目玉 と し て 、 美 し い 
風景 と と も に 愛さ れ 続 け て いま す 。 


_.| 東北 DC に 
多 - | 特 別 克 画 | 
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W 
_ 頭 津軽 五所 川原 駅 か ら 津軽 中 里 駅 間 20.7km を 約 45 分 で 結ぶ 日 本 最 北 の 民間 鉄道 。 太 宣治 の 名 」 4 MM 
6 | 言 に 彩 ら れ た 「 太宰 列車 」 や 津軽 金山 焼 の 風鈴 が 響く 「 風 鈴 列 車 」 な ど 、 イ ベン ト 列 車 の 運行 が 目 
05 xi 自 押 し 。DC 特 別 企画 と し て 、 夜 行列 車 で 車 中 泊 で きる ツア ー を 実施 する 。 
昌 O 問 津 軽 鉄道 株 式 会 社 
中 央 弘前 弘前 黒石 青森 l クマ ドニ シレ や コ 
09 弘 南 鉄道 導 
07 鷹巣 
秋 還 肉 陸 
縦貫 鉄道 | 
秋田 | 
角館 | 
羽後 本 荘 02 
由利 高原 | 
矢島 区 隊 
に 議 : | 2 0 (6 LIP 
ボー ン 10・ 07 秋田 内 陸 錠 負 鉄道 ス 着 F 特別 企画 
JR 陵 羽 西 線 | 秋田 県 北 秋田 市 ・ 仙 北 市 08 | 会 津 鉄 道 
山形 宮城 | 北 秋 田 市 ・ 鷹 巣 駅 と 仙北 市 ・ 角 館 駅 の 間 を 縦貫 する 長 さ 会 津 線 は 全 列 車 JR 会 津 若松 駅 まで 乗り 入れ し 、 首 都 圏 と 会 弘前 市 街 地 と 大 角 町 や 黒石 市 を 結ぶ 弘 南 鉄道 。 か つて 東急 電鉄 で 
荒砥 槻木 94.2km の ロー カル 線 。 沿 線 に は 、 角 館 や マタ ギ 文 化 発祥 の 地 津 を 結ぶ 57.4km の 鉄道 。 沿 線 に は 、 江 戸 時 代 の 宿場 を 今 活躍 し て いた 懐か し い 車 両 が ここ で は 現役 だ 。 岩 木山 を 育 に 広がる 
ROD | 言わ れる 困 仁 地区 の ほか 、 日 本 の 原 風 景 と も いう べき 連 か な に 鐵 す 「 大 内 宿 」 が あり 、 最 大 り 駅 は 全国 で も 珍し い 地 昔 屋 当 の 還 胃 を 里 め な が ら 生 ピー ル が 楽し の る [ 涼 ビー ル 還 
本 時 旨 0 失明 自然 が 広がる 。 6 月 て 9 月 上 旬 に は 田んぼ アー ト も 回 コ 還 根 の 「 湯 野上 温泉 駅 」。 週 末 や 紅葉 シー ズン に 回 生生 回 等 も る 運行 され る 。DC 期 間 中 、 金 魚 ね ぷ た で 装飾 し た 回 回] 
| 見 頃 に 。 運転 する 「 お 座 ト ロ 展 望 列 車 」 が 人 気 。 ト = 車両 で 、 郷 土 科 理 や シードル ・ 地 酒 な ど を 楽し め る 。 1 
12 JR 只見 線 O 問 ノ 秋田 内 陸 縦 貫 鉄 道 株 式 会 社 O 問 ノ 会 津 鉄道 株 式 会 社 O 問 ノ 弘 南 鉄道 株 式 会 社 
、 @w 会 津 若松 
* 術 語 寺 私 電 品 い 
08 | | 1 _ | | | | _ | | | | | 1 _ | | | | | | | | _ | 1 _ | | | 1 _ | | | | | | | に = | 1 _ | | | | | | | | | 1 _ | = っ = | 1 _ | | | | | | | 
会 津 鉄道 
し aarcfe i0 | くり で ん と _ | (< 天 月 没 
バス 代行 輸送 ed さ う ャ T" ! 
JR 在 来 線 ミュ ー ジ アム あ SS 大 
wrt 私 設 鉄道 4 に 町 


廃 線 と な っ た くり は ら 田 園 鉄道 の 営業 当時 の 
貴重 な 資料 を 展示 し て いる 「 く り で ん ミュ ー ジ 
アム ゾー ン 」 や 、 実 際 の 車両 に 乗車 で きる 「 く り 
で ん アト ラク ショ ン ゾ ー ン 」、 機 関 車 を モチ ー フ 
に し た 遊具 が ある 「 く り で ん 芝生 広場 」 で 構成 
SARS IN 。 回 沼 各 回 
O 問 プ ご くり で ん ミュ ー ジ アム 8 ロ ] 

交通 プ JR く りこ ま 高 原 駅 か ら 

車 で 約 10 分 












9 
(| 全国 層 岳 の 秘境 路線 ) 








ae 阿武 隈 急行 
04 | JR 釜石 線 
(宮守 川 め が ね 橋 ) i2 | JR 只見 線 


阿武 隈 川 の 流れ に 沿う よう に 、 福 島 市 
か ら 伊 達 市 、 丸 森町 、 角 田 市 を 経由 し 

て 柴田 町 の JR 東北 本 線 槻 木 駅 まで の 
54.9km を 走る 阿武 隈 急行 。 沿 線 に は 角 
田 市 の 「 台 山 公園 」、「 ス ペー スタ ワー・ コ 


福島 県 会 津 着 栓 がら 新潟 県 の 小 出 ま で の 約 
135km を 結ぶ 見 見 線 は 、 豊 か な 自然 が 織り 成 
ず 風 光明 英 な 早 色 が 世界 的 に も 有名 。 沿 線 に 
は 四季 折々 の 美しい 自然 だ け で ほな く 、 山 あい 
の 温泉 や グル メ ・ 史 跡 な ど 。 受 央 継 が れ て きた 


手 県 遠野 市 
1915 年 、JR 釜 石 線 の 前 身 で ある 岩手 軽便 鉄 
道 の 運行 に 伴い 竣工 され た 宮守 川橋 梁 。 現 
在 の 橋梁 は 1943 年 改修 の も の で 、 通 称 「 め が 
ね 橋 」 と 呼ば れ 宮沢 賢治 の 「 銀 河 鉄 道 の 夜 ] 


WW 


Li i 情 記 





人 ジ さ せる と 人 気 だ 。 特 に SL 銀河 運行 スモ ハウ ス ]」、 柴 田町 の 「 船 間 城 電 公 園 歴史 や 支 化 が あり 、 多 く の 観 光 客 を 魅了 ずる 。 
よ ょ 、 緑 地 広場 で 多く の 人 が 手 を 振っ て な ど 、 家 族 で 楽し め る スポ ッ ト も 多い 。 ※2011 年 新潟 ・ 福 島 豪雨 の 影響 で 、 会 津川 < 記 見 
0 ・m O 問 ノ 阿武 隈 急行 駅 間 は バス 代行 lb 送 を 行っ で 
O 問 ノ 遠野 市 観光 協会 株 式 会 社 O 門 有 福島 県 見 見 線 再開 準備 中 人 ま 
O 交通 JR 宮守 駅 か ら 18 





徒歩 約 8 分 





悠久 の 浄土 庭園 


毛 越 寺 怪 記 計 当 
特別 史跡 と 特別 名 勝 に 指定 され て いる 毛 越 寺 。 境 内 に は 主要 仰 藍 の 遺 
構 と 、 兆 土 庭園 が 復元 整備 され て いる 。 大 泉 が 池 は 浄水 を た た え 、 洲 浜 
荒磯 風 の 石 組 、 相 山水 風 の 築 山 、 池 に 水 を 引き 入れ る 遣 水 な ど 、 水 辺 の 
景観 が 表現 され て いる 。DC 特 別 企画 と し て 、 四 寺 衝 廊 特 別 法話 を 開催 。 





東北 DC 


特別 企画 

















FsoJGie 


| 表 や 緑 に 交 く 沼 | 
01 | 五色 沼 湖沼 衝 福 和 県 北 電 原村 

昆 沙門 沼 、 る り 沼 、 青 沼 な ど 、 エ メラ ルド グリ ー ン や コバ ルト ブル ー に 
輝く 沼 は それ ぞ れ に 異な る 神秘 の ムー ド を 醸し て お り 、 天 候 な ど に | 2 。 プチ デ 
よっ て も 異な る 表情 を 見 せる 。 全 長 約 3.6km の 五色 沼 自然 探勝 路 で な アタ 洒 本 て いら 自 包 の 
に 9 ミミ ノン た と を ヨル <: 当 の た オラ ノ ke に と 及 9 と 国内 で 2 状 


- 間 ノ 裏 盤 桶 観 光 協 会 交通 プ JR 猪苗代 駅 か ら バ ス で 約 35 分 3 に 誠二 人 
pp こ ポラ We 加 
。 


と ま 


美しき 生命 の 源 
険 し き 山々 が 恵 む 雪解け 水 が 、 
や が て 川 へ 、 里 へ 、 海 へ と 流れ る 。 





- 中 1 
ET に Fa 
すそ : 逢 1 1 


 [ 


ロ 
rh m 
= LE bf s 主 1 部 


= 1 ーー 
iL IT | 


< 
回 
還 較 


昌 


EE 一 生 - ゴ 5 性 
mm hn 
L_ _ EL デ ll 


| | 1 
CU ーーーー ーーー ーー ーー 
ョ ャ 
1 1 mr ュ 日 
皿 Ir | Li 時 





還 NPTIUIIIUM M 寺 





5 問 / 毛 越 寺 事 務 局 
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計 1 








O 交通 JR 平泉 駅 か ら 徒 歩 約 7 分 









それ は 、 さ ま ざ ま な 生命 や 営み の 源 と な っ て 、 青森 
東北 の 暮らし を 潤し て いま す 。 回 = 
秋田 ココ 3 
PPP の 末 " ン ビア ッ ー| 5 28 
05 丸池 様 4 千 渡 ) I EE 
ジ p て 息 を 呑む ほど に 美しい 再 を た た えた 丸池 様 。 そ 虹 2 主税 5 
公 人 磯 海 ヒコ の 神秘 的 な 合 ま い に 、 地 元 の 人 た ち は み ん な 旧 城 馬 の 月 了 康 伝記 上 Mi」 じ ゆ ん さ 的 る 油 個 秋田 県 三種 町 
aa * 様 "を 付け て 呼び 、 手 を 合わ せ て いま す 。 丸 : 5 に 
山形 県 遊佐 町 0 SA 入江 か ら 海 に 突き 出 た 天然 の 機 橋 は 、 ま さ に 馬の背 中 の よう 。 近 く 秋田 県 北部 に 位置 する 三種 町 は 、 日 本 有数 の じゅ ん さい の 産地 。 森 
6 に は " 子 馬 "も あり 、 先 端 まで 歩い て いけ ば 、 美 し い 島 々 が 織り な す 岳 地 区 に は 数 多く の じゅ ん さい 沼 が あり 、 世 界 自然 遺産 ・ 和 神山 地 か 
山形 県 の 遊佐 町 と 酒田 市 、 秋 田 県 の 由利 本 荘 生生 お ES フ 絶景 が 広がる 。 隊 ら 注ぎ 込む 清らか な 水 が 、 透 明 な ゼラ チン 状 の 膜 に 種 われ た じゅ ん さ 
市 、 に か ほ 市 の 3 市 1 町 が 連携 し て 形成 され た 伺 人 生ま 2 O 問 ノ 利府 町 観光 協会 国 約 池 国 。。 い を 育ん で いる 。 沼 に 舟 で 症 ぎ 出す 摘み 採り 体験 も 楽し め る 。 
3 を まり ます が 、 お 盆 に 帰省 する 家族 や 友人 に 食べ 福島 MS 1 ※ 摘 み 採 り 体験 は 要 事 前 予約 。 


海山 ・ 飛 島 ジ オ パ ー ク 。「 日 本 海 と 大 地 が つく る 水 
と 命 の 循環 ] を テー マ に 、 鳥 海山 と 飛島 の 周辺 一 
常 の 豊か な 自然 や 文化 を 守り 継い で いこ うと いう 
も の だ 。 中 で も 丸池 様 や 和牛 渡川 、 釜 磯 海岸 は 、 さ ま 
ざま な 「 湯 水 ]」 の 交 を 見 る こと が で きる 貴重 な ス 


させ た いと 岩 牡 騙 を 求め て も 、 天 候 に よっ て は 
直前 に 獲れ る と は 限ら な い 。 そ ん な 時 に 、 早 め 
に 手 に 入れ た 岩 牡 由 を この 冷た い 湧 き 水 に 沈 
め て お け ば 、 鮮 度 は 獲れ た て その まま に お いし 
く 味 わ え る ん で す 。 岩 牡 由 が 獲れ る 場所 も 、 湯 き 


ポッ ト 。 鳥 海山 か ら の 雪解け 水 が ど の よう な 経路 、 YY ク 
人 ーー 水 の あ る と ころ で すし ね 。 約 60 万 年 前 か ら の 火 トー j」 ョ ー ュ W クリ ] 
の る の が 山 活動 に よっ て 形成 され た 鳥海 山 、 そ の 裾野 に Ni 財 と の 


著 に 観察 で きる 。 ! 
GO 問 ン 特定 非 営 利 活動 法人 
遊佐 鳥海 観光 協会 


ある 釜 磯 海岸 で は 、 砂 浜 や 岩場 、 海 中 に まで 湊 
き 出 す 水 を 体感 で きま す 。 ま た 、 酒 田 沖 に ある 島 
「 飛 島 」 の 西方 約 1km に は 鳥 帽子 群島 が あり ま 
す が 、 こ こ は ひ と きわ 水 の 透 明度 が 高い 。20m 
下 で 泳ぐ ネコ ザ メ が 見 そる ほど な ん で す よ 。 そ う 
し た 水 の き れい さ は 遊佐 地域 の 大 き な 自慢 で 
す 。 至 れ り 尽く せり の パッ ケー ジ さ れ た 旅 も いい 
で す が 、 自 分 の 心 に 響く も の を 見 つけ て 、 ひ と つ 
9 20 の うつ 6 で / 00 目 分 / の K( の 楽し 
ん で も ら え た ら 、 と 思い ます 。 


交通 ノ JR 吹 浦 駅 か ら 車 で 約 10 分 






鳥海 山 ・ 飛 島 ジ オ パ ー ク 


昌 中 裕之 さん 





5 交通 だ JR 陸前 浜田 駅 か ら 車 で 約 5 分 





ニョ ビ ネ ニ ーー 


ーー 


米代 川 カ ヌー 
ET 


ニッ 井町 を 流れ る 米代 川 で 、 初 心 者 で も 気軽 に カヌ ー 体 験 に 参加 
で きる 。 雄 大 な 景色 の 中 、45 分 の プチ カヌ ー 体 験 か ら 、90 分 ・180 
分 の カヌ メー ツー リン グ ま で 、 日 本 カヌ ー 連 盟 公認 の 指導 員 が 楽し く レ 
クチ ャ ー す る 様々 な コー ス が 用 意 さ れ て いる 。DC 期 間 中 、 カ ヌー 体 


特別 企画 





O 交通 プ JR ニ ツ 井 駅 か ら 車 で 約 7 分 












水陸 両用 バス . 





(ニシ メ ヤ ・ ダ ム レイ クッ アー) 記 
世界 自然 遺産 | 白神 山地 ] の 麓 に 広がる 津軽 白神 湖 を 、 水 陸 
両用 バス で 巡る 「 ニ シメ ヤ ・ ダ ムレ イク ツア ー」。 ひ ん や り 涼 し い 
湖面 に 浮か び 、 雄 大 な 大 自然 と 風 を 感じ な が ら の 湖水 クル ー 
ジン グ は 、 最 高 に 贅沢 な 涼感 アク ティ ビ テ ィ 。 


西目屋 村役場 前 下車 徒歩 約 3 分 回 


詳し く は 三種 町 観光 協会 まで お 問い 合わ せ 願 いま す 。 
う 問 プ NPO 法 人 三種 町 観光 協会 
5 交通 JR 森 岳 駅 か ら 車 で 約 10 分 


ーー 


と ジッ ハハ 


ー デ 


ーー 


5 ら ベ 















人 PSRSL 
、 | 


ーー 





べ 

天然 ジュ ン サ イ 

採っ て 食べ ! 末 下 本 
6 月 上 旬 か ら 7 月 下旬 に か け 、 ジ ュ ン サイ の 収穫 が 行わ れる 村山 市 大 谷 
地 沼 (通称 : じ ゅ ん さい 沼 )。 若 芽 の 透明 な 「 ヌ ル 」 と いわ れる 寒天 質 が 、 多 
けれ ば 多い ほど 良質 と され て いる 。 実 際 の 収穫 で も 使用 する 箱 舟 に 乗っ 
て 、 天 然 ジ ュ ン サイ の 摘み 取り 体験 を し よう 。DC 特 別 企画 と し て 、 摘 み 取り 
体験 後に 、 隣 接する 「 最 上 川 三 難所 そば 街道 ] 加 盟 店 で 板 そ ば を 味わえ 


特別 企画 





0 映 後 に 「 き み ま ち 阪 」 を 散策 する 特別 企画 を 実施 。 [am O 問 / 津 軽 白神 ツア ー 回 寅 回) る プラン を 実施 。※ 捕 み 取り 体験 は 要 事前 予約 Ear 
2254 JI O 問 ノ 特定 非 営利 活動 法人 ニ ツ 井町 観光 協会 5 交通 ノ JR 弘 前 駅 か ら バ ス で 約 55 分 3 O 問 ノ 一 般 社団 法人 村山 市 観光 物産 協会 3 


O 交通 JR * A か ら で 父 15 分 モ = 
交通 村山 駅 か ら 車 で 約 15 分 ロ lE 20 


喝 チ ダム 


日 本 の 技術 者 だ け で 建設 し た 国内 初 
の 本 格 的 100m 級 アー チ 式 コン ク 
リー ト ダ ム 。2016 年 に は 東北 管内 の 
ダム で は 初め て 「 選 奨 土木 遺産 ] に 認 
定 さ れ た 。 


















遠野 カッ パ 油 
| 岩手 県 野 市 | 


様々 な 河童 伝説 が 残る 岩手 県 遠野 

市 。 カ ッ パ が 棲む と され る カッ パ 淵 で 

は 、 キ ュ ウ リ を 餌 に 「 カ ッ パ 釣り ]」 も 楽 

し め 、 見 事 カ ッ パ を 捕獲 し た ら 賞 

1 ,000 万 円 の 腕試し ! 現 地 の 観 光 施 
設 | 伝承 園 ] で カッ パ 捕 獲 許 可 証 を 


ネコ バリ 岩 
秋田 / 吾 


ネコ バリ ( 根 古 流離) 娠 は 、 高 さ 約 6m の 

巨岩 の 上 に 、 巨 木 が 波 の よう に 根 を 張 

り 、 離 れ た 地面 と 懸命 に つなが っ て いる 
様子 は 、 自 然 の た くま し さと 生き よう と する 山形 宮城 
気 晩 が 感じ られ る 。 森 の エネ ルギー が 感 





問 ノ 鳴子 ダム 管理 所 回 器 間 国 秋保 大 滝 
5 交通 JR 鳴子 温泉 駅 e | 宮城 県 仙台 市 | 
回 


か ら 車 で 約 10 分 
秋保 温泉 か ら ニ ロ 街 道 を 利用 し て 車 で 30 分 。 ひと きわ 涼し 










購入 し て 挑戦 で きる 。 じ ら れ る パワ ー ス ポッ ト だ と いう 人 も 。 も ER い 水 の 気配 を た どれ ば 、 秋 保 大 滝 に 出会え る 。 幅 6m、 落 差 
問 ノ 一 般 社 団 法人 。 加 市 回 各国 2 EE. 55m の 直 涯 で 、 華 厳 の 滝 (栃木 県 )、 那 因 の 滝 (和歌 山県 ) に 
吉野 市 観光 協会 商工 振興 課 呈 な ら . ぶ 日 本 三 名 涯 の ひと つ に 数 そえ られ て いる 。 回 : 1 回 

D 交通 JR 遠野 駅 か ら 交通 プ JR 八 郎 潟 駅 か ら 回 福島 O 問 ノ 秋保 温泉 郷 観光 案内 所 
車 で 約 10 分 車 で 約 45 分 “ ーー O 交通 /JR 仙 人 駅 か ら バ ス で 約 1 時 間 10 分 mt 


画 | 固 黄 


WP 






















本 Ro 2 4 に ee Pe 8 1 ue 9 電 、 | 特別 企画 | 「 6 - 演 II. ーー し っ 鳥海 山 に 楽 込ん だ 二 や 当 衣 け 水 が 、 高 き 約 5m、 幅 30m の 震 肌 計 
は 興 商 『 人 人 瀬 渓流 mr th 人 で 8 の ーー て 0 一帯 か ら 人 流水 と な っ て 湧き 出す 。 絶え 聞 な く 流れ 落ち る 白湯 と 岩肌 を 茜 に 染まる に |dp1e 
Se に ー ク F2 さ EN SS he ne 夫 ニ ro 染め る 緑 の コケ が 織り成す 風景 は フォ トス ポッ ト と し て も 大 人 気 。DC 特 』 最上 川 を 堪能 特別 企画 
還 - W 2H 四 湖 の プン ロ か ら 竹山 まめ 280 N: 紹 | 埋 自 14 血 宮 き Ss 4 ペ っ RT の っ 別 企画 と し て 、6/26 て 9/26 の 土日 祝 に 限り 、 人 象潟 駅 か ら 現地 まで の 直 匠 
さき 森 と こも に 填 数 か 所 の 滝 記 寄 人 中 本 勝 を 間近 に 生 し し 』 の も 針 【 = 才 人 に 「 ーー PMP ES 和 PA と くう に 行 。 叶 ー トン ん < 
本 生計 光 に 沿っ て 導 歩 道 も 整備 さき 中 で も コク を 和 家 に に - デ s っ ター ap の 「 08 | 最上 川 舟 下 り 
Be EN SN ーー テ デ ar ーー こ 半 Ms 3 とこ 般 社団 法人 に か ぼ 市 観光 協会 
こる ョ 記 。 清 ら か な 大 自然 に 心 が 洗わ れる 1DC 和 中 画 人 mA ce ュー 宇 ーー 還 /JR 象 渦 駅 か ら 車 で 約 15 分 」 (と ニレ ノリ だ ユン シル ン ン ) 
半 還 ツン ニ : 質 2 邊 人 は じ め の 三 = 沙 を 実 放 計 ie を な で 2 トー に ー 和義 






NE No AU 1 た 全 SSee を 。 一 較 へ 、 | 

SO 授 2 隊 い 0 ' に 計 、 本 最上 峡 の 雄大 な 自然 と 、 船 頭 の 舟 唄 を 
の きい 間 1 [ ーー を た 2 上 「 ST NN Seo 楽し め る 最上 川 舟 下 り 。DC 特 別 企画 と し 
。 こっ 橋村 に ーー ーー 臣 りき 1 1 に ur se で ーー と 3 1 = - ノレ ョ ジッ シ コー シキ ーー ビジー 
乗船 し た と 言わ れる 本 合 海 か ら の 乗船 

プラ ン な ども 用 意 。 
に EN 人 ー- ば | | tvW トド 電 し 3 O 問 ノ 最 上 峡 苗 姜 ラ イン 観光 株 式 会 社 

ワ ee 本 | ' k、 1 1 O 交通 JR 古 口 駅 か ら 徒歩 約 7 分 
ee = テキ ・ ae Ne 1 、 
に - 岩手 県 一 関 市 


Er テ 


還 導 ンカ レル リピ ネガ ノル 人 衝 コ と = 

由 岩 ・ 深 淵 ・ 臣 穴 ( お うけ つ ) に 滝 と 、 ダ イ 
ミック た 表 折 が 交 2kin に わら て 
続く 国 の 名 勝 天然 記念 物 「 厳 美 渓 」。 
対岸 か ら カ ゴ で 渡っ て くる 、 厳 美 渓 名 識 
KR 本 


so 役 社 加法 関 市 観光 協会 $ 革 
交通 2JRー か の っ AD 





最上 川 ラ フ テ ィ ング 上 同 滞 江 只見 門 し の 礎 、 恵み の 礎 爽快 シャ ワー 6 ク 体 験 | 小名浜 マリ ン ブ リ ッ ジ 
日 本 三 大 急流 の ー つ ・ 最 上 川 で は 、 大 型 の 専用 ゴム ボー ト に 生 | 


り 、 自 然 の 川 を 滴 ぎ 下る アク ティ ビ テ ィ 「 ラ フ テ ィ ング 」 が 体験 で き 





三陸 復興 国立 公園 
基 石 海岸 


岩 部 クル ー ズ 


海道 福島 町 








る 。4 月 末 ご 10 月 の 営業 期間 の うち 春 か ら 初夏 に か け て は 、 寺 解 ユネ スコ エコ パー ク に 登録 され て いる 只見 町 は 、 2 [爽快 シャ フー ウォ ー ク 体験 」 は 、 大 自然 の 中 、 清 涼 な 安達 太良 小名浜 港 沖合 で 整備 中 の 人 工 島 に アク セス する 了 臨港 道路 と し 宙 洛 や 島 、 洞 六 が 織り な す 荒 々 し さと 、 湖 風 に そよ ぐ 松林 の 静 宙 船 で し か 辿り 着け な い 手つかず の 大 自然 が 残る 道 南 の 秘境 
け で 川 が 増水 し 、 よ り エ キサ イ テ ィ ング な 激流 下り が 楽し ゅ る 。 ま が 占め る 人 と 自 然 と が 共生 する 町 。 新 組 時 期 の 森林 浴 が お の 川 の 水 を 満喫 する 夏 限 定 の 川遊び 。 ウ ェ ッ トス ー ツ や ライ フ て 、2017 年 に 完成 し た 「 小 名 浜 マリ ンプ ブリ ッ ジ 」。 夕 方 に は ライ AM loc 、 / パ // ョ 「 岩 部 海岸 透き通っ た 美しい 海 と 奇岩 の 数 々 。 幻 想 的 な 青 
た DC 特別 企画 で は 、 バ ー ベ キュ ー も セッ ト で 楽し むこ と も で きる 。 MO 220. 00 2 ジャ ケッ ト 、 ヘ ル メ ッ ト を 着用 する の で 安心 。 子 供 か ら 大 人 まで ト を 灯 し 、 小 名 浜 港 の 新しい ラン ド マ ー ク に も な っ て いる フォ ト 名 勝 ・ 天 然 記念 物 、 日 本 の 清 白 選 な ど に 指定 され 、 み ちの く 潮風 の 洞窟 へ と 岩 部 漁港 か ら ツ ヅラ 沢 ま で 片道 約 4km の 航路 を 小 
2 に 復 す る | 癒し の 森 」 と 沢 の 中 を 歩く [恵み の 森 」 の コー ス が あり 、 楽し め る 多様 な コー ス が 用 意 さ れ て いる 。 ジェ ニッ クス ポッ ト 。 - トレ イル の コー ス (DC 期 間 中 は ガイ ド 付 き ) に も 型 グ ラス ボー ト で 巡る こと が で きる 。 
間 ノ ラフ ティ ング :RUSTICA 回 呈 回 ガイ ド の 同行 が お すす め 。 回 宜 回 組み 込ま れ て いる 。 穴 通 磯 (あな と お し いそ ) も 回 之 語 国 回 回 
MA き 。 。 O 問 ノ 一 般 社 団 法人 問 /ADATARA activity 事 務 局 Te 問 ノン 福島 県 小名浜 港湾 建設 事務 所 アラ ラシン 1 問 ノ 一 般 社団 法人 福島 町 まち づく り 工 房 : 
202020008 議 4 回 只見 町 観光 まち づく り 協 会 IO 回 * 交通 / JR 泉 駅 か ら バ ス で 約 20 分 問 プ 碁石 海 同 イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 回 AA 
2 交通 JR 只見 駅 か ら 車 で 約 40 分 交通 JR(BRT) 基 石 海岸 口 駅 か ら 車 で 約 10 分 







05 
5 To の 
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に ミ | 旦 
*% 三 ! 自然 と 長い 年 月 が 育 ん だ 風景 6 109Q 14o 0 513 
どこ に も な い 、 そ こ だ け の も の 。 間 
08 一 応 
回 問 誠 回 東北 の 気候 や 生 了 態 水 の な か で 、 ゆ っ くり と 、 03o 。 
上 し か し 確か に 成 悪 し 、 そ の 次 06o ど 0 こい 3 
ー 訪れ る 人 の 心 に 深い 感動 を も あたら し ます 04 " NL g 06 | 三 王 ロー プ ウ ェ イ | 。 | まる で 宇宙 の 中 の よう | 「・ 。 
詳し く は こち ら 還 議 了 B こ 洒 いい 党 こ o 0 沈 の アグ ハチ ョ ワウ ( 凍 ケ ヌス ナ 人 タタ 仏 ) 8 
Es 了 いま ふ の ュー ョ = 所 < て ポーー 
・ ( 釜 似 山 ) 青森 県 むつ 市 山形 県 山形 市 0P4 安比 高原 | 雲 〉 コン ドラ 」& 
空 1 ンド ラ 」 | 上 外科 
「 釜 到 山 」 は 下北 半島 の 最高 農 。 展 望 台 か ら は 「 百 万 人 テラ ス 」 は 、 蔵 王 ロ ー プ ウェ イ 「 樹 氷 高原 駅 」 ルレ さ と ャ コー レス トレ 4 
_ 360 度 の 大 パノラマ が 広がり 、 特 に 夜景 は 、 ア ゲ の 外 に ある 巨大 テラ ス 。 街 の 光 の 影響 が 少な いた 安比 高原 の ゴン ドラ に 乗車 する こと 約 15 分 。 山 頂 駅 か ら は 遊歩 道 に 
東 早朝 か ら 真 夜中 まで 、 ハチ ョ ウ が 羽 を 広げ て 飛び 立つ よう に 浮か び 上 め 、 星 空 観賞 に 最適 で 、 眼 下 に 山形 の 夜景 を 望む 沿っ て 標高 11304m の 前 森山 山頂 へ 。 朝 に は 雲海 に 浮か ぶ 幻 想 の 
景 づ くし の 宣 城 蔵王 が る こと か ら 、「 光 の アゲ ハチ ョ ウ ] と 称 さ れ て いる 。 こと も で きる 。DC 開 催 に 合わ せ 、 ナ イト タイ ム に も 初 岩手 山 を 、 尽 に は 澄ん だ 空気 に くっ きり と 映え る ブナ の 二 次 林 や 峰 々 
" rg ーー st 北 間 ノ むつ 市 経済 部 観光 戦略 課 開放 され る 。 の 雄大 さ を 、 夜 に は 満天 の 星空 を それ ぞ れ に 楽し め る 。DC 特 別 企画 
ーー EE5 を ここ ベニ ーー EE 交通 JR 下北 駅 か ら 車 で 約 40 分 問 ノ 蔵王 ロー プ ウェ イ 蔵王 山麓 駅 と し て 、 山 頂 ぐ の ワン ドリ ンク サー ビス を 予定 し て いる 。 
2 や 大 人 計 条 作 に よう て の は ラル クリ 2 デー 全 : に NR いよ 夏 。 新 緑 の 色 も ぐん ぐん 濃く な っ て いき 、 山 登 交通 プ JR 山 形 駅 か ら 蔵 王 温泉 行き バス で 約 40 分 、 間 ノ 安比 高原 スキ ー 場 6 交通 プ JR 安 比 高原 駅 か ら 車 で 約 5 分 
に 消 面 の る が 交わ る こ と から 、 別名 「 五 色 沼 」 と も 呼 ば れ て いる 。 御 祝い で で o 。 。 り に も ゃ 最高 の 季節 に 。 大 黒 天 の 登山 口 か ら 刈 田 終点 蔵王 温泉 バス ター ミナ ル か ら 徒歩 約 10 分 
まさ ーー 岳 に 登り 、 馬 の 背 と 呼ば れる 稼 線 に 出る と エメ ラ 


音 き ま ペ 2 展望 全 べ は 成 モエ コー ライ ン か ら 蔵 ハイ ライ ン を 通り る で ーー = っ 本 か K 
の 終着 京 に ある 馬車 場 から 歩い て すく : 補 基 は 積雪 に よる 通り | を <) Ne ー ュ ココ 
た か 、 の 、 御 交 が 見 学 で きる の は 合 和 4 朋 下旬 か ら 11 朋 上旬 6 オイ ロー 2 
= ーー ] 」 : で 登れ ば 、 雪 の 残る 朝日 連峰 まで 見 渡す 壮大 な 
“ = た ーー 「 とこ の 。 眺め と 、 夏 の 蔵王 の 緑 と の コン トラ スト が また 見 
JBNKD5 バ て 61 財 402 ーー ーー 上 iz 開 |) 事 で す よ 。 ド ライ ブ な ら 、「 蔵 王 ハー トラ ンド 」 の 近 
[ ーー 3 、 議 計 謀 < 北原 尾 か ら 見 る 蔵王 。 緑 の 牧草 地 に 遊び な が 


た ます だ れ E 8 
08 | 玉 人 熊 の 滝 ーー 09 | 安達 太良 山 

山形 県 酒田 市 隊 に 7 こ 2 司 2 と の た と こう コン モレ 2 
鳥海 山系 か ら 流れ 出る 清流 が 63m に わた っ 


て 落下 する 出羽 随 一 の 名 温 。 春 先 は 遊歩 首 の 0oese、 あだたら 高原 スキ ー 場 の 斜面 に 設置 され た イル ミ 
桜 並木 が 楽し め る 上 、 雪 解け 水 で 水量 も 多く に 二 還 較 寺 Me mm 。 ネー ショ ン は 、 天 の 川 と 安達 太良 山 に 咲く 花 が モ 





ら 仰ぎ 見 る 蔵王 の 姿 は 、 い つも と は ちょ っ と 違っ 島 迫力 満点 。8 月 7 日 か ら 15 日 (予定 ) に 実施 され -。。。 生計 前 線 培 ブーフ: 期間 中 は ロー プ ウ ェ イ の 夜間 運行 も 行わ 
た 角度 で お すす めで す 。 蔵 王 の お 膝元 で ある 遠 ] 「 る 夜間 の ライ ト ア ッ プ で は 、 日 中 と は また 違う 幽 人 因 れ 、 空 中 観覧 を 楽し むこ と が で き 、 花 紋 整 の イル ミ 
旬 田 温泉 に も 、 隠 れ た 絶景 スポ ッ ト が 。 ま ちの シ = [ OMSAO= 0 の 寺家 farrr 目 イー ニョ ン が 出 辻 える 。 

ン ボ ル で ある こけ し 橋 か ら の 眺め は も ちろ ん 、 遠 問 ン 酒田 市 交流 観光 課 ーーー ン 人 馬 下 ご 問 / 富 士 急 安達 太良 観光 株 式 会 社 





刈田 小学 校 の プー ル 脇 の 坂道 か ら の 眺め も お す の 交通 JR 酒田 駅 か の ら 車 で 約 40 分 ・ Pr 時 1 1 5 計 層 交通 JR 二本松 駅 か ら 車 で 約 30 分 

すめ 。 不 忘 山 ま で パノラマ で 望む こと が で きる の し Oo 

で 、 湯 上 が り の 散歩 が て ら ぜ ひ 足 を お 運び くだ さ 四 。 

い 。 夜 に は 、 み や ぎ 蔵 王 え ば し スキ ー 場 で 「 星 空 EA 

を 見 る 会 」 も 開か れ ま す 。 ゴ ンド ラ で ゲレンデ まで 

上 っ た ら 、 す べ て の ライ ト を 消し て 星 と 月 の 輝き だ 

け の 世界 へ 。 空 気 が 澄 ん で いる の で 、 ま さ に 満天 
星空 。 夏 の 宮城 蔵王 は 、 早 朝 か ら 真 夜中 まで 、 

と びき り の 絶景 に 満ち て いま す 。 


Ac 予 分 
神秘 の 大 穴 


私 が オス ス メ に より 形成 され ) 上 「 カ : カネ こう し 
の 外 和 壁 に 釣 を 要 て 渡っ た こと か ら 、 叶 9 
カギ カケ が 転じ て カン カネ 洞 と 呼ば れ - 


る よう に な っ た と いう 。 入 り 込 む 波 と 太 2 っ = = ] SS ーー ( ( ーー | 
陽 の 光 に より 演出 され た 妃 想 的 な 時 計 人 計 / ーー や 11 飛 人 ( 表 育 障 ト ン ネ ル 記 念 館 ・ 
間 を 体験 で きる 。 ロ 記 N ーー N 階段 国道 ) 青森 県 外 ヶ 浜町 


O 問 ン 男鹿 市 観光 協会 一遍  、 ラッ 本 和 
O 交通 JR 男鹿 駅 か ら ーー 龍 飛 崎 に ある 「 青 了 画 ト ン ネ ル 記 念 館 」 で は 、 世 界 最長 の 海底 トン 


上 GC10 ア 2 コシ ネル 完成 まで の 42 年 も の 足跡 を 、 音 と 映像 、 パ ネル な ど で 展 示 公 
ee 開 し て いる 。 ま た 、 龍 飛 埼灯 台 付 近 に ある 「 階 段 国道 ] は 、 日 本 で 
唯一 の “ 車 の 通れ な い 国 道 ” と し て 話題 。 


※ 洞 窟 内 は 足もと が 悪く 、 落石 の 可能 性 が あり ます 8 回 「 で O 問 ノ 龍 飛 岬 観光 案内 所 「 龍 飛 館 
ー* 臣 ー /\N * RE .。 ョ 8 = ェ ml SN 
MG ー 人 O 交通 JR 三 厩 駅 か ら バ ス で 約 30 分 





遠刈田 温泉 旅館 組合 
旅館 源兵衛 若 女 将 
佐藤 久子 さん 


| 夏 の 黄色 絶景 | 
041 三 ノ 倉 高 原 ひ まわ り 誠 往き 市 


会 津 盆地 を 一 望 で きる 三 ノ 倉 スギ テ 場 の ゲ 語 な 回 の 厨 | 陸生 東 四 最 諾 級 還 約 200 記 
本 の ひま わり が 咲き 誇る 。 丘 いち めん に 広がる ひま わり の 緩徐 還 本 の 緑 還 の 替 の コン ト 
ラス ト が 見 事 だ 。 見 晴らし の 丘 に は 花 言 葉 に ちな ん だ 「 幸 福 の 攻 


間 ノ 熱塩 加納 総合 支所 産業 建設 交通 / JR 責 多 方 駅 か ら 車 詳 約 25 分 
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12 | きじ ひき 高原 パノラマ 展望 台 7 浜 庄 14 | 秋田 胸 ヶ 岳 


松 届 共 の 「 お く の ほ そ 道 の 舞 台 と し て 知ら れ 演 2 3 8 fa 「 レ 
て いる 最上 峡 の 奥深 くに ある 「 幻 想 の 森 」。 こ 者 ト トト ( 裏 夜 景 ) 語 ま 5E ま 5: 


東日本 大 震 災 で 被災 し た 農地 の 地力 増進 の た は 、 長 年 の 風 婦 に 耐え 樹齢 1.000 年 を 超え た 三陸 復興 国立 公園 の 中 心 を な す 浄 土 ヶ 浜 は 、 宮 古 の 代表 的 な 








め に 作付 けし て 始ま っ た 「 ヒ マ ワ リ 畑 」。 約 200 万 天然 杉 が 群生 する 、 貴 重 な 森 だ 。DC 特 別 企 画 函館 の 夜景 と 言え ば 、 函 館山 山頂 か ら の 景色 が 有名 だ が 、 そ 景勝 地 。 鋭く と が っ た 白い 流 紋 岩 が ひと つ ひ と つ 異 な る 表情 を 「 秋 田 胸 ヶ 岳 」 は 秋田 一 の 標高 を 誇る 、 十 和田 八幡 平 国立 公 

本 も の ヒマ ワリ が 一 斉 に 咲き 誇る 景色 は 壮観 そ と し て 、6 月 11 月 の 土 ・ 日 ・ 祝 日 は 、 お 得 な 料金 の 反対 側 の 「 き じ ひ き 高 原 」 か ら の 夜景 は 「 裏 夜景 」 と 呼ば れ 、 見 せ て 海岸 を 彩っ て いる 。 松 の 緑 と 岩肌 の 白 、 海 の 群 理 と の コ 国 南 端 に 位置 する 名 山 。 北 日 本 一 と いわ れる 数 百 種 の 高山 

の も の 。DC 特 別 企画 と し て 、 ヒ マ ワリ 畑 へ の 入場 で の ガイ ド 付き バス ツア ー( 要 予約 ) も 行っ て お 地元 で も 人 気 が 高い 。 夏 か ら 秋 に か け て は 真 イカ 漁 で 灯す = ント フラ スト は まさ に 一 見 の 価値 あり 。 み ちの く 潮 風 ト レイ ル の コー 植物 の 宝庫 で 、 山 頂 か ら は 鳥海 山 や 岩手 山 な どの 雄大 な 山 

も ヒマ ワリ の 摘み 取り ゃ 無料 で 体験 で きる 。 り 、 舟 下り 乗船 場 や 古 口 駅 等 か ら 利用 可能 。 [漁火 (いさ り び )」 が 津軽 海峡 に 浮か ぶ 。 昌 ス に も 組み 込ま れ て お り 、DC 特 別 企画 で は ガイ ド 二 並み と 、 ル リ 色 に 輝く 田沢 湖 が 一 望 で きる 。 
形 屈 指 の 景勝 地 最上 峡 を 楽し め る 最上 川 舟 下 と 共に ウォ ー キ ング が で きる 。 回 符 着 回 回 s』 回 

O 問 ノ 山元 町 商工 観光 交流 課 り と セッ ト で 訪れ た い 。 O 問 ノ 北斗 市 観光 案内 所 O 問 ノ 宮古 市 観光 課 O 問 ノ 仙北 市 田沢 湖 観 光 情 報 セ ンタ ー 5 さ 

交通 JR 坂元 駅 か ら 車 で 約 5 分 間 ン 最上 川 交通 株 式 会 社 旅行 間 交通 JR 新 函 館 北斗 駅 か の ら 車 で 約 20 分 交通 JR 宮古 駅 か ら 車 で 約 10 分 ー 「 フ ォ レイ ク ] 」 回 
23 交通 ( 最 寄 駅 ) JR 古 口 駅 ほか 交通 / JR 田沢 湖 駅 か ら バ ス で 約 1 時 間 24 


自然 に 飛び 込む 


(の ノ ト ド ノ ュ 。 い 
/V レ ュー ン 


普段 は 棚 く か ら 眺 め る だ け の 山 に 、 海 に 、 川 に 、 思 い 切 っ て 飛び 込ん で み ま し ょ う 。 
心 も 身 体 も リフ レッ シュ する 、 す ば らし い 体 験 が 待っ て いま す 。 








羽黒 山 "。 : 

_ To ア と ここ 
| 修行 者 体験 
- 東北 陣 一 の 霊場 で ある 出羽 三山 。 死 者 
、 と し て 三山 を 巡り 、 そ し て 生ま れ か わる 
se <「 三 関 三 渡 」 の 行 に 勤しむ 修行 者 に な ら 
っ いく 白 装 束 を 身 に まとっ て 自分 の 現在 、 


、。m 過去 未来 を 見 つめ る 旅 を 。 荘 厳 な 散 並 _ 朝 議 


プッ 木 に 国宝 の 五重塔 \ 月 山 と 湯殿 山の神 
記 --。 合祀 する 三 神 合 祭典 な ど 、 見 どこ ろ が 


| コマ 清 載 。DC 特 別 企画 で は 白 装束 レン タル 
い ) 問 ン 庄 交 コ ー ポ レー ショ ント aa 
/,. 其 〆 庄 交 トラ ベル 本 社 営業 所 と 


体験 TTY 


日 神山 地 の 玄 関口 ・ 藤 里 町 の 自然 を た っ ぷり 満喫 す 
る ツー リズ ム 。 約 8,000 年 の 歴史 を 刻む ブナ の 森 を 
ゆっ くり 散策 する 山歩き や スキ ー、 本 格 登 山 は も ちろ 
ん 、 秋 田 の 棚田 50 選 に も 選ば れ た 雄大 な 棚田 で の 田 
植え や 稲刈り 、 ブ ラッ クベ リー の 摘み 取り & ピュ ー レ づ IE SN 
くり 、 鮎 焼き や だ まっ こ 鍋 、 き り た ん ぼ ぽ 、 豆 腐 づ くり の ほ SS ささ くく くさ るる 
か 、 た き 火 、 科 キャ ンプ な ど 、 農 作業 や 料理 を 通し て 藤 き NN 
里 の 文化 に 触れ る 体験 が 人 気 だ 。 ま た 、 高 山 太鼓 や 放 5 EE 2 r- 7: 週 度 ク / ル ミ y さ 
駒 踊 り と いっ た 卿 土 芸能 の 見 学 体験 も で きる 。DC 特 人 、 島 の | に 二 記 BI 
別 企画 と し て 、 リ バー トレ ッ ク ツ アー 等 の プラ ン を 実施 。 ーー す し 生 S た 人 EE-、 | 内 。 請 r 間 1 人 5 ここ cc 
問 ンプ 藤里 町 ツー リズ ム 協 議会 
交通 プ JR ニ ツ 井 駅 か ら 車 で 約 25 分 


っ 





” 王 包 黒 案内 所 下車 徒歩 5 分 





| 式 天体 望遠 鏡 を 備え て いる 。DC 特 別 企 
画 と し て 、 観 測 機器 の 操作 や レク チャ ー な 
二 どの 体験 企画 も 用 意 さ れ て いる 
語 O 癌 2 蜂 の 村 天 文 台 琶 二 計 寺 
O 交通 JR 神 俣 駅 か ら 車 で 約 102 






回 生還 “ 


川崎 渓谷 
キャ ニオ ニン グ 


も 459 川上 お リロ 


に 導 どう 
輝 観 洞 


サッ パ 衣 
アド ベン チャ ー ズ ス 








EETETT 計 


の 交通 JR 鶴岡 駅 か ら 羽 黒山 頂 行き バス で 約 30 分 、 


ー ム 、 | 東北 DC 
台 、 


天文 台 の ある 田村 市 滝 根 町 は 絶好 の 星 
語 空 ス ポッ ト 。 高 さ 16m の 3 階 建 て で 、 福 島 生き 
ミ 県 で は 最大 規模 の 口径 650mm の 反射 寺 


フラ ンス 発祥 の 沢 遊 び & スポ ー ツ ・ キ ャ ニオ ニ 
ング 。 川 崎 渓 谷 登り で は シャ ワー クラ イミ ング な 
ど を 体験 、 下 り で は 天然 の ウォ ー タ ー ス ライ ダー 
を 滑り 降り た り 、 時 に は ダイ ナミ ッ ク に 滝 つ ぼ に 
飛び 込ん だ り と 、 ス リル た っ ぷり の キャ ニオ ニン 
グ が 夏 の 期間 楽し め る 。 

間 プ ZA0C ホ ー ム ペー ジ の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム へ 

交通 JR 仙台 駅 か の ら 車 で 約 1 時 間 10 分 


9 


岩手 県 田野 畑村 


高 さ 200m の 断崖 を 育 に 、 地 元 漁師 が 操る 
「 サ ッ パ 船 (小型 の 磯 船 )」 で 、 爽 快 ク ルー ジン 
グ 。 狭 い 岩 の 間 を 巧み に 船 で すり 抜け 、 断 崖 絶 
壁 や 奇岩 怪 岩 の す ぐ 近 くま で 行け る の で 、 迫 力 
満点 の ダイ ナミ ッ ク な 海岸 線 を 満喫 で きる 。 

問 ノ 体験 村 ・ た の は た 

ネッ トワ ー ク 
交通 三陸 鉄道 田野 畑 駅 か ら 
車 で 約 10 分 





ヘル メッ ト 、 ジ ャ ン パ ー、 長 靴 を 装着 し 、 迷 路 の 
よう な 道 を 880m 進 ん だ 先 に 、 高 さ 60m、 周 囲 
50m の ドー ム が 広がり 、 大 理 石 の 裂け 目 か ら 
流れ 落ち る 落差 29m の 「 天 の 岩戸 の 滝 」 は 、 
洞 内 滝 と し て は 日 本 有数 の 規模 。 隣 接する 滝 
観 洞 稚 光 セン ター で は 、 流 し そう めん の よう に 
食す 名 物 「 滝 流し そば 」 も 味わえ る 。 

間 ン 滝 観 洞 観光 セン ター 

交通 プ JR 上 有 住 駅 か 徒歩 約 3 分 


[秋田 犬 の 里 ] は 世界 的 に も 人 気 の 秋田 犬 を 
テー マ に し た 観光 交流 施設 。 外 観 は 、 忠 犬 ハ 
チ 公 (大 館 市 生ま れ ) が 飼い 主 を 待ち 続け た 
大 正 時 代 の 渋谷 駅 が モデ ル 。 館 内 に は 、「 秋 
田 犬 展示 室 」「 秋 田 犬 ミュ ー ジ アム 」「 お 土産 
ーー 人 80。 

間 / 大 館 市 観光 交流 施設 

[秋田 犬 の 里 ] 事務 室 
交通 JR 大 館 駅 か ら 徒歩 約 3 分 





















~| 特別 企画 












特別 企画 


フル ネス 体験 ) 


洞 瀧 山 線 光 寺 は 、1384 年 に 開か れ た 古 間 で 、 
水 の せ せら ぎ 、 鳥 の さえ ずり 、 躍 の 声 な どの 自 
然 の 音 に 身 を 委ね な が ら 浴 禅 、 写 仏 、 写 経 、 行 
茶 の 体験 が で きる と 、 人 気 を 集め て いる 。DC 
期間 中 は 、 写 仏 ・ 写 経 体験 の お 客 様 に プレ ゼ 
ント も 用 意 さ れ て いる 。 
間 綿 光 寺 
交通 JR 酒田 駅 か ら 車 で 
BU 人 Ii ま / は 
JR 余目 駅 か ら 
車 で 約 10 分 








ね ぶた 絵 を 再 利用 


071IRODORI 
(手作り 雑貨 体験 工房 ) 


実際 に 使用 され た 本 物 の ね ぷ た 絵 で うち わ 
や 灯籠 の 制作 体験 が で きる 。 地 元 の 作家 に 
よる 雑貨 が 並ぶ ショ ッ プ も 併設 。 

※ 前 日 まで 要 予 約 ( 人 数 が 多い 場合 は 7 日 前 まで ) 
旧作 ls(6】pI@」=1| 

日 交通 / 弘 南 鉄道 黒石 駅 か ら 徒歩 約 10 分 


ヒメ ボタ ル 観 賞 会 


岩手 県 二戸 市 


二戸 市 、 軽 米 町 、 九 戸村 に また が る 折 爪 后 は 、 東 北 最大 級 と い 
われ る ヒメ ボタ ル の 生息 地 。7 月頃 、 ヒ メ ボ タ ル は 折 爪 岳山 頂 付 
近 の プチ ナ の 原生 林 の 中 で 瞬き 始め 、 最 盛 期 に な る と 100 万 匹 と 
も いわ れる 光 の 乱舞 を 見 る こと が で きる 。DC 特 別 企画 と し て 、 
折 眉 の 仙人 こと 佐藤 雄三 氏 に よる プレ ミア ム ガ イ ド を 実施 。 


O 間 ン 二戸 市 商 エ 観光 流通 課 








熊野 大 社 ' 
巫女 体験 ・ 月 結び 


日 本 三 熊野 の 一 つ 、 東 北 の 伊勢 と も 称 さ れ て 
いる 熊野 大 社 の 神様 は 縁結び の 神様 。 こ こ で 
は 、 巫 女 衣 装 を 身 に まとい 、 清 掃 や 神事 へ の 
参加 、 お 守り づく りな ど を 行う 「 巫 女体 験 」 が で 
きる 。 ま た 、 月 に 一 度 の 満月 の 夜 、 月 の 光 と うさ 
ぎ に 導 か れ 、 ご 縁 が 結ば れる よう 、 特 別 な 緑 結 
び 祈 願 祭 「 月 結び 」 が 行わ れる 。 
間 ノ 巫女 体験 : 
一 般 社団 法人 や ま が た 
アル カ デ ィ ア 観光 局 
月 結び : 熊野 大 社 
交通 ノ 山 形 鉄道 宮内 駅 か ら 
徒歩 約 15 分 





26 


タ ・% 知 言 2 
人 % 京 を 7 商 喫 す る ! 










































| pa 年 5 記 
馬 ら ) WW 了 ア ング で 自然 が 生み 出す 美しい グラ デー ショ ン 湖 呼 の 新た が な 楽 ビ か な 記 
12 胃 0 且 ーー ニー ニーー 
取 市 サイ クル 知生 蔵王 御 釜 マジ ッ ク タ イム ツア 記 '8: | タゲ ザワ コ サウ ナー ニー 
スポ ー ツ セン ター 中 澤 さ ん 「 新 た な 観光 施設 が 立ち 並び 、 施 設 間 山形 県 上 山 市 語 = = ニー 
市 の 復興 計画 の 一 環 と し て 、 ま た 地域 の 人 々 に よる クラ ウド ファ ン デ ィング な どの 応援 に よ 夫 且 講和 り RB DC 符 列 企画 こし < 実 池 ん 2 2 まめ が と CD に = ヨコ 田沢 湖 の 湖畔 で ニャン 50 お ce ニー 
り 、 宮 城 県 内 最大 級 の サイ クリ ング 施設 と 海 治 い の ロ ー ド が 復活 。 本 格 的 な 自転 車 競技 を ニラ ジン ショ ンコ 出発 し 、 蔵 王 件 釜 へ 。 旬 田 領 神社 か ら バ 神 秘 的 な 爺 釜 光り 輝く ご 米光 を 拝む き て の 役 は 5 証 も に サウ ナ で リフ レッ シュ を 楽 じ も う 5 = = キー 
の 練習 に も 最適 な ロー ド に 加え 、 親 子 や 小さ い 子 た ち で 楽し め る ユニ ー ク な お も し 自転 、 高山 植物 の 宝庫 で も ある 御田 用 神 湿原 の 遊歩 道 を 散策 記 ら に 計 軍 が 良けれ は 雲海 を 眺め 場 フィ ン ラン ド の サウ ナ に 着想 を 得 て 始 生計 = ニ ー ニ = 
車 も 用 意 さ れ て いる 。 ゆ っ くり 温泉 が 楽し め る 『 名 取 ゆ りあ げ 温 泉 輪 り ん の 宿 』 を 併設 し て ldUN で 0 の 2“ ) る こと も 5 ガイ ド が 雪 内 し < くれ る の < 初心 者 で も 03 まう た | タ ザ ワ コ サ ウナ 」 は 、 に 昌 沢 渦 の ほ 二 っ = ニニ ミー : 
お り 、 宿 泊 や 食事 も 可能 。 こ こ を 起点 に 自転 車 で の 周辺 観光 を 楽し か の も お すす め 。 SS ( 問 和 般 社 団 法 上 F 山 市 観光 物産 協会 詳 こり で 楽し め る テン ト サ ウナ 。 水 風呂 の 代 ーー 
O 問 ノ 名 取 市 商工 観光 課 OQ 交通 /JR 名 取 駅 か ら 車 で 約 15 分 の リン ク 、3x3 や フッ ト サ ル の コー ト な ど を 擁し て お 交通 "JR の み の や ま 温泉 駅 (市 内 愉 放 2 赴 有 2 及 2 語 ) Es os で ーーー ニ ニー 本 ニー 3 
り 、 さ ま ざ ま な スポ ー ツ が 楽し め ま す 。 併 設 の 『 名 取 ーー 9 ZN ドア ベー ス 、 ュー 
ゆり あげ 温泉 輸 り ん の 宿 』 で は 、 地 下 約 1.200m es っ だ 培 ラサ フワ コ サッ ナ ) 議 
か ら 掘 削 さ れ た 温泉 や 宿泊 、 食 事 が 楽し め ま す 」 OO | ES 交通 2 JH 田沢 湖 駅 あら ンー 
中 澤 さ ん 「 か わ ま ち て ら す 関 上 や 震 災 メモ リア ル に ョ キ で 20 分 生 デ 
公園 も 自転 車 な ら ほ ん の 10 分 の 距離 で すし 、 晶 | ーー 
曜 、 祝 日 に は すぐ そば で ゆり あげ 港 朝市 が 開催 さ 
れ 、 競 り 市 や 炉端 焼き も 体験 で きま す 。 先 日 は 、 セ 
ンタ ー の マン スリ ー プ ログ ラム に ある サイ クリ ング 
ツア ー で 秋保 まで 行っ た ん で す よ 」 
渡辺 さん 「 ス タッ フ は みん な スポ ー ツ イン スト ラク 
ター や 自転 車 整 備 士 の 資格 を 持っ て いま すか ら 、 
ぜひ 気軽 に お 声 掛 け く だ さい 。 ま た 、 名 取 ト レイ ル 2 
セン ター と の 連携 に より 、 み ちの く 潮 風 ト レイ ル へ 人 且 フ 生か を 訪ね る 
の 窓口 と し て も 機能 し て いき た いと 考え て いま す 。 9 土 湯 ・ 女 沼 
隔 上 、 名 取 、 宮 城 そ し て 東北 全体 と の 繋が り を 大 [ 19 世界 遺 軸 産 ・ サッ プ ・ カ ヤッ ク 体 験 
OAI 人 AA 神山 地 | 吾妻 山 の 爆発 と 山 津波 に よっ て で きた 、 周 囲 約 1.200 浅 で 波 も な く 穏 や か な 沼 で 
| NT 半生 に 3 発 と 山 津波 に よっ て で きた 、 周 囲 % m の 女 沼 。 遠 浅 で 波 も な く 穏やか な 沼 で 、 
時 AS 替り < 寺 ) 、 作 ジジ ニュ ンス ン ん 周囲 は 木々 に 覆 わ れ て お り 四季 折々 の 絶景 と 山野 草 が 楽し め る 。DC 特 別 企画 と し て 実施 され 
時 5 時 に は 軍 料 「 は 、 3 る サッ プ ・ カ ヤッ ク 体 験 や ボー ト 遊 覧 で は 、 沼 の 中 央 か ら 360 度 の パノラマ で 景色 が 堪能 で きる 。 
観光 課 20 トー を に ts 譜 。 O 問 /NPO 法 人 土 湯 温 泉 観光 協会 O 交通 JR 福島 駅 か ら バ ス で 約 45 分 
5 に ブ プ の 原生 杯 が 広がる 自 神山 地 。 
中 澤 真哉 きん 渡辺 辰巳 きん 西目屋 村 に は 世界 遺産 登録 地域 


リ / | NR 。 - 。 .-  。 内 を 比較 的 手軽 に 散策 で きる 
者 5. "ルー ト が 整備 され て いる 。 ガ イド に 
導 か れ な が ら 、 ブ ナ 林 散策 集 道 や マー 
イナ スイ オン た っ . ぷ り の 暗 門 (あん 
も ん ) の 滝 ま で トレ ッ キ ング を 楽し 
み 、 大 自然 を 体感 する 秦 な 時 の 
を 過 ご Pc て みよ うー 
問 グ アア クア グリ ニ コレ ウルク y 
ANIW9N 上 
交通 JR 弘前 駅 か ら / バス で 
約 1 時 間 30 分 、 ア クア グリ ー ン 
レッグ AMMON 前 


Ju ャ = = Fc トー 


で ん えん 


だ ば た 


土田 畑村 
天上 美果 


| 広大 な 田園 風景 の 中 、 多 彩 な タイ プ の ログ ハ 

ウス で の 宿泊 が 楽し め る 「 で ん えん 土田 畑 

.』 村 」。 美 里 町 産 の お いし い 食 材 を 使用 し た 食 

_ 事 を 堪能 で きる ほか 、 中 庭 で の BBO も 楽し め 

る 。 HO 人 AMMCO NR) マ 1 O 問 ノ 一 般 社団 法人 か な ぎ 元 気 村 
003 こ て と てこ に 奥津 軽 トレ イル 倶楽部 

和 ガ の 問 ノ で ん えん 土田 畑村 由 2 か っ 寺 こ 吉本 。 7 NR 

の 交通 JR 鹿島 台 駅 か >  Mret 邊 。 - っ の 2 3 

車 で 約 12 分 2 セ や 


私 た ち が 
オス ス メ 


奥津 軽 ト レイ ル 


青森 県 五所 川原 市 


oO 


カジ ュ ア ル に スポ ー ツ 大 覚 


-- か つて 日 本 最長 を 誇り 、 日 本 初 の 森林 鉄道 が 
残し た 近代 化 遺 産 な ど が 点 在 する 奥津 軽 エ リ 
ア 。 青 森 ひ ば と 森林 鉄道 軌道 跡 を テー マ に 、 現 
在 、 歴 史 や 文化 、 自 然 を つなぐ 、8 つ の トレ キッ 
ング コー ス ( 総 延長 117km) が 用 意 さ れ て い 
. る 。 知 られ ざる 奥津 軽 の 魅力 を 体感 し よう 。 





= 23 | 浅虫 アク ティ ビ テ ィ 24 | 手ぶら で 
13 普代 浜 園地 15 | 奥 久 慈 サ イク リン グ 16 | 中 ノ 沢 沼尻 (サッ シー カヤ ッ ク ほ か / ター ンク ん 
ミニ ビー ) 一 (4-Ride( フ ォ ー ラ イド ) 
ンー ニン RT へ! の ACTIVITY STATION) ui 
DC 特別 企画 と し て 実施 され る 、 ス イー ツ を 味 上 “ = 青森 県 青森 市 海 と 山 、 両 方 の 豊か な 自然 が 広がる 男鹿 半 


島 。 釣 りや サイ クリ ング 、 マ リン スポ ー ツ な ど 多 


美しい 普代 浜 園 地 キ ラウ ミ の 砂 の 上 で 、 朝 日 を 
浴び な が ら ヨ ガ を 。 免 疫 力 の 向上 や 心身 の リフ 
レッ シュ 、 日 頃 の 運動 不足 の 解消 に 、 老 若 男 女 、 
性 別 を 問わ ず 、 未 経験 者 ・ 親 子 参 加 も 大 歓迎 。5 
月 か ら 9 月 の 最終 日 曜日 に 開催 。 
O 問 ノ 普 代 村 農林 商工 課 
交通 三陸 鉄道 普代 駅 か ら 
徒歩 約 20 分 





公園 内 に は 、 ア スレ チッ ク 遊 具 や 人 工 芝 の そり わい な が ら 国 土 交通 省 が 推奨 する 自転 車 モ デ 安達 太良 山 の 中 腹 、 標 高 約 1.300m に 湧く 中 ノ 沢 


滑り 台 、 デ ィ キ ャ ンプ 場 、 パ ー ク ゴル フ 場 、 散 策 
コー ス な ど が 整備 され 、 子 供 か ら 大 人 まで 楽し 
むこ と が で きる 。 大 自然 を 感じ な が ら 、 発 見 と 体 


験 に 満ち た 夏 の 一 日 を 満喫 






【 記 06 ロト 帳 半 口 | 
O 問 ノ 万 葉 ま ち づ くり セン ター  . 『 
O 交通 JR 仙台 駅 か ら 回 

バス で 約 50 分 


ルコ ー ス 奥 久 慈 街道 を 巡る サイ クリ ング 。 古都 ・ 
棚倉 町 か ら 久慈 川 サ イク リン グロ ー ド を 走り 風 
呂 山 か ら 矢祭 山 を 巡る コー ス と 、e-bike に 乗っ 
て 江 竜 田 の 滝 を 巡り 、 奥 久慈 の 自然 を 満喫 す 
る 2 コー ス か ら 選 択 で きる 。 


O 問 ン ノ 東 白川 サイ クリ ング ュ 
進 会 議 穫 は 
O 回 


交通 JR 級 城 棚倉 駅 下車 


沼尻 温泉 の 源泉 は 、 単 一 湯口 か ら の 湯 出 量 が 毎 
分 1 万 3400 》 と 日 本 一 を 誇る 。DC 特 別 企画 で は 
この 源泉 を 、 ガ イド 同伴 で 野性 味 溢れ る 野天 風呂 
で 体験 。 日 茶 の 滝 や 滝上 の 絶景 ほ ミス ポッ ト 、 洞 窟 温 
泉 な ど 、 源 泉 ま で の 道のり に も 
見 どこ ろ る 満載 。 回 芝 回 
O 間 /Cafe & activity nowhere 
交通 JR 猪苗代 駅 か ら 
バス で 約 30 分 





浅虫 で は 、 定 番 の サッ プ 、 カ ヤッ ク 、 森 林 浴 
ウォ ー キ ング を は じ め 、 今 期 か ら メ ガサ ッ プ 、 サ ッ 
プ ヨ ガ 、 バ ナナ ボー ト 、 ヨ ッ ト ク ルー ズ 等 、 豊 富 な 
コン テン ツ を 用 意 し て いる 。 
O 問 /4-Ride ACTIVITY 

所 


青い 森 鉄道 
IT 


彩 な アク ティ ビ テ ィ が 楽し め る エリ ア の 中 心 に 
開か れ た 「 な ま は げ オ ー ト キャ ンプ 場 」 で 、 手 軽 


で お 洒落 に テン トス テイ や バー ベ キ ュー が で き 


る キャ ンプ を 楽し も う 。 


O 問 / 一 般 社団 法人 
連 鹿 市 観光 協会 
DMO 推 進 室 

O 交通 JR 男鹿 駅 か ら 

車 で 約 25 分 





気候 > 風土 を 映す 新生 ワイ ナリ ー 


大 和 町 生ま れ の ワイ ン 







げ 美 ヴ ィ ン ヤ - ド 終 
ワイ ナリ ー 


大 和 町 の 奥 、 ヤツ に 人 
模 の ワイ ナリ ー。 レ スト ラン で は 、 な だ ら が な あぶ 追う 畑 と 山 
槻 を 眺め な が ら 、 ワ イン と 大 和 町 で 育っ だ 次 枕 を 使っ た 
料理 と の マリ アー ジュ を 楽し むこ と が で き % 選 
間 ノ 了 美 ヴィ ン ヤ ー ド アン ド ワ イ ナ リー 
交通 プ JR 仙 台 駅 か ら 車 で 約 50 分 











詳し く は こち ら 


ほろ 酔い て めぐ る 、 う まい 酒 と 看 
夕涼み が て ら に 食べ 歩き ! 


0 | 夏 の 夜 の 土 湯 短 
ぶら っ と 温泉 バル 業 


HTTT 
福島 上 福島 市 | 

リウ マチ 、 神 経 痛 、 婦 人 病 な ど に 効果 が ある 

と 評判 の 土 湯 温泉 。「 ぶ ら っ と 温泉 バル 」 は 、 

8 月 限定 の DC 特別 企画 で 、 名 湯 と と も に 地 

域 の 美味 を 巡る 食べ 歩き ・ 飲 み 歩 き イ ベン 

ト 。 足 湯 や どぶ ろく 、 え び 釣 りな ども 楽し め る 。 

O 間 / 土 湯 温泉 観光 協会 

交通 JR 福島 駅 か の ら バ ス で 約 45 分 








に 半 ) の > と ウィ イン 
ニン て こつ 
小坂 漁 ワ イナ リコ 


201 7 年 1 0 に オー プン し た 新入 フ ナ 
ーー リー 地域 に 根差し た ヤマ ブ 2 。 - 
ME 
る 。 ヤ マブ ドウ 交配 種 の 特徴 を 最大 限 に 活 証 
いり の /E ピル シシ ンジ ズン 】 に る) 軽 ロタ イプ 壇 
や 時 ロタ イズ 醸造 。 ガ イド 同行 で 醸造 所 3 
いた さ E( 要 事前 予約 )3 ek 
SEPg "ガイド ツア ー [近代 化 産業 遺 。 
9 用 を 《 る ワイ シン ツーリズム | を 実 放 9 


。 と 癌 ノ 小坂 寺 ラ くり 株式 会 本 計っ ュ 


JR iR05 東 で 625 5 分 , 


豊か な 大 地 と 美しい 水 や 空気 。 <09 
さま ざま な 風土 を 持つ 東北 は 、 了 0 
お いし い 酒 の 宝庫 。 
048 

それ ぞ れ の 地域 性 が 

05。 s01 
酒 の 味 に 映り 、 唯 一 の 

07 < 10 
味わい を 醸し 出し て いま す 。 。03 

・06 


お いし い 食 の 都 圧 内 
酒 ま っ り 2021 本 革 語 


9 月 18 日 ・19 日 に 、 庄 内 地域 18 蔵 の 日 本 酒 を メイ ン に 山形 の 美味 し 
い お 酒 が 楽し め る イベ ント を 開催 。 四 方 を 山 と 海 に 囲ま れ た 庄内 地 
域 は 、 そ の 地形 と 気候 に より 四季 を 通し て お いし い 食 材 の 宝庫 。 イ 
ベン ト で は 食 の 都 庄 内 の 美食 ・ 美 酒 が 一 堂 に 会 する 。 


問 / 酒 田 市 交流 観光 課 交通 JR 酒田 駅 か 徒歩 約 20 分 





に 林 了 


2020 年 1 月 、 天 童 温泉 街 の どまんなか に オー プン し た 屋台 村 「 と 横 
丁 」。 横 丁 内 に は 、 自 由 に 対局 で きる 将棋 テー ブル が 置か れ 、 将 棋 の 
街 な ら で は の 楽し み も 。DC 期 間 中 に 利用 で きる 「 と 横 耳 バー ホッ ピ 
ング チケ ッ ト 」 な ど 、 特 別 企画 も や 用意 し て いる 。 一 日 中 遊ん で 、 夜 は 
「 と 横丁 」 で 地元 の 食材 を 使っ た 美食 ・ 美 酒 を 堪能 し た い 。 

問 / 株 式 会 社 DMC 天 音 温 交通 JR 天童 駅 か ら 徒 歩 約 10 分 


ふく し ま 逢 瀬 

ワイ ナリ ー 
JR 郡山 駅 と 猪苗代 湖 の ほぼ 中 間 に 位 置 し 、 田 園 を 抜け た 静か な 
山あい に ある 豊か な 自然 環境 に 恵まれ た 醸造 施設 。 フ ルー ツ 王 国 
ふく し ま の 魅力 を 生か すべ く 特 産品 で ある 桃 、 梨 、 林 檎 を 使っ た 蒸 
留 酒 や 、 郡 山 市 産 プ ドウ 100% の ワイ ン を 造っ て いる 。 


間 ふ くし ま 逢 瀬 ワ イナ リー 
交通 JR 郡山 駅 か ら 車 で 約 40 分 






















高 還 ワイ ナリ ー 
Prrrrs 


1990 年 創業 。「 世 界 に 胸 を 張れ る ワイ ン 造 り ]」 を コン 
セプト に 、 自 社 農園 や 地元 農家 が 栽培 し た ぶどう や 
さく らん ぼ 、 ラ ・ フ ラン ス な ど を 使用 。 親 し み の あ る 甘 
ロロ の ワイ ン や フル ー ツ ワイ ン か ら 、 ワ イン 愛好 家 を 喰 
ら せ る 白 ワ イン の シャ ルド ネ や フル ボディ タイ プ の 赤 
ワイ ン ま で 、 多 種 多様 の ワイ ン を 醸造 し て いる 。 ワ イン 
製造 工程 の 見 学 や 試飲 も 楽し め る 。 夏 の 肉 祭 り 、 秋 
の 収穫 祭 な ど 、 イ ベン ト も 多数 。 
問 プ 高畠 ワイ ナリ ー 
ーー 前 歩 約 10 分 











へ NN 高畠 と いう 地 に 根ざし た ワイ ン 造 り を / 


1990 年 に ここ 高畠 の 地 で 生ま れ た 『 高 箇 ワ イナ リー」』 が 大 き な 転 機 を 迎え た の は 、2005 年 の こと で し た 。 
『 ほ ん も の "の ワイ ナリ ー で ある た め に 、 ワ イン 用 ぶどう の 栽培 を 手掛け 始め た の で す 。 そ こ か ら は 、 文 字 通 り 
手探り 、 試 行 錯誤 の 連続 で し た 。 高 畠 産 の ぶどう と 、 高 晶 と いう 地場 その も の の ポテ ン シ ャ ル を 活か し た ワ 
2 告 り を 実践 し 、 よ う や く 納 得 の いく 味わい に 近づい た な 、 と 思え る よう に な っ た の は ご く 最 近 の こと で す 。 
昌 を 始め 東北 の 気候 の 特徴 は 、 一 年 を 通し て 気温 が 低い こと 、 夜 は 気温 が 下がる こと 、 夏 の 日 中 に 一 気 
の と が 挙げ られ ます 。 こ の 急激 な 寒暖 の 差 が 、 ワ イン 用 ぶどう の 栽培 に は と て も 適し て いま 
す 。 温 暖 化 の 影響 に よっ て この 傾向 は さら に 強まり 、 い ま 、 ワ イン 醸造 界 で きこ 
ます 。 そ の 中 で 私 た ちの 変わ ら ぬ 目標 は 、 世 界 の 銘 醸 地 と 並び 立て る よう な プレ ミア ム ワ イ ナリ ー に な る こと 。 
例え 100 年 の 歳 月 を か け て も 必ず 到達 する た め に は 、 醸 造 家 と 栽培 家 の 両 方 が 成長 を 続け な く て は な り ま 
せん 。 我 々 醸造 家 も 畑 に 携わり 、 社 内 だ け で な く 地 域 の 栽培 家 の 方 々 も 畑 の オフ シー ズン に は 醸造 に 携 わ 
り 、 世 界 に 通用 する 王道 の ワイ ン 造 り に 取り 組ん で いま す 。 


高畠 ワイ ナリ ー 醸造 担当 チー フ 松田 旬 一 さん ー | テー 








年 自 
八戸 酒造 見 学 ・ 
々 ン 眉 右 還 叶 = 
利き 酒 と 屋形 船 遊 覧 
南部 杜氏 に よる 酒造 り が 盛ん な 八戸 地方 に は 、6 つ の 建造 物 が 国 の 登録 
有形 文化 財 に 指定 され て いる 「 八 戸 酒造 を 始め 、 江 戸 時 代 か ら 続く 老舗 
酒蔵 が 健在 。 酒 蔵 見 学 や 利き 酒 は も ちろ ん 、 屋 形 船 で 八戸 
湾 を 遊覧 し な が ら 、 地 酒 と 八戸 の 美味 を 堪能 する プラ ン も 。 


問 / 八 戸 酒造 ・ 八 戸屋 形 船 新井 田丸 
交通 プ JR 陸 奥 湊 駅 か ら 徒 歩 約 15 分 


に 回 
森 の 館 ウ ッ テ ィ 訂 i 
白樺 林 が 美しい 平 庭 高原 の 一 画 に ある ワイ ン 工 場 で は 、 厳 選 さ れ た 山 ぶ ど 
う を ふん だ ん に 使い 、 ワ イン や ジュ ー ス を 製造 。 ぶ どう の フル ー テ ィ な 香り に 
包ま れ な が ら 、 工 場 見 学 (事前 予約 制 ) が 楽し め る 。 隣 接する 「 森 の 館 ウ ッ 
ディ 」 で は 製造 し た ワイ ン や ジュ ー ス を 販売 。 全 て 試飲 で きる 回 回 
の で 、 お 気に入り の も の を じっくり 選ぶ こと が で きる 。 RE 了 


間 ン 岩手 くず まき ワイ ン 
交通 プ JR い わ て 沼宮内 駅 か の ら バ ス で 約 50 分 回 豆 : 


ベア レン 醸造 所 馬 
「 ベ アレ ン 醸 造 所 ] は ドイ ツ か ら 運 ん だ ビン テー ジ な 設備 と 、 伝 統 の 技術 を 受 
け 継 い だ マ イス ター の 手 に よる ビー ル 醸 造 所 。100 年 以上 前 か ら 続 く 醸 造 工 
呈 な ど を 30 分 ほど か け て 見 学 で きる 。 ビ ー ル 飲み 放題 な どい くつ か の 見 学 
コー ス か ら 選 べ る 。 
間 ノ ベア レン 醸造 所 
交通 JR 盛岡 駅 か ら 車 で 約 10 分 
































個性 あふ れる 
東北 の 酒 酒蔵 島 。 





弘前 シー ドル 用 諾 語 
近年 ブー ム と な りつ つ 
ある りん ご の お 酒 「 シ ー 


ドル 」。 り ん ご 生産 量 日 
本 一 を 誇る 弘前 。 実 は 
「 日 本 シー ドル 発祥 の 
地 ] で も ある 。 生 食用 り 
ん ご を 区 沢 に 使っ た 地 

シー ドル 作り が 盛ん に 
行わ れ て お り 、 個 性 的 
な シー ドル が 揃う 。 


間 ノ 弘前 市 りん ご 公園 
交通 JR 弘前 駅 か の ら バ ス で 約 20 分 、 
| 常盤 坂 入口 」 下車 徒 歩 約 7 分 
※8 時 人 台 一 16 時 人 台 の 相馬 行き バス は 、 
りん ご 公園 敷地 内 で 停車 する 。 


小玉 醸造 


味噌 ・ 将 油 の 醸造 か ら 始ま り 、 酒 造 
業 に も 進出 し て 銘酒 [太平 山 ]( 秋 
田 を 代表 する 名 峰 ) を 世に 送り 出し 
た 小玉 醸造 。 歴 史 あ る レン ガ 造 り の 
蔵 が 建ち 並び 、 そ の 蔵 の 中 で 現在 
も 受け 継が れる 日 本 酒 や 味噌 醤油 
の 醸造 工程 な ど を 見 学 で きる 。 
間 ン 小玉 醸造 株 式 会 社 
交通 ブ プ JR 羽後 飯塚 駅 か ら 
徒歩 約 10 分 





仙南 シン ケン 
ファ クト リー 


ドイ ツ や イギリス の 麦芽 や 酵母 を 使 
い 、 本 場 ド イツ の 伝統 的 な 製法 で 
醸造 する 「 仙 南 ク ラフ トビ ー ル 」 は 全 
国 的 に も 評価 の 高い 人 気 ブ ル ワ 
| リー。 常 時 5 種 の 地ビール と 楽し む 
の は 、 当 施設 ハム 工場 直送 「 仙 南 
| みらい 工房 ビッ セン 」 の 宮城 県 産 豚 
を 使用 し た ハム ・ ソ ー セ ー ジ 。 






問 / み やき 仙南 農業 協同 組合 
交通 / 阿 武 隈 急行 角田 駅 か ら 徒 歩 約 5 分 


こい ( 穂 ノ 泉 ) 


「 桃 川 」 は 江戸 時 代 創 業 
の 伝統 ある 酒蔵 。 日 本 一 
大 きい と も いわ れる 杉 玉 
が 節 ら れ た 酒蔵 で は 、 地 
元 お いら せ 町 産 の 銘柄 米 
で ある 「 ま っ し ぐら 」 と 奥 入 
瀬川 の 伏流 水 で 南部 杜 
氏 が 丹精 込め て 仕込 ん だ 
純 米 酒 「 穂 ノ 泉 ] が 自慢 
だ 。 ぜ ひ 一 度 ご 賞味 あれ 。 


n 加 
= 


TE TEE 





問 ノ 桃 川 株 式 会 社 
交通 青い 森 鉄 道 下 田 駅 か ら 
バス で 約 15 分 30 


発 本 の チカ ラ は ここ に も / 


乳酸 発酵 
ヨー グル ト や チー ズ に 代表 され る 乳酸 発 
酵 。 糖 分 を 分 解 し て 乳酸 を 生成 する 乳酸 
発酵 は 、 標 漬け や キム チ 、 す ぐ き 漬け な ど に 
代表 され る 漬物 や 、 な れず し と いっ た 独特 
の 酸味 と 旨み に 寄与 し て いる 。 


テー マ 


省 信 


詳し く は こち ら 


ぶ ふつ ぶ ふつ と 、 う まみ を 増す と ' 員 
寺泊 5 下 還 


東北 の 食 文 化 を 語る 上 で 欠か せな い 要 素 。 
寒く 長い 冬 を 乗り 越え 、 よ りお いし く 

味わう た め の 先 人 た ちの 知恵 が 、 

ふつ ふつ と 発酵 する 棚 の 中 に 詰まっ て いま す 。 


アル コー ル 発 酵 
日 本 酒 に ワイ ン 、 ビ ー ル な ど は 、 原 材料 に 含ま 電 
れる 糖分 が 酵母 の 働き に よっ て アル コー ル と 
二酸化 炭素 に 分 解 さ れる こと で お 酒 に な る 。 
また 、 こ の 二酸化 炭素 の 発生 を 利用 し て 生地 
を 膨らませ る の が パン の 発酵 過程 で ある 。 


アミ ノ 酸 発酵 
菌 に よる アミ ノ 酸 発酵 を 利用 し て で きる 食品 の 
代表 格 が 味噌 や 醤油 。 大 豆 に 米 や 麦 な どの 麹 
を 加え て 発酵 ・ 熟 成 さ せ た 味 噌 は 、 大 豆 に 含ま 
れる た ん ぱく 質 が アミ ノ 酸 に 変換 され る こと で 
旧 み を 増し 、 消 化 も し や すく な る 。 








< の と 上 






ラノ クノ 
















発酵 有形 文化 財 指定 2 拉 


みち の く 古 川 食 の 基 「 醸 室 」 


江戸 時 代 後 期 より 続く 酒造 店 の 蔵 や 母屋 を 改装 し た 、 食 の ru 8 
蔵 「 醸 室 」( か むろ )。 施 設 内 の 大 小 10 棟 ほど の 蔵 で は 、 個 性 。 『/ 朝 
的 な お 店 が 並ん で いる 。 ま た 、 大 崎 市 観光 物産 セン ター (. 記 
「DOZO」 で は 大 崎 市 の 特産 品 も 手 に 入れ られ る 。 
間 ノ 株 式 会 社 醸 室 

交通 JR 古川 駅 か ら 徒歩 約 20 分 


日 本 酒 の 原型 を 仕込 ん で 味わう ! 





た か むろ 水 光 園 
「 ど ぶろ く 醸造 体験 」 


岩手 県 速 野市 は 、 通 称 「 ど ぶろ く 特 区 」 に 全国 で 最初 に 
認定 され た エリ ア 。DC 特 別 企画 と し て 、 通 常 1 日 の と ころ 
を 2 日 間 か け て じっくり 醸造 体験 し て いた だ く 宿 泊 プ ラン 
を 用 意 。 出 来 上 が っ た 自分 だ け の どぶ ろく は 後日 届く 。 
間 ノ た か むろ 水 区 園 
交通 プ JR 遠 野 駅 か ら 車 で 約 20 分 


ヽ 東北 の 発酵 は 、 

世界 の 食 文化 を 変革 する 

厳し い 冬 が 容 赦 な く 訪れ る 東北 に お いて 、 
保存 食 づ くり は 命 を 繋げ る 大 切な 営み 。 そ し 
て 保存 食 づ くり を 営む 上 で 欠か せな い 発 酵 
は 、 ま さ に 暮らし を 支え 、 食 に 多様 性 を も た ら 
す な く て は な ら な いも の で し た 。 私 た ちの 蔵 の 
看 板 で ある 味噌 ・ 次 油 は も ちろ ん 、 い ぶり 
が っ こ に 日 本 酒 、 意 外 な と ころ で は 稲庭 うど 
ん も 、 発 桂 の 恩恵 を 受け て 保存 性 と お いし さ 
を 叶え た も の な ん で す よ 。 さ ら に 近年 、 フ イン 
や クラ ラド トピ ニル チョ ス で や 天 然 桂 母 パン な どら 
の 人 気 の 高まり と と も に 、 発 酵 の 力 が 見 直さ 
れ て きま し た 。 発 酵 は 、 伝 統 あ る 食 文化 を 支 
える だ け で な く 、 全 く 新 し い 、 そ れこ そ て 世界 の 
食 に 革命 を 起こ す よ うな ポテ ン シ ャ ル を まだ 
まだ 秘め て いま す 。 そ の 一 端 を 、 国 境 を 横断 し 
て つく られ る 料理 と ドリ ンク の ペア リン グ や 
ジア クト リラ リ ソリ で 衝 し ん で いた だ だ だ ら 、 と 
思い ます 。 ま た 、 発 酵 や 醸造 の 世界 で は 「 新 し 
いい 酵母 を 見 つけ る こと は 、 新 し い 天 体 を 見 つ 
ける こと より も 難し い 」 と 言わ れ て いま す が 、 
私 た ちの 蔵 で は 、 自 身 の 蔵 付き 酵母 を 研究 
する 中 で と て も ユニ ー ク か つ 草 新 的 な 酵母 を 
発見 する こと が で きま し た 。 こ の 蔵 付き 酵母 を 
使っ た ワイ ン と キャ ヴィ ア の マリ アー ジュ を 楽し 
ん で いた だ ける 日 も 、 も うす ぐ で す 。 


人 を に あめ 
* ヽ 2 ヒ 一 一 

醸造 元 脈 還 束 画 
江戸 未 期 創業 、 皆 瀬川 の 伏流 水 を 源 に 
味噌 ・ 将 油 の 醸造 を 続け る 老舗 蔵元 。 世 
界 の 食 文 化 と 和 の 調味 料 が 融合 し 、 進 化 
し て いく こと を 理念 “Life is Voyage” と し 、 
海外 展開 と 共に 新た な 価値 創造 を 行なっ 
て いる 。150 年 の 歴史 が 港 む 蔵 や 庭園 を 
カフ ェ や ギャ ラリ ー に 整備 、 産 業 の 中 で 開 


花 す る アー ト & イン バウ ンド ツア ー も 楽し 私 が オス ス メ 


め る 。 発 酵 の 力 を カフ ェ メ ニュ ー や 和 肉 魚の SN し # す 
加工 品 、 フ ワイ ン や 飲料 に も 応用 、 新 た な 発 = ] ーー 
酵 の 世界 を 追求 し て いる 。 










ヤマ モ 味 只 醤 油 芋 造 元 < 還 、2 妥 

O 問 ノ ヤマ モ 味 噌 醤油 醸造 元 高 茂 合 名 会 社 hn 三 

O 交通 JR 下 湯沢 駅 か 徒歩 約 15 分 常務 取締 役 「 | 7 きま ーー | と や 
高橋 泰 きん UP ーー 


発酵 パー ク CAMOCY( カ モ シー) 発酵 小路 田屋 


和洋 の 発酵 食品 が 融合 


茂 醍醐 













発酵 パー ク CAMOCY( カ モ シ ー) は 、「 発 酵 ] を テー マ に し 
た 商業 施設 で 、「 醸 造 」 の 「 醸 」、「 醸 す ] と いう 言葉 が 由来 。 
「 醸 す ] と は 麹 を 発酵 させ て 酒 や 醤油 を 作る こと 。 発 酵 な し 


[蔵王 格 農 セン ター」 で は 、「 蔵 王 チ ー ズ 」 を は じ め と する ク 
リー ムチ ー ズ や ナチ ュ ラ ル チ ー ズ 、 乳 製品 ドリ ンク 等 を 製造 ・ 
販売 し て いる 。 同 じ 敷 地内 に は チー ズ 料 理 の レス トラ ン や 、 






秋田 県 由利 本 荘 市 に ある 「 雪 の 茅 舎 」 醸 造 元 が 運営 する 
発酵 複合 施設 。 敷 地内 に は 酒 粗 、 甘 酒 、 奈 良 漬 けり な ど が 買 
える 発酵 食品 ショ ッ プ の 他 、 カ フェ 、 ギ ャ ラリ ー、 発 酵 工房 も 





か で は 作れ な い 定 食 や デリ 弁当 、 パ ン 、 チ ョ コ 」 ソフ トク リー ム ・ チ ー ズ ケー キ な ど 遇 も 。 完備 地場 計 信 - 
クリ ー ム チー ス の 半 ラク 回 ソフ トク リー ム ・ チ ー ズ ケー キ な どの 軽食 施設 も 回 3 完 備 。 地 域 と 食 の 魅力 を 発信 し て いる 回 千本 加 
< 詩 - 」 に 間 ノ 蔵王 酷 劇 セン ター L 間 グ 発酵 小路 田屋 ・ コ 
日 本 で は めずらし い 製 法 ロ ド 記 1 避 みそ 注 問 ノ 八木 澤 商 店 。 3 ロ 交通 /JR 和 白石 蔵王 駅 か の ら バ ス で 約 50 分 交通 /JR 羽 後 本 荘 駅 か ら 車 で 約 5 分 
1 mn 交通 プ JR(BRT) 陸 前 高田 駅 か ら 回 
老舗 の お 漬物 メー カー が 作る 濃厚 L 車 で 約 10 分 


温泉 発酵 味噌 皮 二 5 時 
津軽 味噌 は 主 に 、 長 期 熟 成 の 赤 タ イプ の 米 味噌 で 、 麹 歩合 は 低 
く 辛 口 な が ら 、 豊 か な 旨味 が 特徴 。| 津 軽 温泉 味噌 」 は 、 大 航 温 
泉 の 湯元 か ら 引 いた お 湯 を 利用 し て 発酵 ・ 熟 成 さ せる 日 本 で は 
めずらし い 製 法 。 重 厚 な 味わい が 評判 。 


問 / 津 軽 味噌 史 油 株 式 会 社 





| 





@ 











東日本 お みや げ グ ラン プリ 018」 
に お いて 東北 で 唯 王 特別 賞 を 受 
賞 し た 人 気 の お 土産 品 。 ま た 、 併 設 
の 甲 表 館 で は 相馬 野馬 追 に ちな 
ん だ 甲 青 を 見 学 で きる 。 

問 ノ みそ 漬 処 香 の 蔵本 店 
交通 プ JR 鹿 島 駅 か ら 還 で 約 6 分 


I 
1 
ュ ] ま 
1 


な クリ ー パ チー 示 を と 漬け に し 7a。 ニュ 
こだわ り の 逸品 。208 年 に は 、[JR 。 , 
















山形 の 漬物 


リッ と 幸い 攻 子 漬 「 べ そら 濱 け 」 な ど 、 ひ と 味 rr 
違う 美味 し さ に 感動 。 = 
問 ノ や ま が た 観光 情報 セン ター 





ハナ ブサ 醤油 皿 25 


る 見 学 コ ー ス も 人 気 を 呼ん で いる 。 


間 ン 庄内 町 観光 協会 
交通 JR 余目 駅 か 徒歩 約 15 分 








dy 


ーー 
ず es 当 


| me 『 人 
| まま 且 | キク < 請 。 語 還 紅 ( 赤 か ぶ 漬 、 お み 漬 、 べ そら 濱 ) 
Fm = 司 。 コ ク * 人 具 上 4/ 具 吾 了 io 0 
を | * 各 の P 公 0 0 ーー ーー ss ee 福島 は 全国 新酒 鑑 評 会 で 金賞 受賞 数 7 年 連続 日 本 一 と 
ご | 二 単 衝 まで = は WW 新鮮 な 野菜 を 手間 暇 か け て 漬け 込ん だ 、 数 多く の 漬物 が 「 ハ ナフサ 六 油 」 は 、 創 業 約 200 年 の 普 油 上 造 蔵 で 、! し ょ う な っ た 日 本 酒 を は じ め 、 味 噌 、 醤 油 な ど 豊 か な 発酵 文化 が 
坪 | 写 3 ち 本 才 受け 継が れ て いる 山形 県 。 甘 酢 で 漬け た 「 赤 か ぶ 漬 け 」、 大 ゆ の 実 」 | お か ずみ そ 」 な ど で も 愛さ れ て いる 。 ま た 、 向 か い 魅力 。 お 宿 で は 、 高 い 評価 を 受け て いる 日 本 酒 の 酒 粗 を 原 
cre Jr 上 EEE IN_ ゼ _ ゼ ヤヤ 根 ・ 人 参 な ど と 青菜 の 葉 を 刻ん で 漬け 込む 「 お み 漬 け 」、 ピ に は 老舗 酒蔵 「 や ま と 桜 」 が あり 、 両 醸造 蔵 を 90 分 ほど で 巡 料 と し 、 美 容 と 健康 に も よい と 言わ れる 


甘酒 の 提供 で お 客 様 を お も て な し 。 
問 ノ 福島 県 旅館 ホテ ル 生 活 衛生 同業 組合 
交通 施設 に より 異な る 
( 最 寄 駅 ) JR 会 津 若松 駅 ほか 
















横手 や き そ ば ーー 回 





ご 当地 グル メ と し て 全国 的 に も 知ら れる 「 横 手 や き そ ば 」。 太 く て 
まっ すぐ な も っ ちり 茹で 麺 を 使い 、 各 店 で 独自 の ダシ を 加え た ウ 
スタ ー ソ ー ス を 使う の が 特徴 。 具 材 は キャ ベツ 、 ひ き 肉 な ど に 、 
トッ ピン グ で 目玉 焼き 、 福 神 漬け を 添え る の が 定番 。 

問 ノ 横手 や き そ ば 暖 謙 会 事務 局 

交通 店 舗 に より 異な る ( 最 寄 駅 ) JR 横手 駅 ほか 


盛岡 三 大 麺 






中 国 大 陸生 まれ の 家庭 料理 を 独自 
に アレ ンジ 、 甘 め の 肉 味噌 を ゆで た 
て 熱々 の 平 打 ち う どん と 絡め 、 豪 快 
に 混ぜ て 味わう | 盛岡 じゃ じゃ 麺 ]。 
和牛 骨 と 鶏 で ダシ を 採る 平壌 冷 麺 と 
辛味 が 魅力 の 威 興 (ハム フン ) 冷 麺 
を 融合 させ た 「 盛 岡 冷 麺 ]」。 そ し て 、 
痩せ た 土地 の も て な し 料理 だ っ た 
「 わ ん こそ ば 」。 そ の 成り 立ち や 味 わ 
い 、 食 べ か た に ユニ ー ク な 個性 を 有 
する 3 つの 麺 料 理 は 、 ど れ も 岩 手 県 
の 風土 や 人 々 の 気質 を 豊か に 映 
し 、 現 在 ま で 伝わっ て いる 。 

問 ノ 盛岡 観光 コン ベン ショ ン 協 会 

交通 施設 に より 異な る 

( 最 寄 駅 )JR 盛 岡 駅 ほか 


3 う 







| 著 い 山形 の 夏 
な ら で は の 郷土 食 


冷た い 肉 そ ば 


紅花 資料 館 も ある 河北 町 で そば と 言え ば 「 冷 た 
肉 そ ば 」。 冬 で も 町 民 の ほとん ど が 冷た い 肉 
そば を 上 偽 槍 る と 言わ れる ほど 。 鶏 で ダシ を と っ た 
暫 清 味 の 冷た い 汁 に 、 コ シ の 強い 田舎 蕎麦 、 鶏 
肉 (親鳥 )、 ね ぎ を 乗せ た 素朴 か つ 奥 深い 味 わ 
い が 絶 品 。 

間谷 地 の 肉 そば 会 (河北 町 商工 会 内 ) 

交通 店舗 に より 異な る 

( 最 寄 駅 ) JR さく らん ば ぽ 東 根 駅 ほか 











相馬 昨 ィ 
冷 か け そ は き 
蕎麦 好き の 間 で 密か な 
[西馬音内 (に し も な い ) そ ば 」。 つ な ぎ に 
「 ふ の り 」 を 使っ た 蕎麦 で 、 一 般 に か け そ 
ば と 言え ば 熱い 汁 な の に 対し 、 こ こ で は 冷 
た い 汁 で 供 さ れる 。 の ど 越 し が 良く 滑ら か 
で 、 歯 応え も 格別 な 一 杯 。 


間 / 泌 後 町 

観光 物産 協会 
交通 店 舗 に より 異な る 
( 最 寄 駅 )JR 湯 沢 駅 ほか 





詳し く は こち ら 


その 土地 に 根ざし た 
特産 の 素材 や 独特 の 
それ 自体 が 旅 の 目的 と 





製鉄 所 で 働く 方 や 、 気 の 荒い 漁師 を 待た せな い 
た め に 極細 麺 に な っ た と 言わ れる 釜石 ラー メン 。 
あっ さり 優し い ラ ー メ ン で 、 ベ ー ス は 同じ で も 各店 
が 違っ た 美味 し さ を 競っ て お り 、 食 べ 比 べ も 楽し 


い 。 市 内 約 30 店 舗 で 食べ られ る 。 


問 ノ 釜 石 市 商工 観光 課 
交通 / 店 舗 に より 異な る ! 
( 最 寄 駅 ) JR 釜石 駅 ほか 回 


ヽ 


回 財 





根底 に ある の は 、 
心 づ くし の お も て な し 。 


「 盛 岡 三 大 麺 」。 そ の 3 つの 根底 に は 、 ど れ も 岩 手 
県 人 の も て な し の 心 が 息 づい て いま す 。 盛 岡 じゃ 
じゃ 麺 は 、 第 二 次 世 界 大 戦時 に 旧 満 州 で 食べ ら 
れ て いた 「 ジ ャ ー ジ ャ ー 麺 」 を 再現 し た の が 始ま 
り 。 戦 後 の 物 の な い 時 代 に 、 岩 手 で 手 に 入る 食材 
を 使い 、 地 元 の 人 た ちの 口 に 合う よう に 、 と 工夫 を 
凝ら し て 今 の か た ち に な り ま し た 。 酢 や ラー 油 、 お 
ジン 】 ーー レク / ず 2 ニレ 7 みや ジ ラン に z め の r@ じ マウ) 
える の も 、 食 べ る 人 の 好み を 尊重 し た 優し さ の 表 
れ だ と 思い ます 。 盛 岡 冷 麺 は 、 朝 鮮 半 島 に 伝わる 


威 興 (ハム フン ) 冷 


麺 と 平壌 冷 麺 の 融合 が 原点 。 


蒼 麦 粉 の 代わ り に 小麦 粉 を 使っ た 強い コシ と 食 
感 、 見 た 目 の 美 し さ が 盛岡 っ 子 に 受け 入れ られ た 
ん で すね 。 本 場 の 良さ を し っ か り 守 りな が ら 、 新 し 
い 食 文 化 を も た らし た 功績 は 大 きい で す 。 わ ん こ 
そば の 原型 は 、 米 の 収量 が 少な くく 雑穀 を 主食 に し 
て いた 山間 の 寒冷 地 で 、 心 づく し の も て な し 料理 
と し て 振る 舞 わ れ て いた 蕎麦 。 大 勢 の お 客 さ ん に 
し あっ で も 是 斉 に 楽 じ ん で も ら え る うに と 小 
分 け で 供 さ れ た の が 今 も 続い て いま す 。「 で きる だ 
け お いし く 、 た の し く 味 わっ て も ら え そる よう に 」。 そ ん 
な 気持 ち が さ ま ざ ま な 工夫 を 生み 、 個 性 的 な 麺 文 
化 と し て 岩手 に 開花 し て いま す 。 


し ます! 


盛岡 三 大 麺 


私 が オス ス メ 


首 及 協議 会 事務 局 


高橋 大 きん 


[うま いも ん 」 は 旅 の 大 切な 友 。 
第 法 が 活き た ご 当地 グル メ は 、 
な る ほど に 魅力 的 な も の 揃い で す 。 


= 2 
尾花 沢 ス イカ 
山形 県 尾花 沢 市 
夏 ス イカ の 生産 量 日 本 一 で 知ら れ 
る 「 尾 花沢 スイ カ 」 。 昼 夜 の 寒暖 差 
が 生み 出す 抜群 の 甘 さ と 、 シ ャ リッ 
と し た 歯 触 り が 特徴 。 夏 の 清涼 な 
気候 と 生産 者 の 高い 技術 が 生み 
出す トッ プ ブ ラン ド だ 。 

問 / 尾 花沢 市 観光 物産 協会 








グリ / ババ ヘラ アイ ス 


2 












秋田 の 夏 の 風物 詩 


加 


パラ ソル が 目印 の 秋田 独特 の 
氷菓 の 路上 販売 「 バ バ ヘ ラ ア イ 
ス 」 。 主 に 中 高 年 の 女性 (秋田 
弁 で ババ ) が 保冷 告 に 入っ た 
シャ ー ベ ッ ト を ヘラ で 拘っ て そ 
の 場 で コー ン に 盛り 付け て 販 
売 す る スタ イル 。 バ ラ の 花 の よう 
に 盛り 付け る 名 人 も 多い 。 


問 ノ 男鹿 市 観光 協会 











/ 手づくり 
” 。 アイ スク リー ム 牧 舎 
_ 松ぼっくり 
朝 搾り た て の 牛乳 を 使い 、 季 節 の 野 
菜 や 果物 を 使っ た 手作り ジェ ラー ト の 
人 気 店 。 ミ ルク や ラム レー ズン な ど レ 
ギュ ラー 商品 に 加え 、 サ クラ や トマ ト な 
ど と いっ た 季節 限定 商品 な ど 常 時 14 
種 が 日 替わり で 取り 揃え て ある 。 

間 プ 手づくり アイ スク リー ム 牧 舎 

松ぼっくり 
交通 JR 軍 石 駅 か ら 車 で 約 15 分 


至福 の 桃 ソ ル ベ 
桑折 町 産 の 桃 「 あ か つき 」 の み を 使用 し た 、 桃 を その まま 食べ 
て いる 感覚 の 絶品 スイ ー ツ 「 至 福 の 桃 ソル ベ ]」 。 香 料 無 添加 で 
果実 本 来 の 香り と 甘 さ が 魅 力 で 、 少 し 溶かし て か ら 食 べ る と 、 と 
ろり と し た な め ら か な 舌触り が 楽し め る 。 

間 / 桑 折 町 振興 公社 交通 プ JR 又 折 駅 か ら 車 で 約 5 分 








昌 栄 あん ご ま 餅 








店 の あん こ 餅 に 、 ご ま を 付け て 食べ 
て みた こと か ら 偶 然 誕生 し た ご 当地 
スイ ー ツ 。 ふ わ ふ わ の 餅 の 上 に あん 
diD き ま か が た つのり 玉 上 回 司 含 
むと ご ま の 風味 が 口 い っ ぱい に 広 
が っ て 、 ま さ に 後 を 引く 美味 し さ 。 

間 ノ 人 畠 栄 菓子 舗 

交通 JR 八郎 潟 駅 か ら 

徒歩 約 5 分 


ーー 度 は 食べ た ぃ 東北 の 極上 夏野 菜 ! 


山形 県 鶴岡 市 


山形 県 庄内 地方 名 産 の 核 豆 の 王様 、 
だ だ ちゃ 豆 。 さ や が 茶色 で 、 香 り ・ 旨 
味 、 了 甘み が 格別 で 、 最 も 甘み が 増す 早 
朝 に 収穫 され る の も 特徴 。 早 朝 に 行 
われ る 、 だ だ ちゃ 豆 収穫 体験 に も 参加 
で きる 。 


問 ノ JA 和 鶴岡 園芸 


mr 
特産 課 M 








南 卿 トマ ト 


酸味 と 甘味 の バラ ンス が 良く 、 引 き 締 まっ 
た し っ か り と し た 食 感 が 特徴 の 「 南 卿 トマ 
ト 」。7 月 下旬 10 月 上 旬 ま で 出荷 され て 
お り 、 南 会 津 特有 の 気候 と 高い 標高 、 昼 
夜 の 気温 差 が 「 味 と 品質 の 良さ ] を 生み 

出し て いる 。 
問 ノ JA 会 津 よ つば 回 上 評 
トマ ト 選 東 場 ae 
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佐井 の ウニ 丼 此 玉 


下北 半島 の 漁師 町 佐井 村 は 、 良 質 な ウニ の 産地 と し て 知ら れ 、 毎 年 4 月 か ら 8 月 
いっ ぱい まで ウニ 漁 で 賑わい 、 初 夏 に 最盛 期 を 迎え る 。 と れ た て の 極上 ウニ を 山 盛 
り で 提供 する の が 「 佐 井 の ウ ニ 丼 」。 旬 の 絶品 ウニ を 、 本 場 で 心ゆく まで 堪能 し た い 。 


問 ノ 佐井 村 観 光 協 会 9 交通 店 舗 に より 異な る ( 最 寄 駅 )JR 下 北 駅 ほか 





天然 岩 特 


庄内 浜 の 夏 の 風物 詩 と 言え ば 天然 
の 「 岩 牡 由 」。 鳥 海山 の 伏流 水 と ミ 
ネ ラ ル 豊 富 な 日 本 海 で 育っ た 濃厚 
クリ ー ミ ー な 岩 牡 由 に は ファ ン が 多 
く 、 毎 年 県 内 外 か ら 多 く の 人 が 訪れ 
る 。 遊 佐 町 吹 浦 の 岩 牡 凡 は 特に 
「 美 味 」 と 評判 。 

問 / 道 の 駅 鳥海 「 ふ 5 っ と ] 

交通 プ JR 遊 佐 駅 か ら 車 で 約 10 分 





絶品 魚介 が 滴 載 


海 に 囲ま れ た 東北 。 そ れ ぞ れ の 海 、 そ れ ぞ れ の 港 に 
異な る 個性 が あり 、 揚 が る 魚介 も その 味 も 多彩 で す 。 





[ 深 清 マグ ロス テー キ 丼 」 は 、 マ グロ の 水揚げ 県 内 1 位 の 深浦 町 が 誇る 絶品 グル メ 。 


天然 本 マグ ロ を 、 マ グロ 刺身 丼 、 マ グロ 片面 焼き ステ ー キ 丼 、 マ グロ 両面 焼き ステ ー 
キ 丼 で 楽し む マ グロ 尽く し の 丼 ぶり 御膳 。 全 店 1, 500 円 で 堪能 で きる の も 嬉し い 。 
間 ン 深浦 マグ ロ 料 理 推進 協議 会 
交通 店 舗 に より 異な る ( 最 寄 駅 )JR 深 浦 駅 ・ 十 二 湖 駅 ほか 


回 3 8 国 
















Ce 





朝 か ら 等 が 
止ま ら な い ! 





朝 釜 めし (松川 浦 ) 


相馬 原 釜 漁港 で 水揚げ され た 海産 
物 を 、 目 の 前 で 炊き 上 げ て 提供 する の 
が 、 松 川浦 名 物 の 「 朝 釜めし 」。 青 の り 
や バタ ー で 味 変 す る の も オス ス メ 。 つ 
いつ い 食 べ 過ぎ て し まう 絶品 朝食 。 
間 / 相 馬 市 観光 協会 

交通 プ JR 相馬 駅 か ら 車 で 約 15 分 





は ら こ めし 
鮭 の 旨味 を 存 分 に 楽し め る 、 宮 城 の 秋 の 郷土 料理 「 は ら こ 
めし 」。 秋 鮭 を 者 た 汁 で 炊い た ご 飯 の 上 に 、 ふ っ くら と 煮 た 
鍵 の 身 と 、 つ や つや と 輝く 「 は ら こ (いく ら )」 を た っ ぷり と の 
せ た 逸 品 。 は ら こ めし の 本 場 、 理 理 町 ・ 山 元町 で 味わえ る 。 
問 理 理 町 観光 協会 、 山 元町 商工 観光 交流 課 
交通 店 舗 に より 異な る 
( 最 寄 駅 )JR 理 理 駅 ・ 山 下 駅 ・ 坂 元 駅 





し か べ プ レミ アム た ら こ 御膳 
( 道 の 駅 し か べ 間 歌 泉 公園 ) 叶 リリ 


鹿部 町 は 豊か な 海 の 幸 に 恵まれ た 水産 の 町 。15m の 高 さ まで 吹き 
上 げ る 「 し か べ 間 歌 泉 ] に 近い 「 道 の 駅 し か べ 間 歌 泉 公園 ] で は 、 
特産 の 鹿部 た ら こ を 昔 沢 に 使っ た 「 し か べ プ レミ アム た ら こ 御膳 」 が 
大 人 気 。 新 鮮 な 魚介 類 を 購入 する 事 も で きる 。 
間 ア 道 の 駅 し か べ 間 玖 泉 公園 
交通 / JR 鹿部 駅 か みり パス で 約 20 分 
道 の 駅 し か べ 間 歌 泉 公園 下車 すぐ 















の っ け 青森 県 青 礎 市 


青森 市 民 の 台所 「 青 森魚 菜 セ ンタ ー」 で は 、 購 入 し た どん 
ぶり 飯 を 片手 に 、 好 き な 具 材 を 選ん で の っ け て 食べ る 「 の っ 
け 丼 」 が 大 人 気 。 市 場 の 中 か ら 好 物 を 探し て 、 自 分 だ け の オ 
リ ジ ナ ル 丼 を 堪能 で きる 。 の っ け 丼 参加 店 の 旗 が 目印 。 


問 ノ の っ け 井 案内 所 









大 湊 海 月 カレ ー・ 
海軍 コロ ッ ケ ・Sora 空 っ ! 


海上 自衛 隊 大 湊 基地 発祥 の ご 当地 グル メ が 「 大 湊 海 目 カレ ー」。 
DC 特別 企画 と し て 、 さ ら に 「 大 湊 海軍 コロ ッ ケ 」、 航 空自 衛 隊 の 
唐 揚げ 「 空 自 空 上 げ ] の 3 つの "自衛 隊 メ シ " を 
セッ ト に し た 夢 の プ レー ト が 登場 。 
間 / 大 湊 海上 邊 カレ ー 普 及 会 事務 局 
交通 店 舗 に より 異な る 
( 最 寄 駅 )JR 下 北 駅 ほか 








交通 JR 青森 駅 か ら 徒歩 約 5 分 


三陸 塩 電 
ひがし も の 


初秋 か ら 冬 に か け 「 三 陸 東 
沖 」 で 漁獲 され た 「 生 の め 
ば ち ま ぐ ろ 」 の 中 で も 、 大 き 
さ ( 重 さ )、 鮮 度 、 色 芳 、 脂 の 
の りな どの 秒 件 を 満た し た 
極上 品 が [三陸 塩 電 ひがし 
も の 」。 赤 身 に まで 広がっ た 
良質 の 脂 を まとっ た 至高 の 
味わい を 


1 ーー プ 問 ノ 塩 電 市 水産 振 尋 課 


川俣 シャ モ 
(シャ モ ま つり ) 


深み の ある コク と 弾力 ある 肉質 が 特徴 

の 福島 県 の ブラ ンド 地 鶏 川俣 シャ モ 」。 

[川俣 シャ モ ま つり 」 で は 世界 一 長い 

シャ モ の 丸焼き (107 羽 ・64m) を 始め 、 

絶品 の 川俣 シャ モ 料 理 を 堪能 で きる 。 

数 々 の ステ ー ジ イベ ント も 楽 じ め る 。 
間 ン 川俣 町 産業 課 


商工 交流 係 回 上 
交通 JR 福島 駅 か ら 


車 で 約 30 分 回 





ご 賞味 あれ 。 


個性 あふ れる 食 文化 


MR 


直径 6.5m の 大 銅 で 芋 旋 が ふる まわ れる 「 日 本 一 の 芋煮 会 
フェ ステ ィ バ ル 」 は 山形 の 秋 の 風物 詩 。 山 形 を 代表 する 獅 土 料 
理 と も いえ る 芋煮 は 、 和 牛肉 に 醤油 味 が 定番 で 、 里 芋 と 牛肉 の 


芋煮 


プ ョ ゃ る 


美味 し さ を 存 分 に 堪能 で きる 究極 の 一 杯 。 庄 数 の モロ ヘイ ヤ 商 品 を 購入 で きる 。 
内 地域 で は 豚肉 に 味噌 味 の 芋煮 を 楽し め る 。 HHR 


問 ノ や ま が た 観光 情報 セン ター 











交通 JR 利府 駅 か ら 車 で 約 25 分 


里 の 幸 も 絶品 摘 い 」! 


いわ て 短 角 和牛 


高 タ ン パ ク 低 脂 資 な 赤身 の 和牛 ・ 日 本 短 角 種 
は 岩手 県 が 飼 状 頭数 日 本 一 (2018 年 )。 
自 降 り 肉 と は 一 線 を 画 し 、 肉 の 旨み が 味 
わ え る 。 県 北 地域 が 主 な 産地 だ が 、 盛 岡 
市 内 を は じ め 県 内 各地 の 飲食 店 で 提供 
され て いる 。 

間 プ いわ て 和牛 普及 推進 

交通 施設 に より 異な る 


( 最 寄 駅 ) 


JR 盛岡 駅 ほか 








之 と こま だ た まこ 


[えごま た ま ご 」 は 、 色 麻 町 特産 の えごま 
を 餌 に 育て た 鶏 が 生ん だ 栄養 豊富 な た 
まま ら 。 | えごま た まこ かがり ご は ほん の 店 」 で 
は 、 え ご また ま ご が な ん と 食べ 放題 。 数 
種類 の トッ ピン グ も あり 、 ワ ンコ イン で 絶 
品 た ま ご か け ご は ん を 満喫 で きる 。 

間 ブ 株式 会 社 色 麻 町 







尺 
産業 開発 人 社 5 国 
交通 ノ JR 古 川 駅 か 
車 で 約 25 分 国 








クレ オ パ ト ラ が 愛し た 、 美 容 と 健康 に 良い と され る 食材 「 モ ロ 
ヘイ ヤ 」 は 、 大 郷 町 の 特産 品 。「 道 の 駅 お お さと ] で は 、 モ ロ 
ヘイ ヤ を 使っ た うど ん や まん じゅ う 、 お 茶 、 ふ りか け な ど 、 多 











の 


04 で て 




















ROHS 
119 04 | 貝 取 潤 温泉 か み の や ま 温 
海 を 見 渡す 雄大 な リゾ ー ト 温泉 か ら 02o (あわ ひ 山 荘 ) 山形 県 上 山 市 
唱 /- - 私 浸 ト 秋田 o06 
山 懐 に 抱か れ た 秘 湯 の 宿 ま で 。 | 開 湯 560 余 年 の 「 か み の や ま 温 泉 」 は 、 羽 
温 8 に は 心 若 か れる 920 カル シウム や マグ ネ シ ウ ム が 豊富 な 茶 褐 州 街道 の 宿場 町 と し て 栄え 、 今 も 城下 町 
温泉 大 国 * 東 北 6 上 色 の お 湯 が 人 気 の 国民 宿舎 「 あ わび 山 の 風情 が 随所 に 漂う 。 豊 か な 自然 を 活か 
シチュ エー ショ ン の 温泉 が いっ ぱい 。 8 5 人 ・ 答 宮 に は あわ び 科 理 が 大 人 気 有 1 し た ドイ ツ 式 気候 性 地形 療法 「 ク アオ ルト 
E は 、 の 2 ま の 。 央 内 05o oO1 人 0 パー ク ゴ ルフ 場 や キャ ンプ 場 も あ 5 健康 ウォ ー キ ング | も お 薦め 。 
太古 の 昔 か ら 続く 癒し の 湯 を 堪能 し まし ょ う 。 哲二 り 、 自 然 豊か な 環境 の 中 で 、 の 還 て 
o07 ここ ー す こと が Tel 
0 昌 間 0 和 還 ノ カウ の やま 温 の 
o09 拓 島 通 ノ JR 八雲 駅 か ら 車 で 約 1 時 間 通 プ 施設 に より 異な る ( 最 寄 駅 )JBR か み の や ま 温泉 駅 





剛 28 年 に 林 こ り が 鎌 の 先 で 見 つけ た と いう 鎌 先 温泉 。 自 石 市 の 中 心 街 
や 新幹線 の 自 石 蔵 王 駅 か ら 車 で 約 20 分 、 静 か な 山間 に 4 軒 の 宿 が 立 
つ 。「 傷 に 鎌 先 ] と 衣 わ れる ほど 打ち 身 や 切り 傷 に 効く 奥羽 の 薬湯 と し て 


愛さ れ 、 伊 達 政 宗 公 や 片倉 景 綱 も 入浴 し た と いう 。 吉 く か ら 湯 治 で 賑 わ 
池 ) ゴー 目 し 富 鳥 : バ に リ *ー 
い 、 現 在 も 自炊 の で きる 湯治 文化 を 継承 する 宿 が 残っ で いる 。 ろ くろ 模様 4 HE 前 旧 | 凍 間 1 前 | 
e 3 湯 主 一 條 二 十 代目 望 で きる 大 パノラマ は 絶景 ! ー | で 涼 を 求め る に も お 葉 め 。 
が 特徴 的 な 弥 治郎 こけ し の 里 で ある 「 弥 治郎 こけ し 村 ] も ほど 近い 。 ーー 
一 條 一 平 さ ん o: 交通 プ JR 十 文字 駅 か ら 車 で 約 1 時 間 20 分 O 問 ノ 八森 いさ り び 温泉 ハタ ハタ 館 @ 交通 プ JR あ きた 白神 駅 下車 すぐ 


O 問 ク 白石 市 観光 協会 Q 交通 /JR 白 右 蔵 王 駅 か ら 車 で 約 20 分 





| ] 
剖 | 環 」 


” で 来 て 足 駄 
恵 痛 の 湯 」、 の 
表層 議 計 ュ に 


O 問 ノ 後生 掛 温 泉 の 交通 JR 鹿角 花輪 駅 か ら 車 で 約 40 分 


] = ーー - 
ーー me 。 
ー ヽ い 
lm Ja に ニ ” 和 の 
E に Po ーー 
こさ 3 Ne = 


私 が オス ス メ 






山 懐 に 抱か れ た 湯 を / 
へ 守り 継 ぐ 
享 徳 4 年 (1455 年 ) の 洪水 に よっ て 一 度 は 失わ れ た 鎌 先 
温泉 を 、 一 條 家 の 祖 先 で ある 市 兵衛 が 地元 の 方 々 と 
と も に 再興 し た の が 現在 の 鎌 先 温泉 の は じ ま り 。 以 来 
460 年 以上 に わた っ て 一 條 家 は 、 鎌 先 温 泉 を 守り 継ぐ こ 
と を 務め と し て きま し た 。 温 泉 を 守る と いう こと は 、 湯 脈 と 
資源 が 眠る 山 や 川 を 守る と いう こと 。 今 な お 自噴 ・ 自 然 湧 
出 の 湯 が 楽し め る の も 、 代 々 の 当主 の 努力 あっ て の も の 
だ と 思い ます 。 鎌 先 温泉 の 最 奥 に 位置 する 『 湯 主 一 條 』 
で す が 、 そ の 奥 、 そ し て 周囲 に は 21 万 坪 の 森 と 山 が 広 
が っ て いま す 。 こ の 「 一 條 の 森 」 に 必要 十分 な 手入れ を 施 
し た 恩恵 が 、 大 正 14 年 か ら 昭 和 の 初期 に か け て 建て ら 
れ た 本 館 で す 。 間 伐 し た 木 を 使い 、 宮 大 工 が 釘 を 一 本 も 
使わ ず 建て た 木造 一 部 四 階 建て 。 現 在 は 個室 料亭 と し 
て 活躍 する と と も に 、 国 登録 有形 文化 財 に も 登録 され て 
いま す 。 ま た 、 か つて は 山 懐 の 秘 湯 だ っ た 鎌 先 も 、 今 で は 
白石 ・ 蔵 王 エリ ア 周 遊 の 旅 の 基点 と な る 利便 性 を 備え て 
いま す 。 白 石城 や 城下 町 めぐ り 、 阿 武 隈 川 で の 川遊び や 
大 蔵 山 スタ ジオ で の 芸術 散歩 を は じ め 、 豊 か な 自然 を 活 





O 問 / 千 宿 温 泉 観光 協会 





O 問 ノ 松島 観光 協会 


O 交通 JR 軍 石 駅 か ら 車 で 約 15 分 


O 交通 施設 


06 | 管 宿 温 
岩手 県 幸 石 町 
開 湯 450 年 と も 伝え られ る 盛岡 の 奥 座 敷 
[ 驚 宿 温泉 ]」。 湯 量 豊富 な 温泉 と し て 知ら 
れ 、 規 模 の 大 き な ホ テル や 旅館 か ら 、 自 炊 
部 を 備え た 湯治 宿 ま で 、 2 
揃っ て いる 。 周 囲 に は ガー 回 各回 
レグ に F] 






松島 温 





太古 の 地層 で 長い 年 月 を か け て 温め ら 
れ た 松島 の 温泉 は 、 滑 り の ある “お 肌 す 
べ す べ 美 人 づく り の お 湯 ” と 評判 。 日 本 三 
景 松島 は 昼間 の 美 し さ は も ちろ ん 、 月 夜 
の 松島 、 朝 陽 が 昇る 松島 も 
また 格別 。 名 湯 に つか りな 
が ら 絶 景 を 堪能 で きる 。 


こよ り 異 な る ( 最 寄 駅 ) JR 松島 海岸 駅 








O 問 ノ 飯坂 温泉 観光 協 





会 〇 交通 福島 交通 館 坂 温泉 駅 か ら 徒 歩 約 5 分 


O 問 ン 芦 ノ 牧 温泉 観光 協会 O⑥ 交 


会 首 


07 | 飯坂 温泉 


松尾 攻 焦 や 正岡 子規 、 与 謝 野 晶子 と いっ 
た 文人 も 訪れ た 古き 佳 き 名 湯 「 飯 坂 温 
泉 ]。 摺 上 川 と その 支流 を 中 心 に ホテ ル ・ 


旅館 が 建ち 並び 、 昔 な が ら の 温泉 情緒 を 


満喫 で きる 。「 旧 堀切 邸 」 
「 医 王寺 」「 茂 庭 っ 湖 ] な ど 
の 見 どこ ろ も 豊富 。 





声 ノ 牧 温 泉 





その 昔 、 行 き 着く の が 困難 だ っ た た め 「 幻 
の 温泉 卿 ] と も 言わ れ て きた 「 芦 ノ 牧 温 
泉 」。 開 湯 和 干 数 百年 と され 、 温 泉 街 で は 「 出 
会 い の 湯 滝 」「 子 宝 の 湯 」「 足 湯 中 ポッポ] 
「 散 策 遊 歩道 いち い の 小 Ei 

路 」 な ど が 迎え て くれ る 。 回 回 






芦 ノ 牧 温泉 駅 か ら 車 で 約 5 分 国 


か し た アク ティ ビ テ ィ も 満載 。1 日 や 2 日 で は 楽し みき れ な 10 | 須川 温泉 11 | 八森 いさ り び 温 
い の が 、 東 北 の 温泉 。 ぜ ひ 連 泊 し て 、 地 域 の 新た な 魅力 栗駒 山荘 ハタ ハタ 人 館 


525 上 選 G く くさ Os 






し きす ! 






、 相 的 4 本 / 


1 
世 の 36 に ジル ノル 4 目 


山形 県 大 蔵 村 


肘 折 温泉 の 夏 の 風物 詩 「 ひ じ お り の 灯 」 は 、 
アー ティ スト が 温泉 街 に 滞在 し な が ら 肘 折 の 
自然 や 暮らし を 描い た 、 灯 籠 絵 の 展示 会 。 
DC 特別 企画 と し て 、 七 夕 の 月 の 夜 に 短冊 に 
願い を 書い た カイ ラン タン の 一 斉 打 ち 上 げ 
イベ ント や 夜市 ・ 足 湯 BAR も 開催 され る 。 

O 間 有 // 肘 折 温 泉 観光 案内 所 

ひじ お り の 灯 実 行 委員 
将 通 導い 時 間 


記 天 











栗駒 国定 公園 の 栗 有 駒 山 中 腹 に ある 温泉 
宿 。 希 少な 強酸 性 (pH 値 2.3) の みょう ば 
ん 緑 ば ん 泉 で 、 単 独自 噴 源 泉 か ら の 湯 出 
量 は 毎 分 6.000 1? と 国内 届 


ー 較 温 才 


一 関 温泉 卿 は 。 栗 胞 山 か ら 厳美 渓 に 点 在 
する 個性 豊か な 7 つの 温泉 宿 の 総称 。 豊 
富 な 湯量 と 豊か な 自然 に 囲ま れ 身 体 も 心 
も リフ レッ シュ で きる 。 中 尊 寺 を は じ め と する 
古都 平 泉 観光 の 拠点 と し て も 人 気 が 高い 。 
に 和 関 温 泉郷 協議 会 

通 / 施設 に より 異な る 
( 最 寄 駅 )JRー ノ 関 駅 ほか 








な 湯 

















大 月 枯 の 中 の 名 用 秘 湯 





南 人 甲田 居 田 周辺 の 温 
( 猿 倉 ・ 鳥 ・ 谷 地 
| PCrrma 


南 八甲田 周辺 に は 、5 つ の 源泉 か ら 湧き 出る 豊 

語 が 自 慢 の 名 人 温泉 」、 足元 か ら 源泉 が 
き 出る 「 源 泉 湧き 流し 」 の 湯 が 堪能 で きる 「 鳥 温 
泉 ]、 泉 質 の 異な る 2 つの 湯 を 楽し め る 日 本 三 秘 湯 
「 谷 地温 泉 ] と いっ た 秘 湯 が ある 。 都 会 の 喧 腹 を 忘 





れ て 、 じ っ くり と 名 湯 に 浸る こと が で きる 。 
癌 の 十和田 奥 入 瀬 観光 機構 


人 


交通 プ 施 
寄 駅 ) JR 七戸 十和田 駅 


又 に より 異な る 


温泉 ) 














日 本 海 を 眺め な が ら 、 ゆ っ た り と 湯 に 浸 
か れる ロケ ーション で 人 気 。 塩 分 を 含ん 
だ お 湯 は 体 の 芯 か ら 温 まる 。 周 辺 に は 海 
浜 プ ー ル を は じ め 、 世 界 自 然 











シン ' 
「』 メ ザコ 
コメ / 『 お と 9 し 
ア ノ 間 け | 4 < | -、 ず 「 9 ナ ヴ へ 浪江 の まち づく り 、 人 づく り の 拠点 / 
/ クス あい 還 の | 道 の 駅 な みえ 

リ を * 『 道 の 駅 な みえ 』 を つく ろう 、 と 決ま っ て か ら 、 町 民 か 知り 合い が いて 、 お し ゃ べり や お 茶 っ こ が 楽 し 
] アプ や U 1 | 議 の みん な が 集まっ て 何 度 も 重ね た "井戸端 会 議 " め る "場所 。 い ま 、 浪 江 町 に は 1.600 人 あま り の 
1 人 ー ベ で 3 まち の 人 々 の ーー ド マー ク と し て 復興 の > に ボル と と いう 名 の 意見 交換 会 。“ 何 が あっ た ら 嬉 し い ?"。 方 が 暮らし て いま す 。 か つて の 人 口 か ら す れ ば 少 
“ ] “ 4 細 本 し そん な 問い に 出 て きた の は 、 浪 江 の 懐 か し いも な い 人 数 で す 。 そ れ な ら こ こ は 1,600 人 全員 の 顔 


て 2021 に グラ ンド オー プン 。 請 戸 漁 港 で Se 、 5 。 還 、 志 
< ] 0 4 の 必 店 2 の た ち で し た 。 請 戸 漁港 に あがる ぴち ぴち の ヒラ が 分 か る 場所 で あり た い 。 こ こ で 働く スタ ッ フ た ち 





ii 見 [ ト 革 代 な : を シ 代 = 月 に 了 、 5 、 、 
] 時 時 4 上 99 め 人 メ や カレ イ な どの 活魚 、 小 女子 や し ら す な どの 加 も 、 浪 江 が 大 好き で 、 浪 江 と 繋が っ て いた い 、 と 
1 " 和 人 , メ 本 凌 し 工 品 。 子 供 か ら お 年 寄り まで 大 好き だ っ た 町 の いう 方 ば か り で す 。 ぜ ひ 、 私 た ち に 会 い に 、 こ の 
に “ ツ を 使っ た スイ ー ツ が 楽し め る フー ドコ ー ト や 産直 市 2 9 _ lo 6 
- [ し 和 / 生生 お 菓子 屋 さ ん の コッ ペ パ ン 。 晩 本 に は も ちろ ん 、 浪江 の 新た な 商店 街 に 遊び に 来 て くだ さい 。 
W 場 の ほか 、 自 路 情報 や 観光 情報 、 被 災 経 験 や 復興 >A、 ゞ ヽ \ と 上 凡 交 IFf 圭 = 硬く < くく [) 古 征 
= 0 絢 は 鈴木 酒造 店 さん の 「 弥 城 書 ]。 み ん な 、 岩 災 以 前 
昌 言 室 、 稚 # 加 徐 室 交流 さ ンド や = ゝ ゃ ヽ *ー | *ー ] *ー *ー O *ー 6 
」 郷土 料理 研修 室 や 交流 サロ ン な ども 。 い ずれ そ が 、 今 の 浪江 に と っ て 必要 だ っ た ん で す 。『 道 し きす ! 


は ワー クシ ョ ッ プ な ども 開催 予定 。 


/ 復興 の シン ボル | 


04 | 奇跡 の 一 本 松 


の 駅 な みえ 」』 は 、 ド ライ ブ や 観光 で 訪れ た 方 々 に 

と っ て は 浪江 町 の 魅力 を 知っ て いた だ く た め の 

イン トロ ダク ショ ン 。 そ し て 地域 の 方 々 に と っ て 道 の 駅 な みえ 駅 長 
は 、 毎 日 の 買い 物 は も ちろ ん 、“ こ こ に 来れ ば 誰 東山 晴 菜 さん 


回 計 齋 加 





O 問 / 道 の 駅 な みえ 
O 交通 JR 浪江 駅 か ら 徒歩 約 15 分 


ri 鞍 導 忌 寸 陽 9 円 夢 
半 


MTT 講 





『 
に 』 - 








放 郊 ざき (((( 


. 約 350 年 前 か ら 先 人 た ち が 植林 を 行い 、 市 

4 民 が 守り 育て て きた 国 の 名 勝 「 高 田 松 原 」。 
時 ) 東日本 大 震 災 の 津波 に よっ て 、 約 7 万 本 
あっ た 松林 の 中 で 唯一 残っ た の が 「 奇 跡 
の 一 本 松 」。 現 在 、 防 腐 処理 等 を 施し 、 モ 

ニュ メン ト と し て 保存 整備 され て いる 。 


_ 間 ノ 陸前 高田 r 交 


に 













詳し く は こち ら 


東日本 大 震 炎 か ら 10 年 。 東 北 の ま ち は 、 
た くま し く 復 興 の 道 を 歩ん で いま す 。 
全国 の 方 か らい た だ いた 応援 を 胸 に 
いま も な お 、 復 興 を 続け る 

東北 の 交 を ぜひ 見 に 来 て くだ さい 。 


ーー 


人 
05 作 千年 希望 の 丘 N 
本 か 明 な ーーー ュー ン の 
震 災 で 生じ た ガレ キ を 再生 活用 、 治 岸部 の 南北 約 10km 請 議 
に 渡り 14 基 の 丘 と それ ら を 結ぶ 高き 3m の 園 路 を 造成 。 園 
路 の 側面 に は 植樹 を し て お りき 木々 が 成長 すれ ば 森 の 防 
潮 堤 に な る 。 千 年 希望 の 丘 交流 セン ター で は 、 岩 災 の 被災 
状況 復旧 復興 取組み を パネ ル と 映像 で 紹介 。 … 
l。、O 問 2 千年 希望 の 丘 交流 セン ター 靖 
還 O 交通 JR 岩沼 駅 か ら 車 で 約 20 分 
O02 ad 


| まち の 顔 と な る 新 エ リア | 


06 | 迎 ( ム カエ ル ) 


「 迎 (ムカ エル )」 は 、 気 仙 沼 の 顔 で あっ た 内 湾 地 区 の に 
ぎわ い 再 生 に 向け た 観光 集客 拠点 と な る 商業 施設 。: 
食 レ スト ラン や 和食 店 、 カ フェ な どの 他 、 サ メ 革 専門 店 、 
衣料 品 店 な ど が 入り 、 グ ル メ や ショ ッ ピ ング を 楽し め る 。 
気仙 治 地域 開発 株 式 会 社 


ロ 










mm 





| "か ぶ " が あがる こ 利 益 も | 


07 | 可 島 ( 無 内 神社 ) 


青森 県 八戸 市 


防潮 堤 に 立ち 、3.11 を 語り 継ぐ で 「 = 


03 | 津波 遺構 
た ろう 観光 ホテ ル 
(学ぶ 防災 ガイ ド ) 









St し 
tl 本栖 宮 首相 上 六軒 1 
p 還 1 sm 思 
ー 


未来 へ つなぐ 震 災 の 記憶 と 教訓 


02 | いわ き 震 災 伝 承 み らい 館 








商売 繁盛 、 漁 業 安全 の 守り 神 と し て 弁財天 
を まつ り 、 古 く か ら 地 元 の 人 々 の 信仰 を 集め 
て きた 薫 嶋 神社 。2015 年 に 見 舞 わ れ た 火災 








未 曽 有 の 大 災害 に 見 舞 わ れ た 「 い わき 市 」 の 記憶 や 教訓 を 後世 に 伝え る た め の 東日本 大 圭 炎 に より 甚大 な 被害 を 受け た 田老 地区 。 か ら の 再建 も 完了 し 、 吹 き 抜け 天井 の 彫刻 
施設 。 謀 災 当 時 の 状況 や 復興 へ の 歩み を 伝え る パネ ル 展 示 、 衝 撃 的 な 津波 の 映 津波 中 構 た ろう 観光 ホテ ル の 6 階 か ら 撮影 し た 津波 や 、 龍 の 天井 絵 な ど 、 見 どこ ろ が 随所 に 。 

像 、 岩 災 関 連 の 実物 展示 、 ク イズ 形式 の タッ チ パ ネル な ど で 、 防 災 や 減災 に つい て が 襲来 する 映像 や 災 宰 の 記録 を も と に 、 先 人 の 教訓 O 問 ノ VISIT は ちの へ 

学べ る 。 土 ・ 日 ・ 祝 日 に は 固 災 語 り 部 の 体験 談 ( 講 話 ) が 聞け る 。 を 教わる 「 学 ぶ 防 災 ガ イド 」 を 開催 。 防 災 意 識 の 向上 O 交通 JR 魚 駅 か ら 徒歩 約 15 分 


と 自然 災害 の 恐ろし さ を 伝え る プロ グラ ム 。 


O 交通 プ JR い わき 駅 か ら バ ス で 約 30 分 に 央 ee 
O 問 / 宮 古 観 光 文 化 交流 協会 学ぶ 防災 ガイ ド 交通 三陸 鉄道 新 田老 駅 か ら 徒歩 約 15 分 





O 問い わき 堪 災 伝承 みらい 館 





4 1 










巡る た び 、 
出会う 旅 。 ハ 
東北 


9 ナ 
| 29 ン プラ リー 
s カー ボン 


ドア 作ら と 3E か 区 1 =【 と 3 





素敵 な 賞品 が 当たる 東北 6 県 を 舞台 に し た デジ タル 版 の スタ ンプ ラリ ー。 
6 県 を 巡っ て スタ ンプ を 集め た り 、 お 好き な テー マ の スタ ンプ を 集め た り 、 楽 し み 方 は いろ いろ ! 
お トク な クー ボン も 付い て いま す 。 ス マ ホ 片 手 に ぜひ ご 参加 くだ さい 。 


スタ ンプ 対象 スポ ッ ト は 約 1.30 有 箇所! 
クー ポン 対象 スポ ッ ト は 約 1.U00 人 箇所 


※ ス タン プ と クー ボン 両方 が 対象 の スポ ボット も あり ます 。 


NM 
参加 方 法 sc 
: m Fm W 


1 スマ ー ト フォ ン で 右 の 
呈 QR コー ド を 
読み 込ん を で くだ さい 。 





ノ メー ル ア ド レス や プロ フィ ー ル 等 を 入力 し 、 
呈 会 員 登 録 を お 願い し ます 。 O 0 
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う マッ プ 上 か ら 対 象 の 
図 


スポ ッ ト を 探し 、 訪 問 し て くだ さい 。 [注意 事項 ] 


東北 6 県 巡り 賞 [東北 6 県 例 て の 県 で それ ぞ れ 10 個 以上 スタ ンプ を 取得 ] 
東北 の 宿 ・ ホ テル ベア 無料 ご 宿泊 券 


東北 5 県 巡り 賞 [東北 6 県 の うち 5 県 で それ ぞ れ 10 個 以上 スタ ンプ を 取得 ] 
東北 六 県 絆 米 士 NEXCO 東 日 本 東北 支社 管内 サー ビス エリ ア 
食事 券 (2.000 円 分 ) 十 東北 6 県 地産 品 詰 め 合 わせ 
東北 六 県 絆 米 提供 全農 東北 プロ ジェ クト 、 サ ービス エリ ア 食 事 券 提供 :NEXCO 東 日 本 
東北 4 県 巡り 賞 [東北 6 県 の うち 4 県 で それ ぞ れ 10 個 以上 スタ ンプ を 取得 ] 
NEXCO 東 日 本 東北 支社 管内 サー ビス エリ ア 食 事 券 (2.000 円 分 ) 
十 東北 6 県 地産 品 詰め 合わ せ サー ビス エリ ア 食 事 券 提供 :NEXCO 東 日 本 


東北 3 県 巡り 賞 [東北 6 県 の うち 3 県 で それ ぞ れ 10 個 以上 スタ ンプ を 取得 ] 
東北 6 県 地産 品 詰 め 合わ せ 


東北 ・ 夢 の 桜 街道 コー ス [対象 ス ポッ ト の スタ ンプ を 30 個 取得 ] 
桜の ペー パー ウェ イト 提供 : 東 北 ・ 夢 の 桜 街道 推進 協議 会 


東北 の 酒 を 楽し お 旅 、 巡 る 旅 コ ー ス [対象 スポ ッ ト の スタ ンプ を 30 個 取得 ] 
東北 銘柄 の 日 本 酒 か ワイ ン ※ 銘 柄 の 選択 は で きま せん 。 
提供 : 日 本 酒造 組合 中 央 会 東北 支部 、 山 形 県 ワイ ン 酒造 組合 

みち の く 潮 風 ト レイ ルコ ー ス [対象 スポ ッ ト の スタ ンプ を 30 個 取得 ] 
みち の く 潮 風 ト レイ ルオ リ ジ ナ ル T シ ャ ツ 


みち の く 城 巡り コー ス [対象 スポ ッ ト の スタ ンプ を 10 個 取得 ] 
「 ニッ ボン 城 め ぐり 」 公 式 御 城 印 帳 


癒し の 湯 巡 り コ ー ス [対象 スポ ッ ト の スタ ンプ を 20 個 取得 ] 
オリ ジ ナ ルタオ ルセット (バス タオ ル 上 フェ イス タオル ) 
提供 :JTB、KNT-CT、JR グ ルー プ 、 東 武 ト ッ プ ツア ー ズ 、 日 本 旅行 、 名 鉄 観光 協定 旅館 ホテ ル 連 盟 


の ん びり ロー カル 線 コ ー ス [対象 スポ ッ ト の スタ ンプ を 30 個 取得 ] 
2 シル 多才 1 20 を ) 
提供 : 東 日 本 旅客 鉄道 、 当 軽 鉄道 、 弘 南 鉄道 、 青 い 森 鉄道 、 三 陸 鉄 道 、IGR い わ て 銀河 鉄道 、 仙 台 市 交通 選 
秋田 内 陸 縦 買 鉄道 、 由 利 高 原 鉄 道 、 山 形 鉄道 、 阿 武 隈 急行 、 福 島 交通 、 会 津 鉄道 、 青 画 ト ン ネ ル 記念 館 
※ 提 供 会 社 は 選べ ませ ん 。 
自然 満喫 迫力 の ダム 巡り コー ス [対象 スポ ッ ト の スタ ンプ を 6 個 取得 ] 
Pl4pL6 と 2 ヤノ ピ コー アシ ルン ジー レス ニ ロ ロロ 提供 : 国 土 交通 省 東 北 地 方 整備 選 


(9 TI/ ナチ 人 タク ァ 4 買 「A. エ リア 賞 」 に 落選 し て し まっ た 方 が 対象 で す 。 


KIRIN 賞 ( 生 茶 ) 生 茶 (1 ケー ス ) 協賛 : キ リン ビ バレ ッ ジ 株 式 会 社 


KIRIN 賞 (氷結 ) 氷結 (1 ケー ス ) 協賛 : キ リン ピー ル 株 式 会 社 
※ 生 茶 か 水 結 の どちら か ー つ を 選択 いた だ きま す 。20 歳 未満 の 方 は 水 結 を 選択 する こと は で きま せん 。 





※ 賞 品 へ の お 申し 込み は 賞品 の 発送 先 が 国 内 に ある 方 に 限り ます 。 国 内 に 発送 先 が な い 方 に つい て は スマ ー ト フォ ン で ご 利 用 で きる 
「 壁 紙 ] の 取得 が 可能 で す 。※ 応 募 締切 は 2021 年 10 月 7 日 ( 木 ) で す 。※ 当 選者 の 発表 は 、 賞 品 の 発送 を も っ て か えさ せ て いた だ きま 


す 。※ 賞 品 の 発送 は 2021 年 10 月 中 旬 か ら 順 次 実施 予定 で す 。※ コ ロナ ウイ ルス の 影響 等 に より 、 対 象 施設 数 の 増減 や 、 サ ービス が 
ーー 時 中 断 ・ 中 止 に な る 可能 性 が ご ざい ます 。※ 情 報 は 202 1 年 4 月 末日 時 点 の も の と な り ま す 。 最 新 の 情報 に つき まし て は 「 巡 る た び 、 
会 う 旅 。 東 北 デジ タル 周遊 スタ ンプ ラリ ー& ク ー ポ ン 」 の サイ ト を ご 確認 下さ い 。 


スタ ンプ 対象 スポ ッ ト で あれ ば Pi 
m | スタ ンプ を 取得 ボタ ン 」 を タッ プ し 、 

スタ ンプ を ゲッ ト ! 

クー ポン 対象 スポ ッ ト で あれ ば 

「 ク ー ポ ン を 利用 ボタ ン 」 を スラ イド し 、 

画面 を 施設 スタ ッ フ に 提示 し 特典 を ご 利用 くだ さい 。 







100YEN 


K スタ ンプ が た まっ た ら OFF 


m 素敵 な 賞品 が 当たる 抽選 に 応募! 





※ 参 加 に は GPS 機能 を 搭載 し て いる スマ ー ト フォ ン が 必要 で す 。GPS の 設定 を ON に し た 状態 で 
ご 参加 くだ さい 。※ 対 象 OS・ ブ ラウ ザ は 、Android 5.0 以 上 Chrome/iOS 10.0 以 上 Safari に な り 
ます 。 最 新 バ ー ジ ョ ン で の ご 利用 を 推奨 し ます 。※QR コ ー ド は (株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ の 登録 商標 で す 。 


東北 DC デジ タル 周遊 スタ ンプ ラリ ー& ク ー ポ ン 事 務 局 
E-mail:tonhokudc.StamD.COuUDOn-SUDDOrt@aaD.CO.jD 
TEL:022-204-1591 

受付 時 間 :09:00- 17:00( 火 曜日 ・ 木 曜日 は 休み と な り ま す [ 祝 日 を 除く ]) 
巡る た び 、 出 会 う 旅 。 東 北 デジ タル 周遊 スタ ンプ ラリ ー& ク ー ポ ン 


See oeoeeeeeooeeeoeeooeeeeoeeoeooeeoooeeoeoeooeeooeooooeoeoeeeeeoooeooooooooooeoooeeoooooooeoeoeeoo る oooeoeoe ら oooeooeoeooeeoooeo 


https://dc.tohokukankO.jpD/dc-StamD-COUDOn/ 


約 23 万 人 が 愛用 する 無料 の GPS スタ ンプ ラリ ー ア プリ 


「 ニッポ ン 城 めぐ り 」 は 
東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン と 
連動 し た 企画 を 展開 し ます 


詳細 は 「 ニ ッ ポ ン 城 めぐ り 」 ア プリ 内 の 
画面 を ご 覧 下さ い 。 


\SCAN!!/ 


LE ETLI 着陸] 1] 
し TFT TTFETHT 博 | 








新型 コロ ナウ イル ス 感 楽 拡大 の 状況 に より 、 企 画 内 容 の 変更 が 生じ る 場合 が あり ます 。 ホ ー ム ペー ジ で 情報 を 確認 の うえ 、 ご 参加 くだ さい 。 








連携 企業 ・ 団 体 様 の 
取り 組み の ご 紹介 


/ ノ 年 ON MALI イオ ン モ ー ル 株 式 会 社 
イオ ン モ ー ル で 東北 の 魅力 を 再発 見 ! 


信 東 北 内 の イオ ン モ ー ル で は 、 東 北 の 文 化 ・ 産 業 ・ 
観光 資源 な どの 魅力 を 再発 見 し て いた だ ける よ 
う 、 地 域 密 着 イ ベン ト な ど を 実施 し ます 。 


信 東 北 内 の 一 部 イオ ン モ ー ル で は 、 東 北 DC の 
キャ ン ペ ー ン 動画 を 大 型 ビ ジョ ン に て 放映 し 、 ご 
来館 の お 客 さ ま に 東 北 DC を 広く PR し ます 。 


https://www.aeonmall.Com/ | イオ ン モ ー ル 株 式 会 社 過 @. 


Date fm 
1 ? pate fm 東北 6 県 の エフ エム ラジ オ 局 が 
タッ グ を 組ん で 東北 DC を PR 


東北 6 県 の J)FN ネ ットワーク 加盟 の エフ エム ラジ オ 局 (Date 
fm( エ フエ ム 仙 台 )、 エ フエ ム 青 森 、 エ フエ ム 岩 手 、 エ フエ ム 秋 
田 、 ふ くし ま FM、 エ フエ ム 山 形 ) で 、Welcome to TOHOKU 
隊 の 参加 の 呼び か け と と も に 、 域 内 観光 を PR する オリ ジ ナ ル 
番組 コー ナー を 制作 し 、 東 北 DC 期 間 中 に 放送 し ます 。 
地元 ラジ オ 局 だ か ら こ その と っ て お き の 観 光 情 報 を リス ナー 
と シェ ア 。 各 局 の HP や SNS で も 発信 ・ 拡 散 し 、 東 北 DC を 盛り 
六 村 で いい まず 


http://771.fm/smp/ の 


日 本 の 魅力 を 、 日 本 の チカ ラ kg。 日 本 政府 観光 局 (JNTO) 
N TO B+gkggxj 東北 地域 の 多種 多様 な 魅力 を 
世界 に 発信 ! 


JNTO は 日 本 へ の イン バウ ンド ・ ツ ー リ ズム (外国 人 

の 訪日 旅行 ) プ ロモ ーション を 行っ て お り 、 東 北 の 

魅力 を 紹介 する 東北 キャ ン ペ ー ン web ペ ー ジ を 多 
言語 で 公開 し て いま す 。 今 年 は 海外 メデ ィ ア 等 に よ 

る 情報 発信 や 海外 の 旅行 会 社 と 連携 し た 広告 展 

開 等 を 通し て 東北 地域 の 魅力 を 発信 し 、 東 北 デ ス 
ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン を 盛り 上 げ て いき ます 。 や 5 


https://jnto.tohokumoment.com/en/ 






| 則 】 診 信 ア イ ベッ クス エア ライ ンズ 株 式 会 社 
東北 に お 越し に な る お 客 様 を 心 を 込め て お 迎え いた し ます 


信 機 内 で は 客室 乗務 員 が 東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン オ 
リ ジ ナ ル バ ッ ジ を 装着 し 、“ 笑 顔 の お も て な し "を し ます 。 

借地 元宮 城 を は じ め 東 北 の " 旬 "な 情報 や 魅力 あふ れる 商品 を 、 
SNS、 機 内 販売 、 オ ン ラ イン ショ ッ プ に て 随時 、 ご 紹介 し ます 。 

借 2018 年 より 就航 し て いる "むす び 丸 ジェ ッ ト ” が 仙台 セ 夕 ・ 天 の 
川 を モチ ー フ に し た デザ イン に リニュ ー ア ル ! 全国 の 皆様 に 地 
元宮 城 を PR し ます 。 


https://www.ibexair.co.jp/ e』 


株 式 会 社 ジ ェ ー シ ー ビ ピー 
JCB は キャ ッシュ レス で 
世界 に ひと つ 。 あ な た に ひと つ 。 東北 DC を 応援 ! 


@JCB カ ー ド を ご 利用 いた だ く こ と で 、 東 北 を 応援 する 

キャ ン ペ ー ン を 実施 予定 で す 。 

※ キ ャ ン ペ ー ン は 予告 な く 中止 に な る 場合 が ご ざい ます 。 四 請 
実施 期間 な どの 詳細 は JCB の キャ ン ペ ー ン ペー ジ で 

ご 確認 くだ さい 。 


https://Www.jcb.cO.jD/carmmDaidgn/ | ジェ ー シ ー ビ ー 


(7 公益 社団 法人 日 本 観光 振 具 協会 公益 社団 法人 日 本 観光 振興 協会 


JAFAN TRIWEL AND TOIURGMM 上 55CCIATI ロ 枯 


子供 た ち が | 角 光 」 や | 東北 の 魅力 」 に つい て 学ぶ 機会 を 提供 


久 東 北 に 修学 旅行 を され る 学校 に 観光 が 楽し く 学 べ る 協会 3 
行 「 は じ め て 学ぶ 観光 副読本 ] を 東北 DC キャ ン ペ ー ン ブッ ク 
と と も に 配布 し 、 子 供 た ち が 東 北 の 観 光 に つい て 学ぶ 機会 
を 提供 し ます 。 


信 最 新 の 観光 情報 等 を 紹介 する 協会 の 情報 紙 「 観 光 と まち づ 
くり ] 春 号 で 東北 の 魅力 を 特集 し て 情報 を 発信 いた し ます 。 


https://www.nihon-kankou.or.jD 


FINE 東 北 
第 3 回 FINE 十 東北 Instagram フ ォ ト コン テス ト 開 催 


画 正 杜 二 画 間 還 ロ ド ロー 
ーー 


@「FINE+ 東 北 」 は 、 東 北 の 地方 銀行 6 行 ( 青 森 ・ 秋 田 ・ 岩 手 ・ 山 形 ・ PS 一 
七 十 ・ 東 邦 ) と 日 本 政策 投資 銀行 で 構成 され 、 東 北 の 観光 振興 | e 紹 の 却 
に 向け た 共同 事業 の 一 環 と し て 、「 第 3 回 Instagram フ ォ ト コン テス PHOTO に ONTE に こ 
ト 」 を 開催 し て いま す 。 東 北 の 魅 力 発信 を 目的 に 始ま っ た 本 コン テ IT02F 
スト で す が 、 昨 年 開催 し た 第 2 回 の 応募 件 数 は 2 万 点 を 超え 、 注 | 較 較 議 陸 本 提 っ み 

目 度 が 高まっ て いま す 。 


今回 の コン テス ト で は 、 東 北 DC と 連携 し て 「 巡 る ・ 出 
会 う 、 私 の 新しい 東北 1 を テー マ と し 、 東 北 の 自然 ・ 歴 
史 ・ 文 化 ・ 食 な ど と の 出会い や 新しい 発見 に 溢れ た 
写真 を 募集 する こと に より 、 東 北 の 更 な る 魅力 発信 
に 取り 組ん で いま す 。 











※ 記 載 の 内 容 は 、2021 年 5 月 現在 の 情報 で す 。 内 容 が 予告 な く 変更 と な る 場合 が あり ます 。 
※ 写 真 や 画像 は イメ ー ジ で す 。 


東北 DC 特別 下 画 





N 東北 の 旬 を 食べ よう ! ノ 


1 So の を 食べ ん / 東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 期間 中 に 、 
東北 の 旬 の 食材 を 使っ た 


TOHOKU | 


「TOHOKU SALAD -- と うほ く サ ラダ ー」 を 提供 し ます 。 


豊か な 食材 を 育む 東北 の 風景 と 
旬 の 食材 を 使っ た サラ ダ を お 楽し みく だ さい ! 


い SRLRD 
ー と うほ く サ ラダ ー 。。 


Kb) し エ | と て だ と マ ニン ニレ エック 。 そ マンゴ て | アル = ピナ ル 





東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 推進 協議 人 Pe 
全農 東北 プロ ジェ クト (全国 農業 協同 組合 連合 会 ンー 





https://dc.tohokukanko.jp/dc-feature/special_plan/salad/ 








か い ろう 


みち の く 古 寺 巡 礼 四 寺 廻 廊 


【 特別 企画 】 四 寺 廻 廊 特別 法話 





「 四 寺 廻 廊 」 瑞 央 寺 ・ 立 石 寺 ・ 毛 越 寺 ・ 中 尊 寺 の 慈覚 大 師 開山 の 四 ヶ 寺 で NISS2 
9 月 まで 交代 で 法話 を し ます 。( 午 後 1 時 より 20 分 程度 ) 
2021 年 6 月 13 日 (日 ) 毛 越 寺 8 月 8 日 (日) 立石 寺 ・ 中 章 寺 蘭 計 4 


U 7 月 11 日 (日) 瑞 劇 寺 ・ 毛 越 寺 9 月 12 日 (日) 瑞 賑 寺 ・ 中 尊 寺 


各 寺 院 の 僧 但 が 参拝 の 方 々 に 法話 いた し ます 。 (聴講 無 料 ・ 予 約 不 要 ※ 会 場 が 「 密 」 に な る 場合 は 先着 順 と し ます 。) 


【 特別 企画 】 東北 DC 特別 御朱印 帳 5 一 < 
東北 DC 特別 期間 限定 の 御朱印 帳 を ご 用 意 し ます 。( 数 量 限定 、1 冊 1.500 円 ) 明 
全て の 御 朱 E を 集め られ ます と 、 結 願 の 御 印 と 住職 の 色紙 を 差し 上 げ ま す 。 か こ 
平安 時 代 、 慈 覚 大 師 円 仁 と いう お 方 が お 開き に な っ た 、 松 島 の 瑞 岩 ye 
寺 、 山 寺 の 立石 寺 、 平 泉 の 中 尊 寺 と 毛 越 寺 が 協力 し て 始め まし た 。 
この 四 寺 に は 江戸 時 代 に 松尾 薦 も 奥 の 細道 で 訪れ て お り ま す 。 


rs 還 下 | 








四 寺 廻 廊 と は 








ど と ント | 車 吉 赤 東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン に 合わ せ て 、 
ギ 夏 の 臨時 列車 が 運行 し ます 。 


個性 あふ れる 列車 で 東北 を 旅 し し て み ませ ん か 。 








ポケ モン トレ イン 
1 周 っ こ 男鹿 あじ さい 号 海里 秋田 延長 和泊 4 ジパング 平泉 号 
[ 穫 羽 本 線 ・ 男 鹿 線 全車 指定 席 ] [ 自 新 線 ・ 羽 越 本 線 ン 全車 指定 席 ] 。 | 東北 本 線 ・ 大 船渡 線 / 全 車 指定 席 ] [東北 本 線 ノ 1・4 号 車 指定 席 ] 
3。.4。.10。 Te msn7715e 176.9/3e-4e (m 転 ロ 】 // 17@ rm) 7/17e-9/26@o+.e 
青 一 面 の 雲 昌 寺 の あじ さい 見 学 に は 「 風 っ こ 日 本 海 の 食 と 景観 を 楽し む 列車 [海里 」 が 大 人 気 の ピ カチ ュ ウ と の 旅 を お 楽し みい た だ く ea 
男 席 あ じ さい 号 」 を ご 利用 くだ さい 。 旨 - 秋 加 を 運行 し まう 。 | た め 巳 岡 発 の ポケ モン トレ イン を 運行 し ます 。 
区 間 秋田 一 男鹿 区 間 新潟 秋田 P 区 間 盛岡 気仙 沼 障 SS 
時 刻 秋田 (9:35) 一 男鹿 (11:07) と 時 刻 新潟 (9:14) 一 秋田 (13:38) 時 刻 盛岡 (8:55) 一 気仙 沼 (12:52) 


男鹿 (16:04) つ 秋田 (17:10) 秋田 (17:15) 一 新潟 (21:59) 詩 SM 37)ーー ノ 関 (16:32) 『 時 刻 2 号 盛岡 (946) ユー ノ 関 (11:09) 
5 ※ 旅 行商 品 の 設定 も あり ます 。 発 売 日 は 6 月 上 旬 頃 を 予定 ーー 2 
。 し て いま すれ 詳しく は びゅ う プ ラ ザ 係員 に お た ず ね くだ さい 。 


les 





@2021 Pokemon. = ュー 
⑥1995-2021 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. 
ポケ ッ ト モ ンス ター・ ポ ケモ ン *Pokemon は 任天堂 クリ ー チ ャ ー ズ ゲー ム フ リ ー ク の 登録 商標 で す , 


/ 仙台 タフ ルー ティ ア 
5 [東北 本 線 ノ 全車 指定 席 ] 








田んぼ ほ ア ー ト 号 


[奥羽 本 線 / 全 車 指定 席 ] 





風 っ こ 具 見 線 夏 休み 号 


[ 愉 見 線 ノ 全車 指定 席 ] 





=) 





6 












(運転 // 17s .9/11s (運転 //31s.8/1s (運転 H】 9/5e.7g.8eg 
様々 な テー マ で 描か れる 田舎 館 の 田んぼ アー ト 「 風 っ こ 只 見 線 夏休み 号 」 で は 、 只 見 線 沿線 の 仙台 セ 夕 まつ り に あわ せ て 風 っ こ 男 鹿 あ じ さ い 号 
に は 「 田 ん ぼ ア ー ト 号 」 を ご 利用 くだ さい 。 真夏 の 絶景 を お 楽し みい た だ け ま す 。 [仙台 セタ フル ー テ ィ ア 」 を 運行 し ます 。 車 内 で は 
区 間 秋田 一 弘前 区 間 会 津 若松 一 会 津川 ロ 特別 な オリ ジ ナ ルス イー ツ を お 楽し みく だ さい 。 | 1 
時刻 秋田 (7:13) 一 弘前 (9:46) 時 刻 会 津 若松 (10:15) 一 会 津川 口 (12:17) 区 間 郡山 一 仙台 
弘前 (16:59) 一 秋田 (19:36) 会 津川 口 (13:56) 一 会 津 若松 (16:03) | 時刻 郡山 (10:20) 一 仙台 (12:23) 


仙台 (14:16) 一 郡山 (16:42) 


※ 旅 行商 品 の み の 設 定 と な り ま す 。 店 
詳し く は 「 え き ね っ と 」 国 内 ツア ー = 編 記 
サイ ト を ご 覧 くだ さい 。 _g 


* 圭 * ー て / 感 ま 
奥 久慈 清流 風 っ ョ ュー DD MI 代 X 
二 [ 水 郡 線 プ 全車 指定 席 ] 上 [仙山 線 ノ 全車 指定 席 ] 











中 





ひ REED 


[東北 本 線 ・ 克 石 線 / 全 車 指定 席 ] 

















(運転 H 9/21s.22e [運転 H 6/28e.29e (運転 9/12e To 
駅 や 鉄道 と 岩 災 復興 か ら 10 年 を 迎え る 地域 と を 2021 年 3 月 に 全線 運転 再開 し た 水 郡 線 内 を 仙山 線 の 景色 を ゆっ くり 眺め 、 作 普 駅 で は a 旨 
か えっ て きた SL 銀河 で 「 結 び 」 ま す 。 「 奥 久慈 清流 風 っ こ 号 」 が 爽快 に 走り ます 。 感謝 祭 を 楽し ん で いた だ きま す 。 の ⑥ ポ ケモ ン 6 
区間 盛岡 一 釜石 区 間 水戸 一 般 城 石川 常陸 大 子 区間 山形 一 仙台 気仙 当 特 別 運 和 
時 刻 8/21: 盛 岡 (8:00) 一 釜石 (15:10) 時 刻 8/28: 水 戸 (8:45) 一 磐城 石川 (12:55) 時 刻 山形 (9:08) つ 仙台 (11:32) 
8/22: 釜 石 (9:57) つ 花巻 (15:19) 磐 城石 川 (14:50) 一 水戸 (19:19) 
8/29: 水 戸 (8:45) 一 常陸 大 子 (11:13) 





- 常陸 大 子 (14:01) 一 水戸 (16:07) 





各 列 車 共通 の ご 案内 


0 指定 席 列 車 に ご 乗車 の 際 は 、 事 前 に 指定 席 券 を お 買い 求め くだ さい 。 
員 発売 期間 プ ご 利用 日 の 1 ヶ月 前 の 10 時 より 発売 開始 。 


JR 東日本 の イン ター ネッ ト 予 約 サー ビス 「 え き ね っ と 」 で 指定 席 の お 申込 み が で きま す 。 rm 
会 員 登録 [無料 】 ネッ ト で 予約 し 、 き っ ぷ の 受取 り は JR 東日本 の 駅 に ある 指定 席 券 売 機 で 。 


※ こ の デー ー タ は 2021 年 5 有野 の 情報 を 基 に まな イベ ント | 還 の 情報 掲載 し で お り ま す . 電 時事 等 は 
変更 と な る 場合 が ご ざい ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 ご 利用 の 際 は JR 時 刻 表 等 で ご 確認 くだ さい 。 


陸 : も い 北 の . の. っ て た の し し ンー 


「 の っ て た の し い 列 車 」 は 、 車 内 で 本 格 的 な グル メ や お 酒 、 壮 大 な 車窓 風景 が 楽し め ま す 。 特 別 な 列車 で 東北 の 旅 を 楽し も う 。 


詳し く は こち ら 






TOHOKU EMOTION SL 銀河 


⑥2021 Pokemon. 

⑥1995-2021 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. 
ポケ ッ ト モ ンス ター・ ポ ケモ ン ・Pokemon は 
任天堂 ・ ク リー チャ ー ズ ・ ゲ ー ム フリ ー ク の 登録 商標 で す 。 


と れい ゆ つば さ ) SL ば ん えつ 物語 フル ー テ ィ ア ふく し ま 





※2021 年 5 月 1 日 現在 の 情報 で す 。 現 地 情報 は 予告 な く 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 ご 出発 前 に お 客 さ ま 自 身 で ご 確認 いた だ く よ う お 願い し ます 。 ※ 写 真 ・ イ ラス ト は すべ て イメ ー ジ で す 。 ※ 地 図 は 略図 で す 。 
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手のひら か ら 、 お で か け を 。 


JR 


JR 東日本 で は 、 ス マー ト フ ォ ン ひと つ で で きる 新しい お 出かけ スタ イル を ご 提案 し ます 。 
JR の きっ ぷ を 買う の も 改札 を 通る の も 、 お 買い 物 も 。 

旅 を 便利 に する た くさ ん の アプ リ & サ ービス を ひと つ に まとめ た の が 

[JR New Style ナビ TOHOKU]」 。 

手のひら か ら 始 まる 東北 の 旅 に アク セス し て み ま せ ん か ? 





旅 を 便利 に する た くさ ん の アプ ブリ & サ ービス 


2 断 衝 線 元 デ ケ ウト Suiea/ 皿 計る 8 東北 MONOW 











Suiea 
どこ か ら で も 新幹線 の きっ ぷ ぶ 予 約 : スマ ホ で 予約 、 タ ッ チ で 乗車 。 「 キャ ッシュ レス な ライ フス タイ ル | 東北 を 彩る 、 者 と 物 。 
(2 田 TOHOKU MooS 東北 エリ ア の 折 光 列車 
人 駅 か ら 巡 る 地域 旅 の 情報 も 掲載 
列車 と 宿 を まとめ て 予約 | スマ ホ ひ と つ で シー ムレ ス な 旅行 









SL 銀河 東北 DC 結び 号 











地域 の | お いし い 」 「 楽 し い 」 「 な る ほど 」 めぐ り を 、 
スマ ホ ひ と つ に デュ ッ と 詰め 込ん だ 、 旅 の マー ケッ ト プ レ イス 


サー ビス 提供 期間 : 2021.4.1 - 9.30 


へ 手軽 に 気 吾 た 。 あ 


東北 の 旅 は [TOHOKU MaaS」 に お まかせ ! 


@ * 旅 行 プ ラン ニン グ サ ービス 
5 ・ 観 光 マ ッ プ 
調べ る 者 邊 ee う 6 テッ ンド (6 
デマ ンド 交 清 
る の 
の _- 
チケ ッ ト ( 











・ 東 北 MaaS チ ケッ ト 
・ 買 い 物 、 お 土産 / 
で 剛 ・ レ ンタ サイ クル の 
し 6 日 帰り 温泉 @9 W 
@9 Aizu 
スマ ホ で つなが る 東北 の 旅 (2) 
国 尽 庄 肖 国 
田 TOHOKU MaoS 業 訂 が 
3E イ ラス ト は 全て イメ ー ジ で す 。 
詳し く は | 東北 MaaS 及 軒 で 検索 ※ 提 供する サー ビス の 内 容 は 、 エ リア に より 異な り ま す 。 














東北 の 「 者 」 と 「 物 」 の 価値 を 最大 化す る 継続 的 な ブロ ジェ クト 
東北 MONO 


東北 MONO と は 、「 東 北 デ ステ イィ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 」 を 契機 と し て 、 さ ら な る 東北 地域 の 復興 を 加速 する た め 
に 、JR 東 日 本 グル ー プ が 連携 し て 行う プロ ジェ クト で す 

東北 エリ ア の 人 (者 ) と 産品 ( 物 ) が 一 体 と な り 、 そ れ ら 各地 の 魅力 を 連結 させ る こと で 、 新 し い ト ウホ クモ ノ ( 情 報 、 
サー ビス 、 コ ン テ ン ツ ) を 生み 出し 、 東 北 の 地域 価値 の 向上 と 観光 交流 の 拡大 を 目指 し ます 


MIYAGI MONO | | | IWATE MONO | 岩手 県 | | 
仙台 きなこ シリ ー ズ TONO BEER C58 239 シ リー ズ 東北 DC 記念 秋田 の ん めも の 弁当 詳し く は こち ら を チェ ッ ク 


好 に も 東北 に 息 つ 


ぐ 
(者 ] と 「 物 」 の 
スト ー リ ー を 発信 中 
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人 


に | 
症 し EE AL JEE JEb 電 は 


\ 東北 DC 


ーー『Ea ュ ーー 
す コ ド ト 還 選 


TUELUEG ETEE ま BE 昌 「「 す 
FRTEEEFTTFHIFH 


トール 一 昌 まつ 

















> 2 ゆあ 


北海 道 新 幹線 


東北 山形 : 秋 田 ・ 上 越 新幹線 


東海 道 新幹線 
北陸 新幹線 
山陽 新幹線 
九州 新幹線 


凡例 


イベ ント 情報 は 
ホー ムペ ー ジ を チェ ッ ク ! / 


東北 DC 期間 中 の イベ ント 
は 、 ホ ー ム ペー ジ の イベ ント カ 
芝 の 2 0 の ソノ ク 9 の の る らら の 
で きま す 。 気 に な る イベ ント の 
詳細 は 、 ク リッ ク し て チェ ッ ク ! 











日 本 海東 
自動 













| いい 
| パ 
1 2 貝 取 潤 温 泉 
マツ 。 2 る 
ロ 大 沼 公園 IC E コ 北 域 
パシ クラ マ 展 望 台 ( 裏 夜長 )  @ @ 一 函館 市 縄文 文化 交流 セン ター リ パ 


新 函館 北 > 


アク セス 


北海 道 ・ 
本 人 プ 





























































1 ぐ 一下 風 中 温泉 $ 
松前 落 屋 敷 / 
NM 大 深田 名 部 まっ り 
龍 飛 崎 ユーーーーe や 
(青函 トン ネル 記念 館 ・ パ 三 厩 a ト 
階段 国道 ) NN 人 | 
に 各 へ 、 奥津 財 | 靖 と ーー 光 の アゲ ハチ ョ ウ 議 
- 。 挟 いま つ NE ( 釜 玲 山 ) ) 
Wi 4 
|. に 浅虫 アク ティ ビ テ ィ 四 
三 内 丸山 遺跡 計 二 一 W ' 
津軽 中 里 Q 
奥津 軽 ト レイ ル 一 et《 遂 
津軽 鉄道 で 行く が 
赤 選 いり ん ご 収穫 体験 欠 
津軽 富士 見 湖 ・ 鶴 の 舞 橋 
= 酸 ヶ 湯 温泉 
填 夫 JCT 南 八 甲 田 周辺 の 温泉 
2 ー 了 青 森 空 港 ( 猿 倉 萬 谷地 温泉 ) 
黒石 よさ れ < 三沢 補 溢 
TRGOEOO 人 纏 1 / IRODORI 2 
pn 中 S りー Li ・ 津 軽 こ けし 館 。。 = 島 ( 無 内 神社) 
ト 邊 条 山 地 ンス 、 人 時 上 上 温 朱 狗 2 」 人 志ん 9 酒造 見 学 ・ 利 酒 と 屋形 朋 施 覧 
由 トレ ッ キ ング 、 舌 @- 奥 入 瀬 “" @。 
渓流 牧 引 八幡宮 一 
館 N$ ニ 一 た ね いち ウ 三 まつ り 
能代 セタ 半 な 0 レン We -feRae 
天空 の 不夜城 」 ' 9 。、2⑳ 大 ァ ンー *・ 間 ボク 仙人 We 一 も ぐら ん びあ 水族 館 
で ころ “ い ー す 。 な 有 ど e 一 御所 野 
妥 連 紅 W 〇 や 東能代 UN NN 7 の 公国 まつり 
男鹿 温泉 卿 Me | 還 本 和久 / ウィン Bm @ー ーー 普代 浜 園地 キラ ウミ ビニ チヨ ガ 
RD2 肖 ら ( 倫 直上 愉 出 の 森 正 Wu 稼 ー 石神 の 丘 美術 館 森 の 館 ウ ッ デ ィ 
ター 1 旧記 5 - を 。。 5 @ 一 一 サッ パ 船 アド ベン チャ ニーズ 
カン カネ 油 一 二 「 _- 
- 津波 遺構 た ろう 観光 ホテ ル 
秋 公 園 主 さい 上 の 放 
秋田 竿 如 ま うり 前 盛岡 旧 必 盛 。 ーー き エ > 浜 
| Mom ペ ラー へ 。 デー 4 
用 \- 盛岡 さん さ 踊 り [ 
日 本 海東 北 
自動 車道 
三陸 大 棚町 
[ 卿 王 芸 能 ' か が り 火 の 舞 
池田 修三 まち な か 











| Myy か 大 船渡 温泉 


の sem 三 隊 復 邊 国立 公園 
SS 細 碁石 海岸 
1 奇跡 の 一本松 























































酒 まつ り 2021 
迎 (カエル) 
庄内 空港 P/ 
ル っ / M 受 写 ーー た 王 ゝ 目 
鶴岡 に ーー AS 計 @ 旧 タ 2/ 南 三陸 ・ 気 仙 沼 温泉 
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よろ こび が つなぐ 世界 へ 


健康 な 人 の KIRI 
免疫 機能 の 維持 を サポ ー ト 


【 プ ラズ マ 乳 酸 菌 の 研究 報告 】 ウ 
| て 水分 補給 で 
__ 半 間 ] 「 体調 管理 


県 な 人 の 免 提議 / 委 六 必 な 人 の 免 痕 
の 維持 を 7N 還 計り 維持 を サポ ー ト | 四 の 維 持 を 張 
「 ブ ラズ マ 和 乳 上 義 の 研究 較 フラ ズ マ 届 の 本 究 5] 略 ク ラ の 


ブラ ズ マ 乳酸 半 
無 糖 〈 水 ) 汗 


は - 
人事 の パラ ンス を . 


IMLISF tmeesssm 


⑮) 。 で ざ 寺 ご 中 人 Y 沈 議 で お 


キリ フ ビ バレ ッ ジ 株 式 会 社 GOGO-TEA.jp * デ ザイ ン が 新しく な り ま し た 。 キリ フ ピ バレ ッ ジ 株 式 会 社 IMUSE-Pjp あの 


東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン を 一 緒 に 盛り 上 げ る 


「TOHOKU サ ポー ター」 大 募集 !! 


ひと り ひ と り の 取り 組み で 東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン を 応援 し て いた だ く 「TOHOKU サ ポー ター」 を 募集 し て いま す 。 


Welcome to TOHOKU 隊 介 ::: 


東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 期間 中 に 、 東 北 を 訪れ た お 客 さ ま に む け て 
お も て な し を 宣言 し 実践 する 「Welcome to TOHOKU 隊 」 
《 対象 》 東北 6 県 に お 住ま い の 方 
《 活動 内 容 の 一 例 》 東北 を 訪れ た お 客 さ ま を お も て な し 
@ 笑顔 で お も て な し @ 東 北 の 街 を キレ イ に 
@ 東北 の 魅力 を ご 案内 ・ 発 信 @ 困っ て いる 人 が いた ら 、 笑 顔 で お 声 掛け 
@ 積極 的 に 記念 撮影 の お 手伝い  @ 英 語 等 の 多 言語 の 案内 を 準備 等 


特典 》 ご 登録 し て いた だ いた 方 に 、 認 定 証 を 発行 。 | 
また 、 認 定 証 を 交換 窓口 に 提示 いた だ く と 、 オ リ ジ ナ ル 和 缶 バ ッ ジ を プレ ゼン ト !  、 ea 
(※ 企 業 ・ 団 体 の 場合 は 認定 証 と 缶 バ ッ ジ を 発送 し ます 。 ) 


IMUI【U,4 昌 1 0 


SNS や ブロ グ で 東北 の 魅力 を 発信 し た り 、 実 際 に 東北 を 旅行 し た り し て 
その 光 力 を 家族 や 友人 に 伝え て いた だ く 「TOHOKU Fan」 

《 対象 》 東北 6 県 以外 に お 住ま い の 方 

《 活動 内 容 の 一 例 》 東北 観光 の 応援 、 東 北 の 魅 力 PR・ 情 報 発信 等 


@ 東北 旅行 を し て 家族 や 友人 に 東北 の 魅力 を シェ ア  。 @ ワ ー ケ ーション 先 を 東北 に 
@ SNS、 ブ ログ で 東北 の 情報 を 発信 @ 社員 旅行 を 東北 で 実施 等 


《 特典 》 ご 登録 し て いた だ いた 方 に 、 認 定 証 を 発行 。 (※ 企 業 ・ 団 体 の 場合 は 発送 し ます 。) 


2021 年 8 月 31 日 ( 火 ) ま で 


詳し く は ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
https://dc.tohokukanko.jp/dc-welcome/ 





詳し く は こち ら 


東北 デス ティ ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン 推進 協議 会 
東北 DC https://www.tohokukanko.jp/dc/ 









※ 記 載 の 情報 は 2021 年 2 月 現在 の 情報 で す 。 
※ 写 真 ・ イ ラス ト は すべ て イメ ー ジ で す 。 実 際 と は 異な る 場合 が あり ます 。 





